
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇 1

【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、理解できて
いる。また、大学入試レベルの文章を読むの
に十分な言葉の知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　大学入試レベルの問題を解くうえで必要な
プロセスなどについて説明し、また文章の内
容に即して内容を説明・要約する文を記述し
ている。自分で積極的に語彙を調べ、文章の
内容を構成や展開に即して捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読み取って理
解しようとするとともに、問題の解法のプロ
セスなどついて伝え合おうとしている。 〇 〇 〇 34〇

定期考査

２
学
期

単元　評論小説
【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、
理解しようとしている。また、大
学入試レベルの文章を読むのに十
分な言葉の知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試レベルの問題を解くうえ
で必要なプロセスなどについて説
明し、また文章の内容に即して内
容を説明・要約する文を記述しよ
うとしている。自分で積極的に語
彙を調べ、文章の内容を構成や展
開に即して捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読
み取って理解しようとするととも
に、問題の解法のプロセスなどつ
いて伝え合おうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

○ ○ 〇 19

定期考査
○ ○ 1

思 態
配当
時数

１
学
期

 単元　評論小説
【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、
理解しようとしている。また、大
学入試レベルの文章を読むのに十
分な言葉の知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試レベルの問題を解くうえ
で必要なプロセスなどについて説
明し、また文章の内容に即して内
容を説明・要約する文を記述しよ
うとしている。自分で積極的に語
彙を調べ、文章の内容を構成や展
開に即して捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読
み取って理解しようとするととも
に、問題の解法のプロセスなどつ
いて伝え合おうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、理解できて
いる。また、大学入試レベルの文章を読むの
に十分な言葉の知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　大学入試レベルの問題を解くうえで必要な
プロセスなどについて説明し、また文章の内
容に即して内容を説明・要約する文を記述し
ている。自分で積極的に語彙を調べ、文章の
内容を構成や展開に即して捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読み取って理
解しようとするとともに、問題の解法のプロ
セスなどついて伝え合おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

現代文演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

大学入試レベルの文章を読み、理解すること
ができる。また、大学入試レベルの文章を読
むのに十分な言葉の知識を身につけている。

大学入試レベルの問題を解くうえで必要なプ
ロセスなどについて説明することができる。
また文章の内容に即して内容を説明・要約す
る文を記述することができる。自分で積極的
に語彙を調べ、文章の内容を構成や展開に即
して捉えることができる。

大学入試レベルの文章を進んで読み取って理
解しようとするとともに、問題の解法のプロ
セスなどついて伝え合おうとしている。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自
覚や態度を養う。

（A組：竹内聖人　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

LT実戦長文読解（浜島書店）、大学共通テスト現代文（駿台文庫）

国語

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

国語 現代文演習
国語 現代文演習 2



合計

70

〇

【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、理解できて
いる。また、大学入試レベルの文章を読むの
に十分な言葉の知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　大学入試レベルの問題を解くうえで必要な
プロセスなどについて説明し、また文章の内
容に即して内容を説明・要約する文を記述し
ている。自分で積極的に語彙を調べ、文章の
内容を構成や展開に即して捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読み取って理
解しようとするとともに、問題の解法のプロ
セスなどついて伝え合おうとしている。

〇 〇 〇 15
３
学
期

単元　評論小説
【知識及び技能】
　大学入試レベルの文章を読み、
理解しようとしている。また、大
学入試レベルの文章を読むのに十
分な言葉の知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試レベルの問題を解くうえ
で必要なプロセスなどについて説
明し、また文章の内容に即して内
容を説明・要約する文を記述しよ
うとしている。自分で積極的に語
彙を調べ、文章の内容を構成や展
開に即して捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試レベルの文章を進んで読
み取って理解しようとするととも
に、問題の解法のプロセスなどつ
いて伝え合おうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組  ～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 〇 22

２
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史、風土、自然
について学習し，地域社会への理解を深め
るとともに，地域社会に関する具体的な知
識及び技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化の多様性から学んだこと
をもとにしながら，地域社会の中に生きる
高校生として何ができるかについて考え，
表現することができる．
【学びに向かう力、人間性等】
・地域ボランティアを通して，大島の地域
文化や地域社会の環境問題に対して，興味
や関心を抱き，さまざまな課題に積極的に
関わろうとしている．

○「地域ボランティア」
・地域ボランティア事前学習
・地域ボランティア
・地域ボランティア事後学
・地域ボランティア 発表

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史，文化，風
土，自然，社会について学習し，地域社会
への理解を深めるとともに，地域社会に関
する具体的な知識及び技能を身に付けてい
る．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化の多様性から学んだこと
をもとにしながら，文化を継承し時代に伝
えるために何ができるか考え，表現するこ
とができる．
【学びに向かう力、人間性等】
・地域ボランティアを通して，大島の地域
文化や地域社会の環境問題に対して，興味
や関心を抱き，さまざまな課題に積極的に
関わろうとしている．

○「御神火太鼓」
・事前学習
・練習
・発表

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

〇

○ ○ 23

○ 25

１
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史と文化につい
て学習し，地域社会への理解を深めてい
る．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化について考えるととも
に，大島の歴史，文化，風土、自然につい
て広く考えている．
【学びに向かう力、人間性等】
・大島の地域文化の多様性についての考察
をもとにしながら，自分がどのように考
え，どのように受け入れるべきかについて
議論している．

○「文学の散歩道」
・事前学習
・文学の散歩道
　（「波浮の港を愛する会」と連携する）
・事後学習
・発表

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

○

予測できない社会の変化や新しい課題に対応
するため，主体的に自己や社会の課題を発見
し，解決に向けて必要な知識及び技能を身に
付ける．

社会的現実に照らし，よりよい社会の実現に貢献で
きるように，自己と社会との関わりから課題を見い
だし，情報を集め，整理・分析して，多面的・多角
的に考察する力や，考察したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う．

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むこ
とによって，人間としての在り方生き方に対す
る自覚を深め，自己の生き方を充実させようと
する態度と，互いのよさを生かしながら、社会
の一員であることを自覚し，よりよい社会を実
現しようとする態度を養う．

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まと
め・表現することができるようにする．

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実
現しようとする態度を養う．

日本文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（ AB組：田鹿、須賀、宮之原 ）

国語
自己や社会への理解，地域との横断的な活動を通して自ら学び，自ら考え主体的に判断し，よりよく
問題を解決する資質・能力を育成する．

【 知　識　及　び　技　能 】
探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意
義や価値を理解するようにする．

国語 日本文化
国語 日本文化 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1定期考査

12

随想〈芸術〉
【知識及び技能】
・随想における文体の特徴や表現
の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の伝統文化を論じた文章に
触れ、抽象的な内容がどのように
説明されているか理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・随想における文体の特徴や修辞などの表
現の技法について、体系的に理解を深め使
用している。（(1)エ）
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性に
ついて考察している。（B(1)エ）
・「読むこと」において、設定した題材に
関連する複数の作品などを基に、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
（B(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・二つの文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って、それぞれの文体・表現の特徴を理
解しようとしている。

〇 〇 ○ ○ ○ 8

現代の小説㈡
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につ
いて理解を深める。
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に関連のある事項について
調べ、その成果を文章にまとめた
り発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品が成立した背景
や他の作品との関係を踏まえて解
釈を深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の
量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)
イ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこ
とや感じてもらいたいことが伝わるように
書かれているかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言などを踏ま
えて、自分の文章の特長や課題を捉え直し
たりしている。（A(1)エ）
・「読むこと」において、語り手の視点や
場面の設定の仕方、表現の特色について評
価することを通して、内容を解釈してい
る。（B(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリ
ズムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上
の効果や作品世界、そこに込められた心情
などを理解しようとしている

○ ○

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞
などの表現の技法について、体系的に理解
を深め使用している。（(1)エ）
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性に
ついて考察している。（B(1)エ）
・「読むこと」において、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉えると
ともに、作品が成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めて
いる。（B(1)オ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリ
ズムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上
の効果や作品世界、そこに込められた心情
などを理解しようとしている

〇 〇 ○ ○ ○ 10

１

学

期

現代の小説㈠
【知識及び技能】
・登場人物の気持ちが変化する過
程を、登場人物の身の上に起こっ
た出来事を通して読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や
描写の仕方、表現の特色などを的
確に捉え、内容を解釈する方法を
学ぶとともに、解釈の多様性につ
いて考察する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の
量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)
イ）
・文学的な文章における文体の特徴や修辞
などの表現の技法について、体系的に理解
を深め使用している。（(1)エ）
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉えている。（B(1)ア）
・「読むこと」において、語り手の視点や
場面の設定の仕方、表現の特色について評
価することを通して、内容を解釈してい
る。（B(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の身に起こった出来事を読み取
り、その心情の変化を粘り強く読み取ろう
としている。

〇

思 態
配当
時数

話

・

聞

書 読
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

領域

知

〇 ○ ○ ○ 10

現代の詩
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩の構成や比喩に注目して読
み、自分と他者との関係性につい
て、作者の捉え方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品が成立した背景
や他の作品との関係を踏まえて解
釈を深める姿勢を養う。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けているとともに、我が国の言
語文化に対する理解を深める。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、
深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、創造的に考える力を養い、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深める。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値へ
の認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで
自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もつ。

高等学校　標準文学国語(第一学習社)

国語 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資質・能
力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

（A組：須賀　）

国語 文学国語
国語 文学国語 4



定期考査 〇 〇 1

２

学

期

近代の小説⑴
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につ
いて理解を深める。
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語の展開と出来事を整理しな
がら、登場人物それぞれの心情を
つかむ。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。
（(2)イ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこ
とや感じてもらいたいことが伝わるように
書かれているかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言などを踏ま
えて、自分の文章の特長や課題を捉え直し
たりしている。（A(1)エ）
・「読むこと」において、語り手の視点や
場面の設定の仕方、表現の特色について評
価することを通して、内容を解釈してい
る。（B(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登
場人物の心情とその変化について理解を深
めようとしている。
・指定された場面を、本文とは異なる視点
から書き換える活動に積極的に取り組み、
解釈を深めようとしている。

○ ○ ○ 14

近代の小説㈡
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現の特徴が作品に及ぼす効果
を考え、人が虎になるという怪異
の意味を踏まえて作品の主題を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人４台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。
（(2)イ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が
得られるよう、文章の構成や展開を工夫し
ている。（A(1)イ）
・「読むこと」において、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉えると
ともに、作品が成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めて
いる。（B(1)オ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・場面の移り変わりや登場人物の発言か
ら、登場人物の考えの違いを粘り強く読み
取ろうとしている。

〇 〇 ○ ○ ○ 19

現代の小説㈢
【知識及び技能】
・短編小説の特色を理解し、文体
の特徴や表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や
描写の仕方、表現の特色などを的
確に捉え、内容を解釈する方法を
学ぶとともに、解釈の多様性につ
いて考察する姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人３台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞
などの表現の技法について、体系的に理解
を深め使用している。（(1)エ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を
書くために、選んだ題材に応じて情報を収
集、整理して、表現したいことを明確にし
ている。（A(1)ア）
・「読むこと」において、作品の内容や解
釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。（B(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・表現に着目しながら積極的に作品を読み
取り、理解を深めようとしている。

〇 〇

戦争と文学⑴
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・我が国の言語文化の特質につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や
描写の仕方、表現の特色などを的
確に捉え、内容を解釈する方法を
学ぶとともに、解釈の多様性につ
いて考察する姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人２台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の
量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)
イ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が
得られるよう、文章の構成や展開を工夫し
ている。（A(1)イ）
・「読むこと」において、設定した題材に
関連する複数の作品などを基に、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
（B(1)キ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・時系列に沿って登場人物間の関係や心情
を粘り強く読み取り、登場人物の言動の背
景を理解しようとしている。

〇 〇

○ 15

○ ○ ○ 13

〇 〇 ○ ○



1

合計

140

○ 8

定期考査
〇 〇

8

創作をする
【知識及び技能】
・文体や表現の技法に注意して、
人物の心情や情景を描写する方法
を学ぶ。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語が人間にとって持つ意味を
考え、表現に注意しながら物語を
創造する。
【学びに向かう力、人間性等】
・設定した題材に関連する複数の
作品を基に、自分のものの見方、
感じ方、考え方を深める姿勢を養
う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人８台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこ
とや感じてもらいたいことが伝わるように
書かれているかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言などを踏ま
えて、自分の文章の特長や課題を捉え直し
たりしている。（A(1)エ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の例を参考にして、学習課題に
沿って積極的に物語を創作しようとしてい
る。
・他の生徒が創作した物語を、評価の観点
に沿って適切に批評しようとしている。
・他の生徒からの批評を前向きに捉え、自
分が創作した物語の特長や課題を明らかに
しようとしている。

〇 〇 ○ ○

戦争と文学㈡
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・出来事の経緯や人物の発言をも
とに心理を読み取り、戦争の体験
をどのように意味づけるべきかを
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・設定した題材に関連する複数の
作品を基に、自分のものの見方、
感じ方、考え方を深める姿勢を養
う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人７台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。
（(2)イ）
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を
書くために、選んだ題材に応じて情報を収
集、整理して、表現したいことを明確にし
ている。（A(1)ア）
・「読むこと」において、作品の内容や解
釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。（B(1)カ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・小説の表現や描写の特徴とその効果につ
いて、積極的に理解を深めようとしてい
る。

〇 〇 ○ ○ ○

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人６台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の
量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)
イ）
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉えている。（B(1)ア）
・「読むこと」において、語り手の視点や
場面の設定の仕方、表現の特色について評
価することを通して、内容を解釈してい
る。（B(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・表現に注意しながら場面の展開を粘り強
く読み取り、「私」の心情変化を捉えよう
としている。

〇 〇 ○ ○ ○ 14

3
学
期

近代の詩
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
・我が国の言語文化の特質につい
て理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語詩に親しみ、多様な隠喩を
通して「描き出す、イメージの豊
かさを味わう
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人５台端末の活用し、単元の
内容について論述する。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が
国の言語文化の特質について理解を深めて
いる。（(2)ア）
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉えている。（B(1)ア）
・「読むこと」において、語り手の視点や
場面の設定の仕方、表現の特色について評
価することを通して、内容を解釈してい
る。（B(1)イ）
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリ
ズムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上
の効果や作品世界、そこに込められた心情
などを理解しようとしている。

〇 〇 ○ ○ ○ 6

現代の小説㈣
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につ
いて理解を深める。
・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・仕事に向き合う態度と友人への
思いがどのように変化するかを捉
え、主人公にとっての「卒業」の
意味を考える。
・作品中の表現に注意しながら、
「私」が幹生の目が見つめていた
ものに気づくまでの心情の変化を
把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉える方法を学
ぶとともに、作品の解釈を踏まえ
て、人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え方を
深める姿勢を養う。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：（　A組：竹内聖人　）

使用教科書： ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

5

5○ 〇

【思考・判断・表現】
○できるだけ多く考えた理由から取捨選択し
て説得力があるかどうかを吟味し、自分の意
見を明確に伝えている。
○自分の意見と対立する意見とともに理由が
明示されており、適切な五段落構成で筋道を
立てて説得力のある小論文を書き、推敲して
内容を正している。
【主体的に学習に取り組む態度】
○小論文の執筆に強い関心をもち、より説得
力のある小論文を書くために、対立する意見
の想定や五段落構成の工夫などを意欲的に学
び取ろうとしている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○ ○ ○

国語 論文演習
国語 論文演習 2

論文演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国語表現（大修館）、ステップアップ小論文（第一学習社）

国語

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにす
る。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自
覚や態度を養う。

１
学
期

 目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き
取ったり，話し合ったりして，自分の考えを
深め，発展させている。 相手や目的，意図
に応じた適切かつ効果的な表現による文章を
書き，自分の考えを深め，発展させている。
言葉の特徴やきまり，役割などについての理
解を深め，知識を身に付けている。

相手や目的，意図に応じた適切かつ効果的な
表現による文章を書き，自分の考えを深め，
発展させている。

国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，
国語を尊重してその向上を図ろうとしてい
る。

思 態
配当
時数

A 単元　小論文とは何か
【知識及び技能】
　小論文の特徴、構成や展開のし
かたなどについて理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、読み手の
同意が得られるよう、適切な根拠
を効果的に用いて論理の展開を考
えるなど、文章の構成や展開を工
夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
小論文と感想文の違いをふまえ、
小論文を書くことに関心をもち、
意欲的に取り組もうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識・技能】
　小論文とは何かを理解し、適切な構成や展
開のしかたなどの基本的な書き方を身につけ
ている。
【思考・判断・表現】
テーマに応じて理由や根拠を明確にし、筋道
を立てながら小論文を書き、推敲して内容を
確かめている。
【主体的に学習に取り組む態度】
小論文の執筆に強い関心をもち、よりよい小
論文を書くために、基本的な構成を意欲的に
学び取ろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B 単元　反論を想定して書く
【思考力、判断力、表現力等】
　・「書くこと」において、目的
や意図に応じて、説得力のある理
由を吟味して、伝えたいことを明
確にしている。
・「書くこと」において、読み手
の同意が得られるよう、適切な根
拠を効果的に用いるとともに、反
論などを想定して論理の展開を考
えるなど、文章の構成や展開を工
夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・反論を想定し、説得力を高めた
小論文を書くことに興味をもち、
意欲的に取り組もうとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



２
学
期

D単元　文章を読み取って書く
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において、目的や
意図に応じて、読み取った文章の
要旨から適切な題材を決め、情報
の組み合わせなどを工夫して、伝
えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において、読み手
の共感が得られるよう、適切な具
体例を効果的に配置するなど、文
章の構成や展開を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章から読み取ったことをふま
えて小論文を書くことに興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

【思考・判断・表現】
○課題文の内容を正確に把握し、その要旨を
きちんとまとめて、伝えたいことを明確に書
いている。
○適切な構成メモに沿って、具体例を効果的
に配置し、文章の構成や展開を工夫して書い
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
○課題文を正確に読み取って内容を要約し、
それに対する自分の意見を効果的に論じるこ
とに関心をもって熱心に取り組もうとしてい
る。

〇

10

〇 〇 10

E単元　統計資料を読み取って書く
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において、目的や
意図に応じて、読み取った統計資
料から適切な題材を決め、情報の
組み合わせなどを工夫して、伝え
たいことを明確にしている。
・「書くこと」において、自分の
考えを明確にし、根拠となる情報
をもとに的確に説明するなど、表
現のしかたを工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・統計資料から読み取れることを
もとに小論文を書く活動に興味を
もち、意欲的に取り組もうとして
いる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【思考・判断・表現】
○統計資料の内容を正確に読み取り、その分
析をきちんとまとめて、伝えたいことを明確
に書いている。
○統計資料から適切な根拠となる情報を取り
出して的確に説明し、構成や表現のしかたを
工夫して書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
○統計資料を正確に読み取って分析し、視点
を整理して自分の意見を効果的に論じること
に関心をもって熱心に取り組もうとしてい
る。 〇 〇 〇

〇

15

C単元　効果的な自己ＰＲ
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や場に応じて、自分に関
わる事柄の中から話題を決め、他
者と話し合いながら情報を収集、
整理して、伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」におい
て、自分の思いや考えが伝わるよ
う、具体例を効果的に配置するな
ど、話の構成や展開を工夫してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な自己ＰＲをすることに
興味をもち、意欲的に取り組もう
としている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【思考・判断・表現】

○効果的な自己ＰＲをする目的に応じて、自

分に関わる事柄の中から適切な話題を判断し

て情報を収集、整理し、原稿を書きながら発

表に向けた思考を深めている。

○発表内容が効果的に伝わるように、自己Ｐ

Ｒの冒頭や厳選した具体例を効果的に配置し

て話の構成や端的な表現を工夫し、適切な声

の大きさや抑揚、速さで発表している。

【主体的に学習に取り組む態度】

○進学や就職の面接に生かすという目的を

しっかりと意識しながら、印象に残る自己Ｐ

Ｒができるように意欲的に取り組もうとして

○ ○ ○
１
学
期



70

【思考・判断・表現】
○指示された発想法を適切に用い、豊かな発
想によるメモやグループ表を作っている。
○発想メモやグループ表を有効に用い、広げ
た発想を構成に活用して筋道を立て、逆転の
発想で思いついたことは対立意見として用い
て書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
○さまざまな発想法と、発想法による小論文
の執筆に強い関心をもって熱心に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 15

10
３
学
期

G単元　建設的な議論の進め方
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、論点を明確にして自分の考え
と比較しながら聞き、聞き取った
情報を吟味して自分の考えを広げ
たり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し合いの目的に応じて議論
をし、話し合いのしかたや結論の
出し方について工夫したり、批評
したりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・話し合いをよりよく進めること
に興味をもち、意欲的に取り組も
うとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

２
学
期

F単元　発想を広げて書く
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において、目的や
意図に応じて発想を広げるための
方法を理解し、情報の組み合わせ
などを工夫して、伝えたいことを
明確にしている。
・「書くこと」において、読み手
の同意が得られるよう、発想を広
げたことをふまえて、適切な根拠
を効果的に用いるとともに、反論
などを想定して論理の展開を考え
るなど、文章の構成や展開を工夫
している。
【学びに向かう力、人間性等】
・与えられたテーマから発想を広
げて小論文を書く活動に興味をも
ち、意欲的に取り組もうとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

【思考・判断・表現】
○話し合いのステップを正しく判断しながら
積極的に参加し、聞き取った情報を適切に吟
味して自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
○多様な角度から意見を出し合ってメリッ
ト・デメリットを吟味し、話し合いの目的に
応じた結論の出し方について工夫したり積極
的に批評したりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
○話し合いの目的を正しく理解して意欲的に
議論に参加し、積極的に意見を述べたり、他
者の意見を尊重しながら結論を導こうとして
いる。

〇 〇 〇

〇

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1
定期考査

1

3　メディアの変容
【知識及び技能】
・筆者の現状認識と問題意識を正
確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・メディアの現状と課題、マスメ
ディアの役割について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・実際の社会状況を意識しつつ、
粘り強く筆者の主張をとらえよう
とする。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。[⑴イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や
資料をもとに、書き手の立場や目的を考え
ながら、内容の解釈を深めている。[Ｂ⑴
オ]
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。[Ｂ⑴
カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、実際の社会状況を意
識しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとしている。

〇 〇 ○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根
拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文
章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容
を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。[Ｂ
(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、対比や具体例に注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよう
としている。

〇 〇 ○ ○ ○ 6

１
学
期

１　自己と他者
【知識及び技能】
・筆者の発想のしかたや論の展開
の特徴を読み取る。
【思考力・判断力・表現力等】
・「贈り物」についての筆者の主
張をふまえて、自己と他者につい
て考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一般的な解釈と、筆者の解釈の
違いを意識しつつ、粘り強く筆者
の主張をとらえようとする。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、内容や構成、論理の展開などを的
確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を
把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。［Ｂ
(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、一般的な解釈と、筆
者の解釈の違いを意識しつつ、粘り強く筆
者の主張をとらえようとしている。

〇

思 態
配当
時数

話
・
聞

書 読
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

領域

知

〇 ○ ○ ○ 9

2　コミュニケーションの手段
【知識及び技能】
・対比的な概念を的確にとらえ、
筆者の主張をつかむ。
【思考力・判断力・表現力等】
・コミュニケーションの手段とそ
の特徴について考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・対比や具体例に注目しつつ、粘
り強く筆者の主張をとらえようと
する。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚や態度を
養う。

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする態度を養う。

論理国語（大修館書店）

国語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資質・能力を

育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

（A発展組：竹内　）（A標準組：須賀　）（B発展組：竹内　）（B標準組：須賀　）

国語 論理国語
国語 論理国語 2



〇 〇 1

○ ○ ○

２
学
期

4　言語の探究
【知識及び技能】
・根拠に注目しながら、筆者の主
張を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本語の特徴について考え、言
葉に対する理解を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の根拠に注目しつつ、粘
り強く筆者の主張をとらえようと
する。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根
拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文
章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容
を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。[Ｂ
(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の根拠に注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよう
としている。

5　政治と社会
【知識及び技能】
・筆者が指摘する問題点や代替案
を読み取り、主張を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・意思決定のしくみに興味をも
ち、社会制度のあり方を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の問題意識を把握しつつ、
粘り強く筆者の主張をとらえよう
とする。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、内容や構成、論理の展開などを的
確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を
把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。［Ｂ
(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、筆者の問題意識を把
握しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえよ
うとしている。

〇

10

定期考査

〇 〇 1

6　存在への問い
【知識及び技能】
・具体的な説明と抽象論との関係
をとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者の身体観を的確に読み取
り、身体や自己意識に対する認識
を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・従来の物事のとらえ方や考え方
を改めて見つめ直すことに興味・
関心をもつ。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・使用されている語句の定義を確認しつつ
理解を深めている。［（1）イ］
・文や文章の接続の仕方や構成をとらえ、
論の形式について理解を深めている。
［（1）ウ、エ］
・情報どうしの関係づけのしかたについて
理解している。［（2）イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容・構成を的
確にとらえ、筆者の意図と考えられること
との関係をとらえている。［B（１）イ、
エ］
・「読むこと」において、筆者の思考をふ
まえて、既有の知識や経験を基に自分の考
えを深められている。［B（１）カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・従来の物事のとらえ方や考え方を改めて
見つめ直すことに興味・関心をもとうとし
ている。

〇 〇

定期考査

〇

○ 8

○ ○ ○ 10

〇 〇 ○ ○



70

〇 〇 1

合計

〇 ○ ○ ○ 8

8

8　歴史と時間
【知識及び技能】
・筆者の思索の流れや論の展開の
しかたをとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・「美」「歴史」「解釈」などに
ついて、自分の考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の思索の流れに注目しつ
つ、積極的に自分の考えを深めよ
うとする。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や
資料をもとに、書き手の立場や目的を考え
ながら、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)
オ］
・「読むこと」において、人間、社会、自
然などについて、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めている。［Ｂ
(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、筆者の思索の流れに
注目しつつ、積極的に自分の考えを深めよ
うとしている。

〇

〇 ○ ○ ○

３
学
期

7　環境へのまなざし
【知識及び技能】
・具体例との関係に注意しながら
筆者の主張をとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物多様性と文化や社会との関
係について考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体例と論の関係に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえ
ようとする。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句の量を増し、文章
の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、内容や構成、論理の展開などを的
確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を
把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、設定した題材に
関連する複数の文章や資料をもとに、必要
な情報を関係づけて自分の考えを広げたり
深めたりしている。［Ｂ(1)キ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、具体例と論の関係に
注目しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえ
ようとしている。

〇

定期考査



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和６年度　　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ組、Ｂ組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科の目標：

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

２章　統計的な推測
【知識・技能】
・連続分布について理解し，その確
率を求めることができるようにす
る。
・正規分布に従うときの確率を求め
ることができるようにする。
・二項分布を正規分布で近似して確
率を求めることができるようにす
る。
・母集団分布を活用して母平均や母
分散，母標準偏差を求めたり，標本
平均の平均や分散，確率を求めたり
することができるようにする。
【思考・判断・表現】
・一般の正規分布を標準化刷ること
で、標準正規分布に従うことを説明
することができるようにする。
・母平均や母比率に関する仮説検定
を行い，母集団の関する予想につい
て判断することができるようにす
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・信頼度９５％の信頼区間と比較し
て，信頼度９９％の信頼区間につい
て考えようとする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりする
態度を養う。

指導事項
３節　①正規分布
４節　①母平均の推定
　　　②仮説検定

２章　統計的な数推測
【知識・技能】
・連続分布について理解し，その確率を求める
ことができる。
・正規分布に従うときの確率を求めることがで
きる。
・二項分布を正規分布で近似して確率を求める
ことができる。
・母集団分布を活用して母平均や母分散，母標
準偏差を求めたり，標本平均の平均や分散，確
率を求めたりすることができる。
【思考・判断・表現】
・一般の正規分布を標準化刷ることで、標準正
規分布に従うことを説明することができる。
・母平均や母比率に関する仮説検定を行い，母
集団の関する予想について判断することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・信頼度９５％の信頼区間と比較して，信頼度
９９％の信頼区間について考えようとしてい
る。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

２章　統計的な推測
【知識・技能】
・標本調査に関する意義を認識し，
基本的な性質や抽出方法，用語など
について理解させる。
・確率変数や確率分布の意味を理解
し，確率分布を求めることができる
ようにする。
・確率変数の和の平均や，独立な確
率変数の積の平均，和の分散を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
・Ｘの１次式で表される確率変数に
ついて，分散や標準偏差がどのよう
に表されるかを考察することができ
るようにする。
・二項分布の次数や確率の値をいろ
いろ変えることで，確率変数の平均
や分散はどのように変化するかを説
明することができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・独立である確率変数Ｘ，Ｙの積Ｘ
Ｙの平均と，Ｘ，Ｙの平均にどのよ
うな関係があるのかを考えようとす
る態度を養う。
・事象を統計の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれら
を活用しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
する態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

指導事項
１節　①母集団と標本
２節　①確率分布
　　　②確率変数の平均と分散の
性質
　　　③確率変数の和と積
　　　④二項分布

２章　統計的な数推測
【知識・技能】
・標本調査に関する意義を認識し，基本的な性
質や抽出方法，用語などについて理解してい
る。
・確率変数や確率分布の意味を理解し，確率分
布を求めることができる。
・確率変数の和の平均や，独立な確率変数の積
の平均，和の分散を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・Ｘの１次式で表される確率変数について，分
散や標準偏差がどのように表されるかを考察す
ることができる。
・二項分布の次数や確率の値をいろいろ変える
ことで，確率変数の平均や分散はどのように変
化するかを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・独立である確率変数Ｘ，Ｙの積ＸＹの平均
と，Ｘ，Ｙの平均にどのような関係があるのか
を考えようとしている。
・事象を統計の考えを用いて考察するよさを認
識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査

10

・数列，統計的な推測についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解している。

・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりすることができる。

・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的
に表現したり考察したりすることができる。

・確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の
傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果
を批判的に考察したりすることがきる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとし
たり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ｂ　Standard　　東京書籍

数学Ｂ　WRITE

【知識、技能等】 基本的な概念・原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を身に着けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】 事象を数学的に考察し表現する能力を高め、創造性の基礎を養う。

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

Ａ組：大井健一郎、Ｂ組：西山大介

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し、それらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

数学Ｂ



定期考査
○ ○ 1



２
学
期

１章　数列
【知識・技能】
・一般項から数列の各項を求めた
り，数列の各項から一般項を求め
たりすることがきるようにする。
・等差数列についての基本的な用
語を理解し，数列の各項から一般
項を求めたり，初項や公差を用い
て第ｎ項までの和を求めたりする
ことができるようにする。
・等比数列についての基本的な用
語を理解し，数列の各項から一般
項を求めたり，初項や公比を用い
て第ｎ項までの和を求めたりする
ことができるようにする。
【思考・判断・表現】
・等差数列の初項から第ｎ項まで
の和の求め方について具体的に考
察することができるようにする。
・等比数列の初項から第ｎ項まで
の和の求め方について具体的に考
察することができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一定の数を次々に加えて得られ
るという規則をもとにして，等差
数列の一般項について考えようと
する態度を養う。
・一定の数を次々に掛けて得られ
るという規則をもとにして，等比
数列の一般項について考えようと
する態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度を養う。

指導事項
１節　①数列
　　　②等差数列
　　　③等差数列の和
　　　④等比数列
　　　⑤等比数列の和

１章　数列
【知識・技能】
・一般項から数列の各項を求めたり，数列
の各項から一般項を求めたりすることがき
る。
・等差数列についての基本的な用語を理解
し，数列の各項から一般項を求めたり，初
項や公差を用いて第ｎ項までの和を求めた
りすることができる。
・等比数列についての基本的な用語を理解
し，数列の各項から一般項を求めたり，初
項や公比を用いて第ｎ項までの和を求めた
りすることができる。
【思考・判断・表現】
・等差数列の初項から第ｎ項までの和の求
め方について具体的に考察することができ
る。
・等比数列の初項から第ｎ項までの和の求
め方について具体的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・一定の数を次々に加えて得られるという
規則をもとにして，等差数列の一般項につ
いて考えようとしている。
・一定の数を次々に掛けて得られるという
規則をもとにして，等比数列の一般項につ
いて考えようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 18

定期考査
○ ○ 1



〇 〇 1

○ ○ 1

合計

70

○ 10

定期考査

2
学
期

１章　数列
【知識・技能】
・∑の公式を利用して，与えられた
和を求めることができるようにす
る。
・階差数列についての基本的な性質
を利用して，数列の一般項を求める
ことができるようにする。
・漸化式の基本的な性質を理解し，
漸化式から具体的な項の値を求める
ことができるようにする。
【思考・判断・表現】
・∑を用いて表された数列の和を記
号を用いずに表現したり，数列の和
を∑を用いて表したりすることがで
きるようにする。
・与えられた漸化式を，どのように
変形すればよいのかを考察すること
ができるようにする。
・数学的帰納法を用いて，整数の性
質や等式，不等式を証明することが
できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれら
を活用しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
する態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりする
態度を養う。

指導事項
２節　①数列の和と記号∑
　　　②いろいろな数列
３節　①漸化式
　　　②数学的帰納法

１章　数列
【知識・技能】
・∑の公式を利用して，与えられた和を求
めることができる。
・階差数列についての基本的な性質を利用
して，数列の一般項を求めることができ
る。
・漸化式の基本的な性質を理解し，漸化式
から具体的な項の値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
・∑を用いて表された数列の和を記号を用
いずに表現したり，数列の和を∑を用いて
表したりすることができる。
・与えられた漸化式を，どのように変形す
ればよいのかを考察することができる。
・数学的帰納法を用いて，整数の性質や等
式，不等式を証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○

３
学
期

総合演習 ・統計的な推測、数列の基本事項
の確認
・統計的な推測、数列のより発展
的な問題の演習

・統計的な推測、数列について基本の概念
を理解し、定理等を活用できる。
・発展問題に取り組む中で、解決の過程を
振り返って考察を深めたり、評価・改善し
たりしようとしている。

○ ○

○ 17

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ LANDMARK Fit English Communication Ⅲ（啓林館）、同ワークブック、TAGAKI Advanced 1（mpi） ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

27

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ ○ 1

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○

定期考査

英語コミュニケーションⅢ

A 単元
第１章（Lesson1-Lesson2)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
すべての領域について一定の支援
を活用して行う。
(1) 聞くこと
必要な情報を聞き取り，話し手の
意図，概要や要点などを把握す
る。
(2) 読むこと
必要な情報を読み取り，文章の展
開，概要や要点などを把握する。
(3) 話すこと［やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けること。
(4) 話すこと［発表・やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝えたり，伝え合ったり
する。
(5) 書くこと
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く書いて伝える。

＜レッスンのテーマ＞
L1 イギリスの小さな町を有名に
した町おこし
L2 輸血技術の向上に貢献した黒
人医師

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇１
学
期

（発展：横戸） （標準：大橋） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅢ

外国語 英語コミュニケーションⅢ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割な
どを理解している。

場所・目的・状況などに応じて，日常的・社
会的な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとしている。

外国語

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態
度を養う。



27

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○

C 単元
第３章（Lesson5-Lesson6))
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
すべての領域について一定の支援
を活用して行う。
(1) 聞くこと
必要な情報を聞き取り，話し手の
意図，概要や要点などを把握す
る。
(2) 読むこと
必要な情報を読み取り，文章の展
開，概要や要点などを把握する。
(3) 話すこと［やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けること。
(4) 話すこと［発表・やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝えたり，伝え合ったり
する。
(5) 書くこと
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く書いて伝える。

＜レッスンのテーマ＞
L5 イタリアのベニスと広島の厳
島神社の高波対策
L6 病気で両脚を失った女性の新
しい生き方

・教材
教科書

〇 〇 〇

○ 1

27

B 単元
第２章（Lesson3-Lesson4)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
すべての領域について一定の支援
を活用して行う。
(1) 聞くこと
必要な情報を聞き取り，話し手の
意図，概要や要点などを把握す
る。
(2) 読むこと
必要な情報を読み取り，文章の展
開，概要や要点などを把握する。
(3) 話すこと［やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けること。
(4) 話すこと［発表・やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝えたり，伝え合ったり
する。
(5) 書くこと
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く書いて伝える。

＜レッスンのテーマ＞
L3 自然界のものをヒントに開発
された発明品
L4 避けられるべき差別的な言葉

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

１
学
期

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○〇

２
学
期



140

○ ○ 27

定期考査

３
学
期

E 単元
第５章（Lesson9, Lesson10)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
すべての領域について一定の支援
を活用して行う。
(1) 聞くこと
必要な情報を聞き取り，話し手の
意図，概要や要点などを把握す
る。
(2) 読むこと
必要な情報を読み取り，文章の展
開，概要や要点などを把握する。
(3) 話すこと［やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けること。
(4) 話すこと［発表・やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝えたり，伝え合ったり
する。
(5) 書くこと
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く書いて伝える。

＜レッスンのテーマ＞
L9 世界的に進む言語の消滅とそ
れが意味するもの
L10 世界一貧しい大統領ホセ・ム
ヒカの考え方

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ 1

○ ○ ○ 27

1○ ○

D 単元
第４章（Lesson7-Lesson8)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
すべての領域について一定の支援
を活用して行う。
(1) 聞くこと
必要な情報を聞き取り，話し手の
意図，概要や要点などを把握す
る。
(2) 読むこと
必要な情報を読み取り，文章の展
開，概要や要点などを把握する。
(3) 話すこと［やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを詳しく話して伝え合う
やり取りを続けること。
(4) 話すこと［発表・やり取り］
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く話して伝えたり，伝え合ったり
する。
(5) 書くこと
多様な語句や文を用いて，情報や
考えなどを論理性に注意して詳し
く書いて伝える。

＜レッスンのテーマ＞
L7 第１次世界大戦中に実現した
クリスマス休戦
L8 世界的な水不足に対して日本
ができること

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の
4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○

定期考査

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

（ ）

（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

30

定期考査
○ ○ 1

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ 25

定期考査
1１

学
期

A 単元
第１章
【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、外国語の4技能について，
実際のコミュニケーションにおい
て活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、場所・目的・状況などに応
じて，日常的・社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合っ
たりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、他者を尊重し，聞き手・読
み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見
や考えなどを話したり書いたりし
て表現しようとしている。

・教材別の指導事項
1) CNN Workbook
　・Emotional Reunions
　・Scan and Save
　・Dangerous Trends
　・One More Giant Leap
2) 共通テストリーディング
　・メモや告知の読み取り
3) 共通テストリスニング
　・短い発話の聞き取り
　・指示・説明の聞き取り

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日常
的・社会的な話題について，情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話し
手・書き手に配慮しながら，外国語で聞
いたり，読んだりしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話したり書いたり
して表現しようとしている。

B 単元
第２章
【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、外国語の4技能について，
実際のコミュニケーションにおい
て活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、場所・目的・状況などに応
じて，日常的・社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合っ
たりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、他者を尊重し，聞き手・読
み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見
や考えなどを話したり書いたりし
て表現しようとしている。

・教材別の指導事項
1) CNN Workbook
　・Deadly Habit
　・Definition Debate
　・Breaking Another Barrier
　・Not Quite Silent
2) 共通テストリーディング
　・身近な資料の読み取り
3) 共通テストリスニング
　・短い発話の聞き取り（イラス
ト）
　・議論の聞き取り

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日常
的・社会的な話題について，情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話し
手・書き手に配慮しながら，外国語で聞
いたり，読んだりしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話したり書いたり
して表現しようとしている。

外国語の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割な
どを理解している。

場所・目的・状況などに応じて，日常的・社
会的な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。

英語発展演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

LANDMARK Fit English Communication III (啓林館)

CNN Workbook Extended Course 2023 (朝日出版社)

【新課程対応】共通テストドリル英語リーディング 10 minutes ［改訂第３版］(Z-KAI)

【新課程対応】共通テストドリル英語リスニング 10 minutes ［改訂第３版］(Z-KAI)

外国語

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。

（小野）

外国語 英語発展演習

外国語 英語発展演習 4



140

○ 1

20

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日常
的・社会的な話題について，情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話し
手・書き手に配慮しながら，外国語で聞
いたり，読んだりしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話したり書いたり
して表現しようとしている。

○ ○ ○３
学
期

E 単元
第５章
【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、外国語の4技能について，
実際のコミュニケーションにおい
て活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、場所・目的・状況などに応
じて，日常的・社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合っ
たりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、他者を尊重し，聞き手・読
み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見
や考えなどを話したり書いたりし
て表現しようとしている。

・教材別の指導事項
1) CNN Workbook
　・Action or Extinction
　・A Bold New Plan
　・Exposed Again
　・Making an Impact
2) 共通テストリーディング
　・伝記や物語文の読み取り
3) 共通テストリスニング
　・講義の聞き取り

〇 〇 〇

○

２
学
期

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日常
的・社会的な話題について，情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話し
手・書き手に配慮しながら，外国語で聞
いたり，読んだりしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話したり書いたり
して表現しようとしている。

○ ○ ○ 30

D 単元
第４章
【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、外国語の4技能について，
実際のコミュニケーションにおい
て活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、場所・目的・状況などに応
じて，日常的・社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合っ
たりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、他者を尊重し，聞き手・読
み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見
や考えなどを話したり書いたりし
て表現しようとしている。

・教材別の指導事項
1) CNN Workbook
　・Not His after All
　・A Shocking Statistic
　・A Noble Gesture
　・Handy Helpers
2) 共通テストリーディング
　・日常の出来事の読み取り
　・レポートや資料の読み取り
3) 共通テストリスニング
　・短い対話の聞き取り
　・複数の説明の聞き取り

〇

○ 1
定期考査

○ 30

定期考査

〇 〇 〇

【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項について、
外国語の4技能について，実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる知識・
技能を身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
場所・目的・状況などに応じて，日常
的・社会的な話題について，情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切に
伝え合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項について、
他者を尊重し，聞き手・読み手・話し
手・書き手に配慮しながら，外国語で聞
いたり，読んだりしたことを活用して自
分の意見や考えなどを話したり書いたり
して表現しようとしている。

○ ○

C 単元
第３章
【知識及び技能】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、外国語の4技能について，
実際のコミュニケーションにおい
て活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、場所・目的・状況などに応
じて，日常的・社会的な話題につ
いて，情報や考えなどを外国語で
的確に理解したり適切に伝え合っ
たりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
教材別・テーマ別の指導事項につ
いて、他者を尊重し，聞き手・読
み手・話し手・書き手に配慮しな
がら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見
や考えなどを話したり書いたりし
て表現しようとしている。

・教材別の指導事項
1) CNN Workbook
　・Surprising Jedgement
　・Art amid War
　・Marks of the Past
　・Time to Stop
2) 共通テストリーディング
　・意見文の読み取り
3) 共通テストリスニング
　・短い対話の聞き取り（イラス
ト）
　・対話の聞き取り

〇 〇

○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

【知識・技能】
英語の決まりに関する事項として、音
声、句読法、語・連語及び慣用表現、句
読法、文構造及び文法事項を知り、適切
に使用できる。

【思考・判断・表現】
①聞いたり読んだりした情報の中から、
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に捉えたり、自分自身の考
えをまとめたりすることができる。
②話したり書いたりして情報や自分自身
の考えなどを適切に表現する」ことがで
きるか。
③情報や自分自身の考えなどを伝え合
い、互いの理解を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に着けたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行おうと
している。
②①の粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

○ ○ ○

定期考査

A 単元

第９章　代名詞
第10章　関係詞

各単元について、以下を目標とす
る。
【知識及び技能】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると
共にコミュニケーションを行う場
面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快
な文章を書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、知識及び技
能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを
行う。

・指導事項
代名詞

関係詞

・教材
教科書、補助教材（Next Stage
Best Trainer,NextStage英文法語
法）

○

○

〇

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態
度を養う。

英語文法演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

読むこと、書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると共にコミュ
ニケーションを行う場面、状況などに応じて
活用できる技能を身に付けている。

読むこと、書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快な文章を書
いたりして伝えている。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりすることに向け
た粘り強い取り組みを行う。

１
学
期

10

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ 1

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

（　横戸　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

外国語 英語文法演習
外国語 英語文法演習 2

Next Stage英文法・語法問題4th Edition（桐原書店）

Next Stage Best Trainer（桐原書店）

外国語



B 単元

第11章　接続詞
第12章　前置詞
第13章　主語と動詞の一致

各単元について、以下を目標とす
る。
【知識及び技能】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると
共にコミュニケーションを行う場
面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快
な文章を書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、知識及び技
能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを
行う。

・指導事項
接続詞

前置詞

主語と動詞の一致

・教材
教科書、補助教材（Next Stage
Best Trainer,NextStage英文法語
法）

〇 〇

○ ○
定期考査

〇 10

1

１
学
期

【知識・技能】
英語の決まりに関する事項として、音
声、句読法、語・連語及び慣用表現、句
読法、文構造及び文法事項を知り、適切
に使用できる。

【思考・判断・表現】
①聞いたり読んだりした情報の中から、
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に捉えたり、自分自身の考
えをまとめたりすることができる。
②話したり書いたりして情報や自分自身
の考えなどを適切に表現する」ことがで
きるか。
③情報や自分自身の考えなどを伝え合
い、互いの理解を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に着けたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行おうと
している。
②①の粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

○ ○ ○



定期考査

２
学
期

○ ○

1○ ○

16

D 単元

第18章　形容詞・副詞の語法
第19章　名詞の語法

各単元について、以下を目標とす
る。
【知識及び技能】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると
共にコミュニケーションを行う場
面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快
な文章を書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、知識及び技
能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを
行う。

・指導事項
形容詞・副詞の語法
名詞の語法

・教材
教科書、補助教材（Next Stage
Best Trainer,NextStage英文法語
法）

〇 〇 〇

【知識・技能】
英語の決まりに関する事項として、音
声、句読法、語・連語及び慣用表現、句
読法、文構造及び文法事項を知り、適切
に使用できる。

【思考・判断・表現】
①聞いたり読んだりした情報の中から、
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に捉えたり、自分自身の考
えをまとめたりすることができる。
②話したり書いたりして情報や自分自身
の考えなどを適切に表現する」ことがで
きるか。
③情報や自分自身の考えなどを伝え合
い、互いの理解を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に着けたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行おうと
している。
②①の粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

○

16〇 〇

【知識・技能】
英語の決まりに関する事項として、音
声、句読法、語・連語及び慣用表現、句
読法、文構造及び文法事項を知り、適切
に使用できる。

【思考・判断・表現】
①聞いたり読んだりした情報の中から、
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に捉えたり、自分自身の考
えをまとめたりすることができる。
②話したり書いたりして情報や自分自身
の考えなどを適切に表現する」ことがで
きるか。
③情報や自分自身の考えなどを伝え合
い、互いの理解を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に着けたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行おうと
している。
②①の粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

○ ○ ○

C 単元

第17章　動詞の語法

各単元について、以下を目標とす
る。
【知識及び技能】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると
共にコミュニケーションを行う場
面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快
な文章を書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、知識及び技
能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを
行う。

・指導事項
動詞の語法

・教材
教科書、補助教材（Next Stage
Best Trainer,NextStage英文法語
法）

〇



70

○ ○

○ ○ ○３
学
期

E 単元

第20章　イディオム

各単元について、以下を目標とす
る。
【知識及び技能】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
英語の特徴やきまりを理解すると
共にコミュニケーションを行う場
面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、読むこと、
書くことの二つの領域について、
論理性に注意して読んだり、明快
な文章を書いたりして伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、知識及び技
能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に着けたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを
行う。

・指導事項
イディオム

・教材
教科書、補助教材（Next Stage
Best Trainer,NextStage英文法語
法）

〇 〇 〇

【知識・技能】
英語の決まりに関する事項として、音
声、句読法、語・連語及び慣用表現、句
読法、文構造及び文法事項を知り、適切
に使用できる。

【思考・判断・表現】
①聞いたり読んだりした情報の中から、
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に捉えたり、自分自身の考
えをまとめたりすることができる。
②話したり書いたりして情報や自分自身
の考えなどを適切に表現する」ことがで
きるか。
③情報や自分自身の考えなどを伝え合
い、互いの理解を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に着けたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行おうと
している。
②①の粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

1

13

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の4
技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○

定期考査

A 単元
第１章（Inntrodcution,
Quest1,Quest2,Quest3)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
1) 日常的な話題について、必要
に応じて、話される速さが調整さ
れたり、別の語句や文での言い換
えを聞いたりしながら、対話やス
ピーチなどから必要な情報を聞き
取り、話の展開や話し手の意図を
把握する活動、また、聞き取った
内容を基に考えをまとめ、話した
り書いたりして伝えあう活動
＜不定詞の形容詞的用法・副詞的
用法、動名詞＞

2)　日常的な話題について、必要
に応じて、別の語句や文での言い
換えや、書かれている文章の背景
に関する説明などを聞いたり読ん
だりしながら、新聞記事や広告な
どから必要な情報を読み取り、文
章の展開や書き手の意図を把握す
る活動。また、読み取った内容を
基に考えをまとめ、話したり書い
たりして伝えあう活動。
 
＜現在完了形（完了）、助動詞を
含む受動態、間接疑問文、現在完
了進行形＞

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

○

〇

実用英語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に付
けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割など
を理解している。

場所・目的・状況などに応じて，日常的・社
会的な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとしている。

１
学
期

10

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ 1

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度
を養う。

（発展：大橋） （標準：小安永） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

外国語 実用英語
外国語 実用英語 2

LANDMARK English Communication Ⅲ （啓林館）

外国語

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに応
じて適切に活用できる技能を身につけるようにする。



定期考査

２
学
期

○ ○

1○ ○

16

C 単元
第３章（Quest9.10,13)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重

・指導事項
1)関心のある事柄や学校生活など
の日常的案話題について、必要に
応じて、使用する語句や文、文章
例が示されたり、準備のための一
定の時間が確保されたりする状況
で、情報や考え、気持ちなどを理
由や根拠とともに複数の段落を用
いて詳しく書いて伝える活動。ま
た、書いた内容を読み合い、質疑
応答をしたり、意見や感想を伝え
合ったりする活動。
＜分詞構文、知覚動詞、付帯状況
のwith＞

2)関心のある事柄や学校生活など
の日常的案話題について、必要に
応じて、使用する語句や文、文章
例が示されたり、準備のための一
定の時間が確保されたりする状況
で、情報や考え、気持ちなどを理
由や根拠とともに複数の段落を用
いて詳しく書いて伝える活動。ま
た、書いた内容を読み合い、質疑
応答をしたり、意見や感想を伝え
合ったりする活動。
＜前置詞+関係代名詞、使役動
詞、完了形不定詞＞

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の4
技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○

16

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の4
技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○

C 単元
第３章（Quest9.10,13)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

B 単元
第２章（Quest5,Quest7)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
1)関心のある事柄や学校生活など
の日常的な話題について、必要に
応じて、使用する語句や文、やり
取りの具体的な進め方が示される
状況で、情報や考え、気持ちなど
を詳しく話して伝え合う活動。ま
た、やり取りした内容を整理して
発表したり、文章を書いたりする
活動。
＜分詞の形容詞的用法、形式目的
語、ＳＶＯto不定詞＞

2)順序を示しながら説明しよう／
原因（理由）・結果を示して説明
しよう

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

○ ○
定期考査

〇

・指導事項
1) 関心のある事柄や学校生活な
どの日常的案話題について、必要
に応じて、使用する語句や文、発
話例が示されたり、準備のための
一定の時間が確保されたりする状
況で、情報や考え、気持ちなどを
理由や根拠とともに詳しく話して
伝える活動。また、発表した内容
について、質疑応答をしたり、意
見や感想を伝え合ったりする活
動。
＜複合関係代名詞、ＳＶＯ現在分
詞、完了形の受動態、ＳＶＯ過去
分詞＞

2)２つのものを比べて説明しよう
／例を挙げながら説明しよう

・教材
教科書

〇 〇 〇

○ 1

10

1

１
学
期

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の4
技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

○ ○ ○



○ ○

○ ○ ○３
学
期

E 単元
第５章（Extra activities)
【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外
国語の4技能について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用で
きる知識・技能を身に付けてい
る。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日
常的・社会的な話題について，情
報や考えなどを外国語で的確に理
解したり適切に伝え合ったりして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他
者を尊重し，聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら，外
国語で聞いたり，読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

・指導事項
1)4技能5領域を総合的に向上する
活動
<強調構文、分詞構文完了形、部
分否定＞

2)4技能5領域を総合的に向上する
活動
＜仮定法過去完了、ifを使わない
仮定法過去、as if仮定法＞

・教材
教科書 〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
テーマ別の指導事項について、外国語の4
技能について，実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
テーマ別の指導事項について、場所・目
的・状況などに応じて，日常的・社会的
な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合った
りしている。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマ別の指導事項について、他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，外国語で聞いたり，読
んだりしたことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして表現し
ようとしている。

1

13

定期考査



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：

教科担当者：

使用教科書：

（新課程ニューアチーブ化学（東京書籍）, サイエンスビュー化学総合資料（実教出版））

教科の目標：

科目 の目標：

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

1編 物質の状態
2章 気体の性質
【知識・技能】
・圧力の単位と大気圧について理解することがで
きるようにする。
・ボイルの法則とシャルルの法則を理解することが
できるようにする。
・気体の状態方程式を理解することができるように
する。
・理想気体と実在気体の違いを理解することがで
きるようにする。

【思考・判断・表現】
気体の性質について, 観察, 実験などを通して探
究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を気体の性質の考えを用
いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを
活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

3章 溶液の性質
【知識・技能】
・質量パーセント濃度，モル濃度，質量モル濃度
について，その計算方法を理解することができるよ
うにする。
・蒸気圧について理解し，溶液の場合，蒸気圧降
下が起こることを説明することができるようにする。
・ファントホッフの法則から分子量を求める方法を
理解することができるようにする。
・コロイド粒子について，その性質を理解すること
ができるようにする。

【思考・判断・表現】
溶液の性質について, 観察, 実験などを通して探
究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を溶液の性質の考えを用
いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを
活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりする態度を養う。

4章
【知識・技能】
・単位格子と配位数について理解することができる
ようにする。
・金属結晶の構造について，それぞれの配列，配
位数，充填率について理解することができるように
する。
・イオン結晶の単位格子に含まれるイオンの数と
配位数について理解することができるようにする。
共有結合の結晶の例としてダイヤモンドの単位格
子と密度，充填率について理解することができるよ
うにする。

【思考・判断・表現】
固体の構造について, 観察, 実験などを通して探
究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を固体の構造の考えを用
いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを
活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

1編 物質の状態
1章 物質の状態
1節 物質の三態
2節 気体・液体間の状態変化

2章 気体の性質
1節 気体
2節 気体の状態方程式

3章 溶液の性質
1節 溶解
2節 希薄溶液の性質
3節 コロイド

4章 固体の構造
1節 結晶
2節 金属結晶の構造
3節 イオン結晶の構造
4節 分子結晶と共有結合の結晶

1編
2章
【知識及び技能】
・圧力の単位と大気圧について理解している。
・ボイルの法則とシャルルの法則を理解している。
・気体の状態方程式を理解している。
・理想気体と実在気体の違いを理解している。

【思考・判断・表現】
気体の性質について, 観察, 実験などを通して探究し, 気体の性
質における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を気体の性質の考えを用いて考察する
よさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考
え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

3章
【知識及び技能】
・質量パーセント濃度，モル濃度，質量モル濃度について，その
計算方法を理解している。
・蒸気圧について理解し，溶液の場合，蒸気圧降下が起こること
を説明できる。
・ファントホッフの法則から分子量を求める方法を理解している。
・コロイド粒子について，その性質を理解している。

【思考・判断・表現】
溶液の性質について, 観察, 実験などを通して探究し, 溶液の性
質における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を溶液の性質の考えを用いて考察する
よさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考
え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

4章
【知識及び技能】
・単位格子と配位数について理解している。
・金属結晶の構造について，それぞれの配列，配位数，充填率
について理解している。
・イオン結晶の単位格子に含まれるイオンの数と配位数につい
て理解している。
共有結合の結晶の例としてダイヤモンドの単位格子と密度，充
填率について理解している。

【思考・判断・表現】
固体の構造について, 観察, 実験などを通して探究し, 固体の構
造における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を固体の構造の考えを用いて考察する
よさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考
え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○ ○ 26

定期考査

化学が果たす役割について，理解するとと
もに，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。

化学が果たす役割について，観察，実験な
どを通して探究し，見いだして表現する技
能を身に付ける。

化学が果たす役割に関する事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようとする
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

佐藤　義幸

（化学 vol.1 理論編（東京書籍）, 化学 vol.2 物質編（東京書籍））

使用教材：

【知識及び技能】 化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察・実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 化学的な事物・現象を観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

理科 化学
理科 化学 4

第3学年　A組～B組

【学びに向かう力、人間性等】 日常生活や社会の化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学



○ 381
学
期

2編 化学反応とエネルギー

1章 化学反応と熱・光
【知識・技能】
・反応エンタルピーとその符号について表し方を
説明できるようにする。
・反応エンタルピーの種類を説明できるようにす
る。
・ヘスの法則を説明できるようにする。
・結合エンタルピーについて説明できるようにす
る。
・光が波であることを理解することができるようにす
る。
・化学発光について例を挙げて説明できるように
する。

【思考・判断・表現】
化学反応とエネルギーについて, 観察, 実験など

を通して探究し, 科学的に考察し, 表現したりする

力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応とエネルギー
の考えを用いて考察するよさを認識し, 問題解決

にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的
論拠に基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

2章 電池と電気分解
【知識・技能】
・電池の基本的な仕組みを理解し，ダニエル電池
の仕組みについて説明できるようにする。
・主な実用電池の構造について，電極の反応式を
もとに説明することができるようにする。
・電池と電気分解の違いについて説明し，電気分
解の酸化還元反応について説明できるようにす
る。
・ファラデーの電気分解の法則を電極の反応式を
使って説明できるようにする。

【思考・判断・表現】
電池と電気分解について, 観察, 実験などを通し

て探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を電池と電気分解の考え
を用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれ

らを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に
基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

3編 化学反応の速さと平衡

1章 化学反応の速さ
【知識・技能】
・反応物，生成物それぞれの反応の速さの表し方
を理解することができるようにする。
・反応速度を変える様々な条件を理解することが
できるようにする。
・反応速度式が実験によって求められることを理解
することができるようにする。
・活性化エネルギーと化学反応の経路について説
明することができるようにする。

【思考・判断・表現】
化学反応の速さについて, 観察, 実験などを通し

て探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応の速さの考え
を用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれ

らを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に
基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

2章 化学平衡
【知識・技能】
・可逆反応，不可逆反応などの用語を正しく使っ
て説明できるようにする。
・平衡定数Kの表し方と使い方を説明できるように
する。
・ルシャトリエの原理を理解することができるように
する。
・圧力変化による平衡移動や，濃度変化における
平衡の移動を説明することができるようにする。

【思考・判断・表現】
化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究

し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学平衡の考えを用い
て考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活

用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基づき
判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

3章 水溶液中の化学平衡
【知識・技能】
・酸の電離定数について，酢酸を例に電離平衡の
式を使って説明できるようにする。
・弱酸の電離度αが１よりかなり小さい場合の近似
を理解することができるようにする。
・水のイオン積から，pHを求めることを理解するこ
とができるようにする。
・緩衝液についてその特徴を説明できるようにす
る。
・溶解度積について，説明できるようにする。
・溶解度積が沈殿生成に影響していることを理解
することができるようにする。

【思考・判断・表現】
水溶液中の化学平衡について, 観察, 実験などを

通して探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力
を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を水溶液中の化学平衡の
考えを用いて考察するよさを認識し, 問題解決に

それらを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論
拠に基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

2編 化学反応とエネルギー

1章 化学反応と熱・光

1節 反応とエンタルピー変化

2節 ヘスの法則

3節 光とエネルギー

2章 電池と電気分解

1節 電池

2節 電気分解

3編 化学反応の速さと平衡

1章 化学反応の速さ

1節 反応の速さ

2節 反応速度を変える条件

3節 反応のしくみ

2章 化学平衡

1節 可逆反応と化学平衡

2節 平衡の移動

3章 水溶液中の化学平衡

1節 電離平衡

2節 塩の水への溶解

2編
1章
【知識及び技能】
・反応エンタルピーとその符号について表し方を説明できる。
・反応エンタルピーの種類を説明できる。
・ヘスの法則を説明できる。
・結合エンタルピーについて説明できる。
・光が波であることを理解している。
・化学発光について例を挙げて説明できる。

【思考・判断・表現】
化学反応とエネルギーについて, 観察, 実験などを通して探究
し, 化学反応とエネルギーにおける規則性や関係性を見いだし
て表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応とエネルギーの考えを用い
て考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり,
粘り強く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

2章
【知識及び技能】
・電池の基本的な仕組みを理解し，ダニエル電池の仕組みにつ
いて説明できる。
・主な実用電池の構造について，電極の反応式をもとに説明す
ることができる。
・電池と電気分解の違いについて説明し，電気分解の酸化還元
反応について説明できる。
・ファラデーの電気分解の法則を電極の反応式を使って説明で
きる。

【思考・判断・表現】
電池と電気分解について, 観察, 実験などを通して探究し, 電池
と電気分解における規則性や関係性を見いだして表現してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を電池と電気分解の考えを用いて考察
するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強
く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

3編
1章
【知識及び技能】
・反応物，生成物それぞれの反応の速さの表し方を理解してい
る。
・反応速度を変える様々な条件を理解している。
・反応速度式が実験によって求められることを理解している。
・活性化エネルギーと化学反応の経路について説明できる。

【思考・判断・表現】
化学反応の速さについて, 観察, 実験などを通して探究し, 化学
反応の速さにおける規則性や関係性を見いだして表現してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応の速さの考えを用いて考察
するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強
く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

2章
【知識及び技能】
・可逆反応，不可逆反応などの用語を正しく使って説明できる。
・平衡定数Kの表し方と使い方を説明できる。
・ルシャトリエの原理を理解している。
・圧力変化による平衡移動や，濃度変化における平衡の移動を
説明することができる。

【思考・判断・表現】
化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究し, 化学平衡に
おける規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学平衡の考えを用いて考察するよ
さを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考え
科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

3章
【知識及び技能】
・酸の電離定数について，酢酸を例に電離平衡の式を使って説
明できる。
・弱酸の電離度αが１よりかなり小さい場合の近似を理解するこ
とができる。
・水のイオン積から，pHを求めることを理解する。
・緩衝液についてその特徴を説明できる。
・溶解度積について，説明できる。
・溶解度積が沈殿生成に影響していることを理解する。

【思考・判断・表現】
水溶液中の化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究し,
水溶液中の化学平衡における規則性や関係性を見いだして表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を水溶液中の化学平衡の考えを用いて
考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり,
粘り強く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○



○ 38

定期考査
○ ○ 1

1
学
期

2編 化学反応とエネルギー

1章 化学反応と熱・光
【知識・技能】
・反応エンタルピーとその符号について表し方を
説明できるようにする。
・反応エンタルピーの種類を説明できるようにす
る。
・ヘスの法則を説明できるようにする。
・結合エンタルピーについて説明できるようにす
る。
・光が波であることを理解することができるようにす
る。
・化学発光について例を挙げて説明できるように
する。

【思考・判断・表現】
化学反応とエネルギーについて, 観察, 実験など

を通して探究し, 科学的に考察し, 表現したりする
力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応とエネルギー
の考えを用いて考察するよさを認識し, 問題解決

にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的
論拠に基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評

価・改善したりする態度を養う。

2章 電池と電気分解
【知識・技能】
・電池の基本的な仕組みを理解し，ダニエル電池
の仕組みについて説明できるようにする。
・主な実用電池の構造について，電極の反応式を
もとに説明することができるようにする。
・電池と電気分解の違いについて説明し，電気分
解の酸化還元反応について説明できるようにす
る。
・ファラデーの電気分解の法則を電極の反応式を
使って説明できるようにする。

【思考・判断・表現】
電池と電気分解について, 観察, 実験などを通し

て探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を電池と電気分解の考え
を用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれ

らを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に
基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

3編 化学反応の速さと平衡

1章 化学反応の速さ
【知識・技能】
・反応物，生成物それぞれの反応の速さの表し方
を理解することができるようにする。
・反応速度を変える様々な条件を理解することが
できるようにする。
・反応速度式が実験によって求められることを理解
することができるようにする。
・活性化エネルギーと化学反応の経路について説
明することができるようにする。

【思考・判断・表現】
化学反応の速さについて, 観察, 実験などを通し

て探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応の速さの考え
を用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれ

らを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に
基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

2章 化学平衡
【知識・技能】
・可逆反応，不可逆反応などの用語を正しく使っ
て説明できるようにする。
・平衡定数Kの表し方と使い方を説明できるように
する。
・ルシャトリエの原理を理解することができるように
する。
・圧力変化による平衡移動や，濃度変化における
平衡の移動を説明することができるようにする。

【思考・判断・表現】
化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究

し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学平衡の考えを用い
て考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活

用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基づき
判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

3章 水溶液中の化学平衡
【知識・技能】
・酸の電離定数について，酢酸を例に電離平衡の
式を使って説明できるようにする。
・弱酸の電離度αが１よりかなり小さい場合の近似
を理解することができるようにする。
・水のイオン積から，pHを求めることを理解するこ
とができるようにする。
・緩衝液についてその特徴を説明できるようにす
る。
・溶解度積について，説明できるようにする。
・溶解度積が沈殿生成に影響していることを理解
することができるようにする。

【思考・判断・表現】
水溶液中の化学平衡について, 観察, 実験などを

通して探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力
を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を水溶液中の化学平衡の
考えを用いて考察するよさを認識し, 問題解決に

それらを活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論
拠に基づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

2編 化学反応とエネルギー

1章 化学反応と熱・光

1節 反応とエンタルピー変化

2節 ヘスの法則

3節 光とエネルギー

2章 電池と電気分解

1節 電池

2節 電気分解

3編 化学反応の速さと平衡

1章 化学反応の速さ

1節 反応の速さ

2節 反応速度を変える条件

3節 反応のしくみ

2章 化学平衡

1節 可逆反応と化学平衡

2節 平衡の移動

3章 水溶液中の化学平衡

1節 電離平衡

2節 塩の水への溶解

2編
1章
【知識及び技能】
・反応エンタルピーとその符号について表し方を説明できる。
・反応エンタルピーの種類を説明できる。
・ヘスの法則を説明できる。
・結合エンタルピーについて説明できる。
・光が波であることを理解している。
・化学発光について例を挙げて説明できる。

【思考・判断・表現】
化学反応とエネルギーについて, 観察, 実験などを通して探究
し, 化学反応とエネルギーにおける規則性や関係性を見いだし
て表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応とエネルギーの考えを用い
て考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり,
粘り強く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

2章
【知識及び技能】
・電池の基本的な仕組みを理解し，ダニエル電池の仕組みにつ
いて説明できる。
・主な実用電池の構造について，電極の反応式をもとに説明す
ることができる。
・電池と電気分解の違いについて説明し，電気分解の酸化還元
反応について説明できる。
・ファラデーの電気分解の法則を電極の反応式を使って説明で
きる。

【思考・判断・表現】
電池と電気分解について, 観察, 実験などを通して探究し, 電池
と電気分解における規則性や関係性を見いだして表現してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を電池と電気分解の考えを用いて考察
するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強
く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

3編
1章
【知識及び技能】
・反応物，生成物それぞれの反応の速さの表し方を理解してい
る。
・反応速度を変える様々な条件を理解している。
・反応速度式が実験によって求められることを理解している。
・活性化エネルギーと化学反応の経路について説明できる。

【思考・判断・表現】
化学反応の速さについて, 観察, 実験などを通して探究し, 化学
反応の速さにおける規則性や関係性を見いだして表現してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学反応の速さの考えを用いて考察
するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強
く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

2章
【知識及び技能】
・可逆反応，不可逆反応などの用語を正しく使って説明できる。
・平衡定数Kの表し方と使い方を説明できる。
・ルシャトリエの原理を理解している。
・圧力変化による平衡移動や，濃度変化における平衡の移動を
説明することができる。

【思考・判断・表現】
化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究し, 化学平衡に
おける規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を化学平衡の考えを用いて考察するよ
さを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考え
科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

3章
【知識及び技能】
・酸の電離定数について，酢酸を例に電離平衡の式を使って説
明できる。
・弱酸の電離度αが１よりかなり小さい場合の近似を理解するこ
とができる。
・水のイオン積から，pHを求めることを理解する。
・緩衝液についてその特徴を説明できる。
・溶解度積について，説明できる。
・溶解度積が沈殿生成に影響していることを理解する。

【思考・判断・表現】
水溶液中の化学平衡について, 観察, 実験などを通して探究し,
水溶液中の化学平衡における規則性や関係性を見いだして表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を水溶液中の化学平衡の考えを用いて
考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり,
粘り強く考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○



○ ○ 1

2
学
期

4編 無機物質
【知識・技能】
・周期表中の元素を正しく分類することができるよ
うにする。
・水素の製法・性質・用途を正しく理解することが
できるようにする。
・酸素の製法・性質・用途を正しく理解することが
できるようにする。
・ハロゲンの単体について正しく理解することがで
きるようにする。
・硫黄の単体，および化合物の製法・性質を正しく
理解することができるようにする。
・接触法の特徴を理解することができるようにす
る。
・ハーバー・ボッシュ法について説明できるように
する。
・リンの同素体の特徴を正しく理解することができ
るようにする。
・炭素の酸化物について，正しく理解することがで
きるようにする。
・身近に利用されているシリカゲルの製法・性質に
ついて正しく理解することができるようにする。
・水酸化ナトリウムの製法・性質を正しく理解するこ
とができるようにする。
・アルカリ土類金属の特徴を正しく理解することが
できるようにする。
・アルカリ土類金属の化合物の特徴・用途を正しく
理解することができるようにする。
・アルミニウムの単体の製法・性質・用途を正しく理
解し，アルミニウムイオンの反応について正しく説
明することができるようにする。
・鉛（Ⅱ）イオンを含む水溶液の反応を正しく理解
することができるようにする。
・錯イオンの基本的な表記法について正しく理解
することができるようにする。
・鉄とその化合物，鉄イオンの反応について，正し
く理解することができるようにする。
・Cu2+の反応について，正しく理解することができ
るようにする。
・Ag+の反応について，正しく理解することができ
るようにする。
・Zn2+の反応について，正しく理解することができ
るようにする。
・クロム酸イオンの反応について，正しく理解する
ことができるようにする。

【思考・判断・表現】
無機物質について, 観察, 実験などを通して探究

し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を無機物質の考えを用い
て考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを活

用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基づき
判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

4編 無機物質

1章 周期表と元素

1節 周期表と元素

2章 非金属元素の単体と化合物

1節 水素とその化合物

2節 貴ガス

3節 酸素とその化合物

4節 ハロゲンとその化合物

5節 硫黄とその化合物

6節 窒素・リンとその化合物

7節炭素・ケイ素とその化合物

3章 典型金属元素の単体と化合物

1節 アルカリ金属とその化合物

2節 アルカリ土類金属とその化合物

3節 1,2族以外の典型金属元素と
　　　その化合物

4章 遷移元素の単体と化合物

1節 遷移元素の特徴

2節 遷移元素とその化合物

5章 金属イオンの分離と確認

1節 金属イオンが検出できる反応

2節 金属イオンの系統分離と確認

4編
【知識及び技能】
・周期表中の元素を正しく分類することができる。
・水素の製法・性質・用途を正しく理解している。
・酸素の製法・性質・用途を正しく理解している。
・ハロゲンの単体について正しく理解している。
・硫黄の単体，および化合物の製法・性質を正しく理解してい
る。
・接触法の特徴を理解している。
・ハーバー・ボッシュ法について説明できる。
・リンの同素体の特徴を正しく理解している。
・炭素の酸化物について，正しく理解している。
・身近に利用されているシリカゲルの製法・性質について正しく
理解している。
・水酸化ナトリウムの製法・性質を正しく理解している。
・アルカリ土類金属の特徴を正しく理解している。
・アルカリ土類金属の化合物の特徴・用途を正しく理解してい
る。
・アルミニウムの単体の製法・性質・用途を正しく理解し，アルミニ
ウムイオンの反応について正しく説明することができる。
・鉛（Ⅱ）イオンを含む水溶液の反応を正しく理解している。
・錯イオンの基本的な表記法について正しく理解している。
・鉄とその化合物，鉄イオンの反応について，正しく理解してい
る。
・Cu2+の反応について，正しく理解している。
・Ag+の反応について，正しく理解している。
・Zn2+の反応について，正しく理解している。
・クロム酸イオンの反応について，正しく理解している。

【思考・判断・表現】
無機物質について, 観察, 実験などを通して探究し, 無機物質に
おける規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を無機物質の考えを用いて考察するよ
さを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考え
科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○ ○ 36
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5編
【知識及び技能】
・有機化合物の特徴を正しく理解している。
・有機化合物の構造式決定の手順を理解している。
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称を正しく理解し
ている。
・アルカンの性質を正しく説明できる。
・アルカンを元にアルケンの名称や構造について理解することが
できる。
・シス－トランス異性体の特徴を正しく理解している。
・アルキンの名称や構造を理解することができる。
・アルコールの構造と分類方法を正しく説明できる。
・アルコールの酸化反応について，正しく理解し，生成物を答え
られる。
・アルデヒドのさまざまな反応について，その特徴を理解し，説明
することができる。
・アルデヒドとケトンの生成についてアルコールの学習から正しく
考えることができる。また，ヨードホルム反応を生じる化合物の構
造の特徴について理解している。
・カルボン酸の生成について，アルコールの学習から正しく考え
ることができる。
・エステルの構造と特徴について，正しく理解している。
・油脂とは何か，構造とともに正しく説明することができる。
・芳香族化合物とは何か理解し，代表的な芳香族炭化水素を答
えられる。また，その反応について，正しく理解している。
・フェノール類の名前を正しく理解している。
・芳香族カルボン酸の性質を正しく理解している。
・アニリンの合成方法を正しく理解している。
・ジアゾカップリングについてその構造と用途について正しく理
解している。

【思考・判断・表現】
有機化合物について, 観察, 実験などを通して探究し, 有機化
合物における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を有機化合物の考えを用いて考察する
よさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く考
え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○

○ 6
３
学
期

6編 高分子化合物
【知識・技能】
・高分子化合物とは何か，正しく説明できるように
する。
・天然高分子化合物の構成について，正しく理解
できるようにする。
・糖の基本的な表し方，構造，特徴について正しく
理解できるようにする。
・デンプンの構造について正しく理解できるように
する。
・ニトロセルロースについて正しく理解できるように
する。
・再生繊維について正しく理解できるようにする。
・α-アミノ酸について，正しく理解できるようにす
る。
・アミノ酸の反応について，その構造から説明でき
るようにする。
・ペプチドについて正しく理解できるようにする。
・タンパク質の分類について正しく説明できるよう
にする。
・タンパク質の構造について正しく理解できるよう
にする。
・タンパク質の呈色反応について正しく理解できる
ようにする。
・ナイロンの構造について，正しく理解できるように
する。
・熱可塑性樹脂について，正しく理解できるように
する。
・フェノール樹脂の製法について正しく理解できる
ようにする。
・イオン交換樹脂について正しく説明できるように
する。
・天然ゴムについて，その特徴を正しく理解できる
ようにする。
・合成ゴムについて，その構造も含めて正しく理解
できるようにする。

【思考・判断・表現】
高分子化合物について, 観察, 実験などを通して

探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を高分子化合物の考えを
用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれら

を活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

6編 高分子化合物

1章 高分子化合物とは何か

1節 高分子化合物の分類と特徴

2章 天然高分子化合物

1節 単糖類と二糖類

2節 多糖類

3節 アミノ酸

4節 タンパク質

3章 合成高分子化合物

1節 合成繊維

2節 合成樹脂

3節 ゴム

7編 化学が果たす役割

1章 化学的性質の利用と

1章 工業的製法

1節 ハロゲンの性質と

1章 酸化還元反応の応用

2節 物質の工業的製法

2章 未来を創る化学

1節 物質を通して未来を創る

2節 物質を通して未来を考える

6編
【知識及び技能】
・高分子化合物とは何か，正しく説明できる。
・天然高分子化合物の構成について，正しく理解している。
・糖の基本的な表し方，構造，特徴について正しく理解してい
る。
・デンプンの構造について正しく理解している。
・ニトロセルロースについて正しく理解している。
・再生繊維について正しく理解している。
・α-アミノ酸について，正しく理解している。
・アミノ酸の反応について，その構造から説明できる。
・ペプチドについて正しく理解している。
・タンパク質の分類について正しく説明できる。
・タンパク質の構造について正しく理解している。
・タンパク質の呈色反応について正しく理解している。
・ナイロンの構造について，正しく理解している。
・熱可塑性樹脂について，正しく理解している。
・フェノール樹脂の製法について正しく理解している。
・イオン交換樹脂について正しく説明できる。
・天然ゴムについて，その特徴を正しく理解している。
・合成ゴムについて，その構造も含めて正しく理解している。

【思考・判断・表現】
高分子化合物について, 観察, 実験などを通して探究し, 高分
子化合物における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を高分子化合物の考えを用いて考察す
るよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く
考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○

○ 30

定期考査
○ ○ 1

2
学
期

5編 有機化合物
【知識・技能】
・有機化合物の特徴を正しく理解することができる
ようにする。
・有機化合物の構造式決定の手順を理解すること
ができるようにする。
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称
を正しく理解することができるようにする。
・アルカンの性質を正しく説明できるようにする。
・アルカンを元にアルケンの名称や構造について
理解することができるようにする。
・シス－トランス異性体の特徴を正しく理解するこ
とができるようにする。
・アルキンの名称や構造を理解することができるよ
うにする。
・アルコールの構造と分類方法を正しく説明できる
ようにする。
・アルコールの酸化反応について，正しく理解し，
生成物を答えられるようにする。
・アルデヒドのさまざまな反応について，その特徴
を理解し，説明することができる。
・アルデヒドとケトンの生成についてアルコールの
学習から正しく考えることができるようにする。ま
た，ヨードホルム反応を生じる化合物の構造の特
徴について理解することができるようにする。
・カルボン酸の生成について，アルコールの学習
から正しく考えることができる。
・エステルの構造と特徴について，正しく理解する
ことができるようにする。
・油脂とは何か，構造とともに正しく説明することが
できる。
・芳香族化合物とは何か理解し，代表的な芳香族
炭化水素を答えられるようにする。また，その反応
について，正しく理解することができるようにする。
・フェノール類の名前を正しく理解することができ
るようにする。
・芳香族カルボン酸の性質を正しく理解することが
できるようにする。
・アニリンの合成方法を正しく理解することができる
ようにする。
・ジアゾカップリングについてその構造と用途につ
いて正しく理解することができるようにする。

【思考・判断・表現】
有機化合物について, 観察, 実験などを通して探

究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を有機化合物の考えを用
いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれらを

活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

5編 有機化合物

1章 有機化合物の特徴と構造

1節 有機化合物の特徴

2節 有機化合物の構造式の決定

2章 炭化水素

1節 飽和炭化水素

2節 不飽和炭化水素

3章 アルコールと関連化合物

1節 アルコールとエーテル

2節 アルデヒドとケトン

3節 カルボン酸

4節 エステル・油脂・セッケン

4章 芳香族化合物

1節 芳香族炭化水素

2節 フェノール類と

2節 芳香族カルボン酸

3節 芳香族アミンとアゾ化合物

4節 芳香族化合物の分離
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○ 6

合計

３
学
期

6編 高分子化合物
【知識・技能】
・高分子化合物とは何か，正しく説明できるように
する。
・天然高分子化合物の構成について，正しく理解
できるようにする。
・糖の基本的な表し方，構造，特徴について正しく
理解できるようにする。
・デンプンの構造について正しく理解できるように
する。
・ニトロセルロースについて正しく理解できるように
する。
・再生繊維について正しく理解できるようにする。
・α-アミノ酸について，正しく理解できるようにす
る。
・アミノ酸の反応について，その構造から説明でき
るようにする。
・ペプチドについて正しく理解できるようにする。
・タンパク質の分類について正しく説明できるよう
にする。
・タンパク質の構造について正しく理解できるよう
にする。
・タンパク質の呈色反応について正しく理解できる
ようにする。
・ナイロンの構造について，正しく理解できるように
する。
・熱可塑性樹脂について，正しく理解できるように
する。
・フェノール樹脂の製法について正しく理解できる
ようにする。
・イオン交換樹脂について正しく説明できるように
する。
・天然ゴムについて，その特徴を正しく理解できる
ようにする。
・合成ゴムについて，その構造も含めて正しく理解
できるようにする。

【思考・判断・表現】
高分子化合物について, 観察, 実験などを通して

探究し, 科学的に考察し, 表現したりする力を養
う。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を高分子化合物の考えを
用いて考察するよさを認識し, 問題解決にそれら

を活用しようとしたり, 粘り強く考え科学的論拠に基
づき判断しようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評
価・改善したりする態度を養う。

6編 高分子化合物

1章 高分子化合物とは何か

1節 高分子化合物の分類と特徴

2章 天然高分子化合物

1節 単糖類と二糖類

2節 多糖類

3節 アミノ酸

4節 タンパク質

3章 合成高分子化合物

1節 合成繊維

2節 合成樹脂

3節 ゴム

7編 化学が果たす役割

1章 化学的性質の利用と

1章 工業的製法

1節 ハロゲンの性質と

1章 酸化還元反応の応用

2節 物質の工業的製法

2章 未来を創る化学

1節 物質を通して未来を創る

2節 物質を通して未来を考える

6編
【知識及び技能】
・高分子化合物とは何か，正しく説明できる。
・天然高分子化合物の構成について，正しく理解している。
・糖の基本的な表し方，構造，特徴について正しく理解してい
る。
・デンプンの構造について正しく理解している。
・ニトロセルロースについて正しく理解している。
・再生繊維について正しく理解している。
・α-アミノ酸について，正しく理解している。
・アミノ酸の反応について，その構造から説明できる。
・ペプチドについて正しく理解している。
・タンパク質の分類について正しく説明できる。
・タンパク質の構造について正しく理解している。
・タンパク質の呈色反応について正しく理解している。
・ナイロンの構造について，正しく理解している。
・熱可塑性樹脂について，正しく理解している。
・フェノール樹脂の製法について正しく理解している。
・イオン交換樹脂について正しく説明できる。
・天然ゴムについて，その特徴を正しく理解している。
・合成ゴムについて，その構造も含めて正しく理解している。

【思考・判断・表現】
高分子化合物について, 観察, 実験などを通して探究し, 高分
子化合物における規則性や関係性を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・人間生活で起こる事象を高分子化合物の考えを用いて考察す
るよさを認識し, 問題解決にそれらを活用しようとしたり, 粘り強く
考え科学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり, 評価・改善したり
しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

定期考査

○ ○ 1

第２編　生命現象と物質
【知識及び技能】
生命現象と物質について、細胞と
分子、代謝の基本的な概念や原
理・法則などを理解させるととも
に、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身
に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生命現象と物質について、観
察、実験などを通して探究し、生
命現象と物質についての特徴を見
いだして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生命現象と物質に関する事物・
現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第2章　細胞と分子
　第1節　生体物質と細胞
　第2節　タンパク質の構造と性
質
　第3節　化学反応に関わるタン
パク質

・教材
　教科書、図説、授業プリント、
実験・実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、スケッチ記録の共有
（Teams）

【知識・技能】
・生命現象と物質について、細胞と分子、
代謝の基本的な概念や原理・法則などを理
解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・生物の進化について、観察、実験などを
通して探究し、生物の進化についての特徴
を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の進化に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

第１編　生物の進化
【知識及び技能】
生物の進化について、生命の起源
と細胞の進化、遺伝子の変化と進
化の仕組み、生物の系統と進化の
基本的な概念や原理・法則などを
理解させるとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物の進化について、観察、実
験などを通して探究し、生物の進
化についての特徴を見いだして表
現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の進化に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとする態度を養う。

・指導事項
第1章　生物の進化
　第1節　生物の多様性と共通性
　第2節　遺伝子の変化と多様性
　第3節　遺伝子の組み合わせの
変化
　第4節　進化の仕組み
　第5節　生物の系統と進化
　第6節　人類の系統と進化

・教材
　教科書、図説、授業プリント、
実験・実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、スケッチ記録の共有
（Teams）

【知識・技能】
・生物の進化について、生命の起源と細胞
の進化、遺伝子の変化と進化の仕組み、生
物の系統と進化の基本的な概念や原理・法
則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・生物の進化について、観察、実験などを
通して探究し、生物の進化についての特徴
を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の進化に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 24

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を
深め、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本的な技能を身に付ける
ようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

　生物や生物現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度と、生命を尊重し、
自然環境の保全に寄与する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

理科 生物
理科 生物 4

生物

態
配当
時数

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（A組・B組：田中遼）

生物〔数研出版〕



２
学
期

定期考査

○ ○

20

第３編　遺伝情報の発現と発生
【知識及び技能】
　遺伝情報の発現と発生につい
て、遺伝情報とその発現と発生と
遺伝子発現の基本的な概念や原
理・法則などを理解させるととも
に、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身
に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　遺伝情報の発現と発生につい
て、観察、実験などを通して探究
し、遺伝子発現の調節の特徴を見
いだして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報の発現と発生に関する
事物・現象に進んで関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態
度を養う。

・指導事項
第４章　遺伝情報の発現と発生
　第1節　DNAの構造と複製
　第2節　遺伝情報の発現
　第3節　遺伝子の発現調節
　第4節　発生と遺伝子発現
　第5節　遺伝子を扱う技術

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、実験記録の共有
（Teams）

【知識・技能】
・遺伝情報の発現と発生について、遺伝情
報とその発現と発生と遺伝子発現の基本的
な概念や原理・法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・遺伝情報の発現と発生について、観察、
実験などを通して探究し、遺伝子発現の調
節の特徴を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報の発現と発生に関する事物・現
象に進んで関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 20

第２編　生命現象と物質
【知識及び技能】
生命現象と物質について、細胞と
分子、代謝の基本的な概念や原
理・法則などを理解させるととも
に、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身
に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生命現象と物質について、観
察、実験などを通して探究し、生
命現象と物質についての特徴を見
いだして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生命現象と物質に関する事物・
現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第2章　細胞と分子
　第3節　化学反応に関わるタン
パク質
　第4節　膜輸送や情報伝達にか
かわるタンパク質

第３章　代謝
　第1節　代謝とエネルギー
　第2節　呼吸と発酵
　第3節　光合成

・教材
　教科書、図説、授業プリント、
実験・実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、実験記録の共有
（Teams）

【知識・技能】
・生命現象と物質について、細胞と分子、
代謝の基本的な概念や原理・法則などを理
解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・生命現象と物質について、観察、実験な
どを通して探究し、生物の進化についての
特徴を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生命現象と物質に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○

1



２
学
期

○ ○ 1

第４編　生物の環境応答
【知識及び技能】
　生物の環境応答について、動物
の反応と行動と植物の環境応答の
基本的な概念や原理・法則などを
理解させるとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物の環境応答について、観
察、実験などを通して探究し、環
境変化に対する生物の応答の特徴
を見いだして表現できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の環境応答に関する事物・
現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第６章　植物の環境応答
　第1節　植物の生活と植物ホル
モン
　第2節　発芽の調節
　第3節　成長の調節
　第4節　器官の分化と花芽形成
の調節
　第5節　環境の変化に対する応
答
　第6節　配偶子形成と受精

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、実験結果の解析

【知識及び技能】
　生物の環境応答について、動物の反応と
行動と植物の環境応答の基本的な概念や原
理・法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の環境応答について、観察、実験な
どを通して探究し、環境変化に対する生物
の応答の特徴を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の環境応答に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○

・指導事項
第５章　動物の反応と行動
　第1節　刺激の受容
　第2節　ニューロンとその興奮
　第3節　情報の統合
　第4節　刺激への反応
　第5節　動物の行動

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、実験結果の解析

【知識及び技能】
　生物の環境応答について、動物の反応と
行動と植物の環境応答の基本的な概念や原
理・法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の環境応答について、観察、実験な
どを通して探究し、環境変化に対する生物
の応答の特徴を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の環境応答に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 20

定期考査

20

定期考査

○ ○ 1

第４編　生物の環境応答
【知識及び技能】
　生物の環境応答について、動物
の反応と行動と植物の環境応答の
基本的な概念や原理・法則などを
理解させるとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物の環境応答について、観
察、実験などを通して探究し、環
境変化に対する生物の応答の特徴
を見いだして表現できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の環境応答に関する事物・
現象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。



○ 20

合計

140

3
学
期

第５編　生態と環境
【知識及び技能】
　生態と環境について、個体群と
生物群集、生態系の基本的な概念
や原理・法則などを理解させると
ともに、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生態と環境について、観察、実
験などを通して探究し、生態系に
おける、生物間の関係性及び生物
と環境との関係性を見いだして表
現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態と環境に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとする態度を養うと
ともに、自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

・指導事項
第7節　生物群集と生態系
　第1節　個体群の構造と性質
　第2節　個体群内の個体間の関
係
　第3節　異なる種の個体群間の
関係
　第4節　生態系の物質生産と物
質循環
　第5節　生態系と人間生活

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、実験結果の解析

【知識及び技能】
　生態と環境について、個体群と生物群
集、生態系の基本的な概念や原理・法則な
どを理解させるとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　生態と環境について、観察、実験などを
通して探究し、生態系における、生物間の
関係性及び生物と環境との関係性を見いだ
して表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態と環境に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとする態度を
養うとともに、自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第２節　力と運動の法則
【知識及び技能】
様々な力とその働きを日常生活や
社会と関連付けながら、様々な
力、力のつり合い、運動の法則に
ついての基本的な概念や原理・法
則などを理解させるとともに、科
学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付
けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
様々な力とその働きについて、観
察、実験などを通して探究し、
様々な力とその働きにおける規則
性や関係性を見いだして表現でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な力とその働きに主体的に関
わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
第２節　力と運動の法則
　１　力と質量
　２　いろいろな力
　３　力の合成・分解と成分
　４　力のつり合い
　５　作用・反作用の法則
　６　慣性の法則
　７　力と質量と加速度の関係
(1)
　８　力と質量と加速度の関係
(2)
　９　運動の法則
　10  摩擦力
　11　流体から受ける力

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・様々な力とその働きを日常生活や社会と関
連付けながら、様々な力、力のつり合い、運
動の法則についての基本的な概念や原理・法
則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
様々な力とその働きについて、観察、実験な
どを通して探究し、様々な力とその働きにお
ける規則性や関係性を見いだして表現してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な力とその働きに主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第１節　物体の運動
【知識及び技能】
運動の表し方を日常生活や社会と
関連付けながら、物理量の測定と
扱い方、運動の表し方、直線運動
の加速度、物体の落下運動につい
ての基本的な概念や原理・法則な
どを理解させるとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実
験などの基本的な技能を身に付け
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
運動の表し方について、観察、実
験などを通して探究し、運動の表
し方における規則性や関係性を見
いだして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方に主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・指導事項
物理量の測定と表し方
第1節　物体の運動
　１　速さ
　２　等速直線運動
　３　変位と速度
　４　速度の合成・相対速度
　５　加速度
　６　等加速度直線運動(1)
　７　等加速度直線運動(2)
　８　重力加速度と自由落下
　９　鉛直投射
　10  水平投射

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・運動の表し方を日常生活や社会と関連付け
ながら、物理量の測定と扱い方、運動の表し
方、直線運動の加速度、物体の落下運動につ
いての基本的な概念や原理・法則などを理解
している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などの基本的な技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
運動の表し方について、観察、実験などを通
して探究し、運動の表し方における規則性や
関係性を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査

11

定期考査
○ ○ 1

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

日常生活や社会との関連を図りながら、物体
の運動と様々なエネルギーについて理解する
とともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関
わり、科学的に探究しようとする態度を養
う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（A組発展：松柴直樹、A組標準：田中遼、B組発展：松柴直樹、B組標準：田中遼）

物理基礎〔第一学習社〕

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



２
学
期

○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

第Ⅱ章　波動
第１節　波の性質
【知識及び技能】
波を日常生活や社会と関連付けな
がら、波の性質についての基本的
な概念や原理・法則などを理解さ
せるとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
波について、観察、実験などを通
して探究し、波における規則性や
関係性を見いだして表現できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
波に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第１節　波の性質
　１　波と振動
　２　波の表し方
　３　横波と縦波
　４　波の重ね合わせ
　５　定常波
　６　波の反射

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・波を日常生活や社会と関連付けながら、波
の性質についての基本的な概念や原理・法則
などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・波について、観察、実験などを通して探究
し、波における規則性や関係性を見いだして
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・波に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

○

○ 7

第Ⅱ章　熱
第１節　熱とエネルギー
【知識及び技能】
熱を日常生活や社会と関連付けな
がら、熱と温度、熱の利用につい
ての基本的な概念や原理・法則な
どを理解させるとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けさせ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
熱について、観察、実験などを通
して探究し、熱における規則性や
関係性を見いだして表現できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
熱に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第１節　熱
　１　温度と熱運動
　２　熱と熱平衡
　３　熱量の保存
　４　物質の三態
　５　熱と仕事
　６　エネルギーの変換と保存

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・熱を日常生活や社会と関連付けながら、熱
と温度、熱の利用についての基本的な概念や
原理・法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・熱について、観察、実験などを通して探究
し、熱における規則性や関係性を見いだして
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・熱に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 5

第３節　仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】
力学的エネルギーを日常生活や社
会と関連付けながら、運動エネル
ギーと位置エネルギー、力学的エ
ネルギーの保存についての基本的
な概念や原理・法則などを理解さ
せるとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギーについて、観
察、実験などを通して探究し、力
学的エネルギーにおける規則性や
関係性を見いだして表現できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
力学的エネルギーに主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

・指導事項
第３節　仕事と力学的エネルギー
　１　力がする仕事
　２　仕事の原理と仕事率
　３　運動エネルギー
　４　重力による位置エネルギー
　５　弾性力による位置エネル
ギー
　６　力学的エネルギー（１）
　７　力学的エネルギー（２）

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・力学的エネルギーを日常生活や社会と関連
付けながら、運動エネルギーと位置エネル
ギー、力学的エネルギーの保存についての基
本的な概念や原理・法則などを理解してい
る。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギーについて、観察、実験など
を通して探究し、力学的エネルギーにおける
規則性や関係性を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
力学的エネルギーに主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○



1

第Ⅳ章　電気
第２節　電流と磁場
【知識及び技能】
電気を日常生活や社会と関連付け
ながら、電気の利用についての基
本的な概念や原理・法則などを理
解させるとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
電気について、観察、実験などを
通して探究し、電気における規則
性や関係性を見いだして表現でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
電気に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第２節　電流と磁場
　１　磁場
　２　モーターと発電機
　３　交流の発生と利用
　４　電磁波

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・電気を日常生活や社会と関連付けながら、
電気の利用についての基本的な概念や原理・
法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・電気について、観察、実験などを通して探
究し、電気における規則性や関係性を見いだ
して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・電気に主体的に関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○ 4

定期考査

○ ○

２
学
期

【知識及び技能】
・電気を日常生活や社会と関連付けながら、
物質と電気抵抗についての基本的な概念や原
理・法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・電気について、観察、実験などを通して探
究し、電気における規則性や関係性を見いだ
して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・電気に主体的に関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○ 8

第Ⅱ章　波動
第２節　音波
【知識及び技能】
波を日常生活や社会と関連付けな
がら、音と振動についての基本的
な概念や原理・法則などを理解さ
せるとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
波について、観察、実験などを通
して探究し、波における規則性や
関係性を見いだして表現できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
波に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第２節　音波
　１　音の速さと３要素
　２　波としての音の性質
　３　弦の固有振動
　４　気柱の固有振動

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・波を日常生活や社会と関連付けながら、音
と振動についての基本的な概念や原理・法則
などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・波について、観察、実験などを通して探究
し、波における規則性や関係性を見いだして
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・波に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 6

第Ⅳ章　電気
第１節　電荷と電流
【知識及び技能】
電気を日常生活や社会と関連付け
ながら、物質と電気抵抗について
の基本的な概念や原理・法則など
を理解させるとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けさせ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
電気について、観察、実験などを
通して探究し、電気における規則
性や関係性を見いだして表現でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
電気に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

・指導事項
第１節　電荷と電流
　１　電荷
　２　電流と電気抵抗
　３　物質と抵抗率
　４　抵抗の接続
　５　電力量と電力

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析



合計

70

○ 4

終章　物理学が拓く世界
【知識及び技能】
日常生活や社会と関連付けなが
ら、物理学が拓く世界についての
基本的な概念や原理・法則などを
理解させるとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
物理学が拓く世界について、観
察、実験などを通して探究し、こ
の科目で学んだ事柄が科学技術と
結びついていることを表現できる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　物理学が拓く世界に主体的に関
わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究する
態度を養う。

・指導事項
終章　物理学が拓く世界
　・新幹線と空気抵抗
　・橋の構造と力学
　・自動車が拓く世界
　・ICカード
　

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　調べ学習、発表

【知識及び技能】
・日常生活や社会と関連付けながら、物理学
が拓く世界についての基本的な概念や原理・
法則などを理解している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
物理学が拓く世界について、観察、実験など
を通して探究し、この科目で学んだ事柄が科
学技術と結びついていることを表現してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　物理学が拓く世界に主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

○ ○ ○ 4

３
学
期

第Ⅳ章　電気
第３節　エネルギーとその利用
【知識及び技能】
エネルギーとその利用を日常生活
や社会と関連付けながら、エネル
ギーとその利用についての基本的
な概念や原理・法則などを理解さ
せるとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
エネルギーとその利用について、
観察、実験などを通して探究し、
電気における規則性や関係性を見
いだして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
エネルギーとその利用に主体的に
関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究
しようとする態度を養う。

・指導事項
第３節　エネルギーとその利用
　１　太陽エネルギーの利用
　２　原子核と放射線
　３　原子力とその利用

・教材
　教科書、授業プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　実験結果の解析

【知識及び技能】
・エネルギーとその利用を日常生活や社会と
関連付けながら、エネルギーとその利用につ
いての基本的な概念や原理・法則などを理解
している。
・科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・エネルギーとその利用について、観察、実
験などを通して探究し、電気における規則性
や関係性を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・エネルギーとその利用に主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 AB 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 　
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
第１編　現代日本の政治と経済
第１章　現代日本の政治
【知識及び技能】
・政治と法の意義と機能，基本的
人権の保障と法の支配，権利と義
務との関係，議会制民主主義，地
方自治について，現実社会の諸事
象を通して理解を深める。
・現代日本の政治に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の本質を基に，日本国
憲法と現代政治の在り方との関連
について多面的・多角的に考察
し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の日本の政治までの道のり
を多面的・多角的に考察し、憲法
をどのように運用しているのか、
また主権者である自分たちはどの
ように政治参加をしていけばよい
のかを追究する。

・指導事項
第１章　現代の日本の政治
１節　民主政治の基本原理
２節　日本国憲法の基本原理
３節　日本の政治機構
４節　現代政治の特質と課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・民主政治への道のりと現代の民主政治、法
と民主政治、基本的人権の確立と国際化、世
界のおもな政治体制について理解することが
できる。
・現代日本の政治関する課題を世界の政治と
対比し、選挙の現状や世論形成におけるマス
メディアの役割から読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
・より良い民主政治を実現するためにはどの
ようなことが必要かを考察し、日本国憲法が
現在の日本でどのような役割を果たしている
のかを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具田的な政策を通して、主権者である自分
たちはどのように政治参加をしていけばよい
のかを追究することができる。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 単元
第１編　現代日本の政治と経済
第２章　現代日本の経済
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解を深
める。
・現代日本の経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構
想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し，読み取る技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連
について多面的・多角的に考察
し，表現する。
・市場経済の機能と限界，持続可
能な財政及び租税の在り方，金融
を通した経済活動の活性化につい
て多面的・多角的に考察，構想
し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・経済活動の意義を考えるととも
に、市場には限界があるというこ
と、税の必要性を身近な例から追
究する。

・指導事項
第２章　現代日本の経済
１節　現代の資本主義経済
２節　現代経済のしくみ
３節　日本経済の発展と現状
４節　福祉社会と日本経済の課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済主体と経済の循環,企業活動と社会的
責任,市場経済の機能と限界,国民所得と経済
成長,物価と国民生活,金融および財政のしく
みと機能について理解することができる。
・需要曲線と供給曲線から物価の決定を理解
し、それが日本の景気とどのような関係にあ
るのかを理解することができる。
【思考・判断・表現】
・日本の経済が抱えや社会が抱える諸課題の
解決に向けて自分には何ができるか考察す
る。
・企業や市場経済,国民所得などの観点に着
目し、現代の経済はどのようなしくみで、ど
のような課題があるのか考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済活動の意義を通して,市場経済の限界
を知り,福祉社会とどのような関係にあるの
か追究することができる。

○ ○ ○ 14

政治・経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
る
ための手掛かりとなる概念や理論について、
理解する。
・諸資料から、倫理的主体などとして活動す
るために必要となる情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、手掛か
りと
なる考え方や公共的な空間における基本的原
理を活用して、事実を基に多面的・多角的に
考察する。
・公正に判断する力や合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想した内容を議論する力
を養う。

・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養う。
・現代社会に生きる人間しての在り方や
公共的な空間に生き国民主権を担う公民とし
て自国を愛し、その平和と繁栄を図ること
や、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協
力し合う大切さについての自覚を深める。

『政治・経済』東京書籍

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
倫理・政治・経済などに関わる現代の諸課題を理解し、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめて
いる。

現代の諸課題について、多面的に考察し、合意形成や社会参画を視野に入れながら議論している。

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようと
している。

（A組：谷口　修太　　　　）（　B組：谷口 修太　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

公民 政治・経済
公民 政治・経済 2



1
定期考査

○ ○

１
学
期

B 単元
第１編　現代日本の政治と経済
第２章　現代日本の経済
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解を深
める。
・現代日本の経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構
想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し，読み取る技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連
について多面的・多角的に考察
し，表現する。
・市場経済の機能と限界，持続可
能な財政及び租税の在り方，金融
を通した経済活動の活性化につい
て多面的・多角的に考察，構想
し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・経済活動の意義を考えるととも
に、市場には限界があるというこ
と、税の必要性を身近な例から追
究する。

・指導事項
第２章　現代日本の経済
１節　現代の資本主義経済
２節　現代経済のしくみ
３節　日本経済の発展と現状
４節　福祉社会と日本経済の課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済主体と経済の循環,企業活動と社会的
責任,市場経済の機能と限界,国民所得と経済
成長,物価と国民生活,金融および財政のしく
みと機能について理解することができる。
・需要曲線と供給曲線から物価の決定を理解
し、それが日本の景気とどのような関係にあ
るのかを理解することができる。
【思考・判断・表現】
・日本の経済が抱えや社会が抱える諸課題の
解決に向けて自分には何ができるか考察す
る。
・企業や市場経済,国民所得などの観点に着
目し、現代の経済はどのようなしくみで、ど
のような課題があるのか考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済活動の意義を通して,市場経済の限界
を知り,福祉社会とどのような関係にあるの
か追究することができる。

○ ○ ○ 14



D単元
第２編　グローバル化する国際社
会
第２章　現代の国際政治
【知識及び技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の
変動，国民経済と国際収支国際協
調の必要性や国際経済機関の役割
について，現実社会の諸事象を通
して理解を深める。
・現代の国際経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・相互依存関係が深まる国際経済
の特質について多面的・多角的に
考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の国際経済に関わる概念や
理論を理解できるとともに、国際
平和と人類の福祉に寄与しようと
する自覚を深める。

・指導事項
第２編　グローバル化する国際社
会
第２章　現代の国際政治

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替レートの変
動，国民経済と国際収支，国際協調の必要性
や国際経済機関の役割について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めることができる。
・現代の国際経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，ま
とめることができる。
【思考・判断・表現】
・個人の尊厳と基本的人権の尊重，対
立，協調，効率，公正などに着目して，相互
依存関係が深まる国際経済の特質および国際
経済において果たすことが求められる日本の
役割について，多面的・多角的に考察，構想
し，表現することができる。。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい
社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとすることができ
る。

〇 〇 〇

1

２
学
期

C単元
第１編　現代日本の政治と経済
第３章　現代日本の諸課題
第２編　グローバル化する国際社
会
第１章　現代の国際政治
【知識及び技能】
・少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，地域社会の自立
と政府，多様な働き方・生き方を
可能にする社会，産業構造の変化
と起業，歳入・歳出両面での財政
健全化，食料の安定供給の確保と
持続可能な農業構造の実現，防災
と安全・安心な社会の実現などに
ついて，取り上げた課題の解決に
向けて政治と経済とを関連させて
まとめる。
・国際社会の変遷，人権，国家主
権，領土（領海，領空を含む。）
などに関する国際法の意義，国際
連合をはじめとする国際機構の役
割，我が国の安全保障と防衛，国
際貢献について，現実社会の諸事
象を通して理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，地域社会の自立
と政府，多様な働き方・生き方を
可能にする社会，産業構造の変化
と起業，歳入・歳出両面での財政
健全化，食料の安定供給の確保と
持続可能な農業構造の実現，防災
と安全・安心な社会の実現などに
ついて，取り上げた課題の解決に
向けて政治と経済とを関連させて
多面的・多角的に考察し,表現す
る。
・国際社会の特質や国際紛争の諸
要因を基に，国際法の果たす役割
について多面的・多角的に考察
し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代日本の諸課題の解決に向け
て、よりよい社会の在り方につい
て合意形成や社会参画に向かう。
・現代の国際政治に関わる概念や
理論を理解できるとともに、国際
平和と人類の福祉に寄与しようと
する自覚を深める。

・指導事項
第１編　現代日本の政治と経済
第３章　現代日本の諸課題
第２編　グローバル化する国際社
会
第１章　現代の国際政治

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の諸課
題に関する諸資料について，課題の解決に向
けて考察，構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取り，まとめること
ができる。
・国際社会の変遷，国際法の意義，国際連合
をはじめとする国際機構の役割，軍縮と紛争
防止，日本の国際貢献について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めることができる。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障，地域社会
の活性化，多様な働き方・生き方の実現，中
小企業の意義と課題，日本財政の健全化，持
続可能な食料・農業の実現，防災と安全・安
心な社会の実現などについて，取り上げた課
題の解決に向けて政治と経済とを関連させて
多面的・多角的に考察，構想し，表現するこ
とができる。
・個人の尊厳と基本的人権の尊重，対立，協
調，効率，公正などに着目して，国際法の果
たす役割および国際平和と人類の福祉に寄与
する日本の役割について，多面的・多角的に
考察，構想し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代日本における政治・経済の諸課題につ
いて，よりよい社会の実現のために現実社会
の諸課題を主体的に解決しようとし，合意形
成や社会参画に向かおうとすることができ
る。
・現代の国際政治について，よりよい
社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとすることができ
る。

〇 〇 〇 14

定期考査

14

〇 〇



1

D単元
第２編　グローバル化する国際社
会
第２章　現代の国際政治
【知識及び技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の
変動，国民経済と国際収支国際協
調の必要性や国際経済機関の役割
について，現実社会の諸事象を通
して理解を深める。
・現代の国際経済に関する諸資料
から，課題の解決に向けて考察，
構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・相互依存関係が深まる国際経済
の特質について多面的・多角的に
考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の国際経済に関わる概念や
理論を理解できるとともに、国際
平和と人類の福祉に寄与しようと
する自覚を深める。

・指導事項
第２編　グローバル化する国際社
会
第２章　現代の国際政治

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替レートの変
動，国民経済と国際収支，国際協調の必要性
や国際経済機関の役割について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めることができる。
・現代の国際経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，ま
とめることができる。
【思考・判断・表現】
・個人の尊厳と基本的人権の尊重，対
立，協調，効率，公正などに着目して，相互
依存関係が深まる国際経済の特質および国際
経済において果たすことが求められる日本の
役割について，多面的・多角的に考察，構想
し，表現することができる。。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい
社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとすることができ
る。

〇 〇 〇

定期考査 〇 〇

E単元
第２編　グローバル化する国際社
会
第３章　国際社会の諸課題
【知識及び技能】
・グローバル化に伴う人々の生活
や社会の変容，地球環境と資源・
エネルギー問題，国際経済格差の
是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地
域紛争の解決に向けた国際社会の
取組，持続可能な国際社会づくり
などについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連
させて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・グローバル化に伴う人々の生活
や社会の変容，地球環境と資源・
エネルギー問題，国際経済格差の
是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地
域紛争の解決に向けた国際社会の
取組，持続可能な国際社会づくり
などについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連
させて多面的・多角的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・国際社会の諸課題の解決に向け
て、よりよい社会の在り方につい
て合意形成や社会参画に向かう。

・指導事項
第２編　グローバル化する国際社
会
第３章　国際社会の諸課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国際社会における政治・経済の諸課
題に関する諸資料について，課題の解決に向
けて考察，構想する際に必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取り，まとめること
ができる。
【思考・判断・表現】
・グローバル化にともなう社会変容，
地球環境と資源・エネルギー問題，国際的な
経済格差の是正，イノベーションの促進と成
長市場，民族問題と紛争の解決，持続可能な
社会の実現などについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連させて多面
的・多角的に考察，構想し，表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会における政治・経済の諸課
題について，よりよい社会の実現のために現
実社会の諸課題を主体的に解決しようとし，
合意形成や社会参画に向かおうとすることが
できる。

〇　 〇

合計

70

〇 10

２
学
期

14

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 AB 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

B 単元
第3章　交通・通信と観光，貿易
第4章　人口，村落・都市
【知識及び技能】
・交通・通信網と物流や人の移動に
関する運輸，観光などに関わる諸事
象をもとに，それらの事象の空間的
な規則性，傾向性や，交通・通信，
観光に関わる問題の現状や要因，解
決に向けた取り組みなどについて理
解すること。
・人口，都市・村落などに関わる諸
事象をもとに，それらの事象の空間
的な規則性，傾向性や，人口，居
住・都市問題の現状や要因，解決に
向けた取り組みなどについて理解す
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・交通・通信網と物流や人の移動に
関する運輸，観光などに関わる諸事
象について，場所の特徴や場所の結
びつきなどに着目して，主題を設定
し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題
の要因や動向などを多面的・多角的
に考察し，表現すること。
・人口，都市・村落などに関わる諸
事象について，場所の特徴や場所の
結びつきなどに着目して，主題を設
定し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題
の要因や動向などを多面的・多角的
に考察し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・交通・通信，観光について，より
よい社会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究しようとす
ること。
・人口，村落・都市について，より
よい社会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究しようとす
ること。

・指導事項
第3章　交通・通信と観光，貿易
１節　交通・通信
２節　観光
３節　貿易と経済圏
第4章　人口，村落・都市
１節　人口
２節　人口問題
３節　村落と都市
４節　都市・居住問題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・交通・通信網と物流や人の移動に関する運
輸，観光などに関わる諸事象をもとに，それ
らの事象の空間的な規則性，傾向性や，交
通・通信，観光に関わる問題の現状や要因，
解決に向けた取り組みなどについて理解して
いる。
・人口，都市・村落などに関わる諸事象をも
とに，それらの事象の空間的な規則性，傾向
性や，人口，居住・都市問題の現状や要因，
解決に向けた取り組みなどについて理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・交通・通信網と物流や人の移動に関する運
輸，観光などに関わる諸事象について，場所
の特徴や場所の結びつきなどに着目して，主
題を設定し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題の要因や
動向などを多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
人口，都市・村落などに関わる諸事象につい
て，場所の特徴や場所の結びつきなどに着目
して，主題を設定し，それらの事象の空間的
な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の
要因や動向などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・交通・通信，観光について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的
に追究しようとしている。
人口，村落・都市について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○

○

28

○ ○

態 配当
時数

１

学

期

A 単元
第１部　現代世界の系統地理的考察
第１章　自然環境
第２章　資源と産業
【知識及び技能】
・地形，気候，生態系などに関わる
諸事象をもとに，それらの事象の空
間的な規則性，傾向性や，地球環境
問題の現状や要因，解決に向けた取
り組みなどについて理解すること。
・資源・エネルギーや農業，工業な
どに関わる諸事象をもとに，それら
の事象の空間的な規則性，傾向性
や，資源・エネルギー，食料問題の
現状や要因，解決に向けた取り組み
などについて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・地形，気候，生態系などに関わる
諸事象について，場所の特徴や自然
および社会的条件との関わりなどに
着目して，主題を設定し，それらの
事象の空間的な規則性，傾向性や，
関連する地球的課題の要因や動向な
どを多面的・多角的に考察し，表現
すること。
・資源・エネルギーや農業，工業な
どに関わる諸事象について，場所の
特徴や場所の結びつきなどに着目し
て，主題を設定し，それらの事象の
空間的な規則性，傾向性や，関連す
る地球的課題の要因や動向などを多
面的・多角的に考察し，表現するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然環境について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究しようとすること。
・資源，産業について，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究しようとするこ
と。

・指導事項
第１章結びつく世界
序節　地球環境と人間
１節　地形
２節　気候
３節　日本の自然環境
４節　地球環境問題
第２章　資源と産業
１節　農林水産業
２節　食糧問題
３節　エネルギー資源活用
４節　資源・エネルギー問題
５節　工業
６節　第３次産業
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・地形，気候，生態系などに関わる諸事象を
もとに，それらの事象の空間的な規則性，傾
向性や，地球環境問題の現状や要因，解決に
向けた取り組みなどについて理解している。
・資源・エネルギーや農業，工業などに関わ
る諸事象をもとに，それらの事象の空間的な
規則性，傾向性や，資源・エネルギー，食料
問題の現状や要因，解決に向けた取り組みな
どについて理解している。
【思考・判断・表現】
・地形，気候，生態系などに関わる諸事象に
ついて，場所の特徴や自然および社会的条件
との関わりなどに着目して，主題を設定し，
それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，
関連する地球的課題の要因や動向などを多面
的・多角的に考察し，表現している。
・資源・エネルギーや農業，工業などに関わ
る諸事象について，場所の特徴や場所の結び
つきなどに着目して，主題を設定し，それら
の事象の空間的な規則性，傾向性や，関連す
る地球的課題の要因や動向などを多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然環境について，よりよい社会の実現を
視野にそこでみられる課題を主体的に追究し
ようとしている。
・資源，産業について，よりよい社会の実現
を視野にそこでみられる課題を主体的に追究
しようとしている。

○ ○ ○ 25

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○

定期考査
○

1

地理探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

  地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的
な諸事象の規則性，傾向性や，世界の
諸地域の地域的特色や課題などを理解するとと
もに，地図や地理情報システムなどを
用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互
の関連を，位置や分布，場所，人間と
自然環境との相互依存関係，空間的相互依存
作用，地域などに着目して，系統地理的，地
誌的に，概念などを活用して多面的・多角的
に考察したり，地理的な課題の解決に向けて
構想したりする力や，考察，構想したことを
効果的に説明したり，それらを基に議論した
りする力を養う。

  地理に関わる諸事象について，よりよい社
会の実現を視野にそこで見られる課題を主体
に探究しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵か
ん養される日本国民としての自覚，我が国の
国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生
活文化を尊重しようとすることの大切さにつ
いての自覚などを深める。

『新詳　地理探究』帝国書院

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態
度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が
国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

定期考査 　
○ ○

（A組：谷口　修太　　　　）（　B組：谷口　修太　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 地理探究
地理歴史 地理探究 4



合計

140

〇 26

〇

３

学

期

E単元
第3部　現代世界におけるこれからの
日本の国土像
【知識及び技能】
・現代世界におけるこれからの日本
の国土像の探究をもとに，我が国が
抱える地理的な諸課題の解決の方向
性や将来の国土の在り方などを構想
することの重要性や，探究する手法
などについて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代世界におけるこれからの日本
の国土像について，地域の結びつ
き，構造や変容，持続可能な社会づ
くりなどに着目して，主題を設定
し，我が国が抱える地理的な諸課題
の解決の方向性や将来の国土の在り
方などを多面的・多角的に探究し，
表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・持続可能な国土像の探究につい
て，よりよい社会の実現を視野にそ
こでみられる課題を主体的に探究し
ようとすること。

・指導事項
第3部　現代世界におけるこれか
らの日本の国土像
第１章　持続可能な国土像の研究
１節　将来の国土の在り方
２節　持続可能な日本の国土像の
研究
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
現代世界におけるこれからの日本の国土像の
探究をもとに，我が国が抱える地理的な諸課
題の解決の方向性や将来の国土の在り方など
を構想することの重要性や，探究する手法な
どについて理解している。
【思考・判断・表現】
・現代世界におけるこれからの日本の国土像
について，地域の結びつき，構造や変容，持
続可能な社会づくりなどに着目して，主題を
設定し，我が国が抱える地理的な諸課題の解
決の方向性や将来の国土の在り方などを多面
的・多角的に探究し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・持続可能な国土像の探究について，よりよ
い社会の実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に探究しようとしている。 〇　 〇

1

２

学

期

C単元
第5章　生活文化，民族・宗教
第２部　現代世界の地誌的考察
第1章　現代世界の地域区分
【知識及び技能】
・生活文化，民族・宗教などに関わ
る諸事象をもとに，それらの事象の
空間的な規則性，傾向性や，民族，
領土問題の現状や要因，解決に向け
た取り組みなどについて理解するこ
と。
・世界や世界の諸地域に関する各種
の主題図や資料をもとに，世界をい
くつかの地域に区分する方法や地域
の概念，地域区分の意義などについ
て理解すること。
世界や世界の諸地域について，各種
の主題図や資料を踏まえて地域区分
をする地理的技能を身につけるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・生活文化，民族・宗教などに関わ
る諸事象について，場所の特徴や場
所の結びつきなどに着目して，主題
を設定し，それらの事象の空間的な
規則性，傾向性や，関連する地球的
課題の要因や動向などを多面的・多
角的に考察し，表現すること。
・世界や世界の諸地域の地域区分に
ついて，地域の共通点や差異，分布
などに着目して，主題を設定し，地
域のとらえ方などを多面的・多角的
に考察し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・生活文化，民族・宗教について，
よりよい社会の実現を視野にそこで
みられる課題を主体的に追究しよう
とすること。
・現代世界の地域区分について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみ
られる課題を主体的に追究しようと
すること。

・指導事項
第5章　生活文化，民族・宗教
１節　衣食住
２節　民族・宗教と民族問題
３節　国家の領域と領土問題
第２部　現代世界の地誌的考察
第1章　現代世界の地域区分
１節　地域区分

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象
をもとに，それらの事象の空間的な規則性，
傾向性や，民族，領土問題の現状や要因，解
決に向けた取り組みなどについて理解してい
る。
・世界や世界の諸地域に関する各種の主題図
や資料をもとに，世界をいくつかの地域に区
分する方法や地域の概念，地域区分の意義な
どについて理解している。
【思考・判断・表現】
・生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象
について，場所の特徴や場所の結びつきなど
に着目して，主題を設定し，それらの事象の
空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的
課題の要因や動向などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
世界や世界の諸地域の地域区分について，地
域の共通点や差異，分布などに着目して，主
題を設定し，地域のとらえ方などを多面的・
多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生活文化，民族・宗教について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究しようとしている。
・現代世界の地域区分について，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課題を主体
的に追究しようとしている。

〇 〇 〇 28

定期考査

29

定期考査 〇 〇 1

D単元
第２章　現代世界の諸地域
【知識及び技能】
・いくつかの地域に区分した現代世
界の諸地域をもとに，諸地域にみら
れる地域的特色や地球的課題などに
ついて理解すること。いくつかの地
域に区分した現代世界の諸地域をも
とに，地域の結びつき，構造や変容
などを地誌的に考察する方法などに
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代世界の諸地域について，地域
の結びつき，構造や変容などに着目
して，主題を設定し，地域的特色や
地球的課題などを多面的・多角的に
考察し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代世界の諸地域について，より
よい社会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究しようとす
ること。

・指導事項
第２章　現代世界の諸地域
序節　地域の考察方法
１節　中国
２節　韓国
３節　ASEAN諸国
４節　インド
５節　にアジアと中央アジア
６節　北アフリカとサハラ以南ア
フリカ
７節　EU諸国
８節　ロシア
９節　アメリカ合衆国
１０節　ラテンアメリカ
１１節　オーストラリアとニュー
ジーランド
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・いくつかの地域に区分した現代世界の諸地
域をもとに，諸地域にみられる地域的特色や
地球的課題などについて理解している。
いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域
をもとに，地域の結びつき，構造や変容など
を地誌的に考察する方法などについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・現代世界の諸地域について，地域の結びつ
き，構造や変容などに着目して，主題を設定
し，地域的特色や地球的課題などを多面的・
多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代世界の諸地域について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的
に追究しようとしている。

〇 〇

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

○ ○

定期考査 　
○ ○

態 配当
時数

１

学

期

A 単元　１章結びつく世界、２章
近代ヨーロッパ・アメリカ世界の
成立
【知識及び技能】
・アジア各地で大帝国が繁栄して
いたこと、ヨーロッパで成立した
主権国家体制について、その特徴
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・アジア各地に成立した大帝国、
ヨーロッパの海外進出による影響
について、その過程や背景を考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界とその中にある日本などの
狭い地域ごとに近代化による影響
を主体的に追究・考察する態度を
養う。

・指導事項
第１章結びつく世界
１　アジア諸地域の繁栄と日本
２　ヨーロッパにおける主権国家体
制の形成とヨーロッパ人の海外進出
第２章近代ヨーロッパ・アメリカ世
界の成立
１　ヨーロッパ経済の動向と産業革
命
２　アメリカ独立革命とフランス革
命
３　１９世紀前半のヨーロッパ
４　１９世紀後半のヨーロッパ
５　１９世紀のアメリカ大陸
６　西アジアの変容と南アジア・東
南アジアの植民地化
７　中国の開港と日本の開国
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・１５～１６世紀におけるアジア各地のの大
帝国の繁栄とヨーロッパで主権国家体制が成
立しその特徴について理解している。またそ
れによる与えた影響についてまとめることが
できる。
【思考・判断・表現】
・アジア各地に成立した大帝国、ヨーロッパ
の海外進出による影響について、多面的・多
角的に考えることができる。またそれらが与
えた影響がアメリカ大陸や中国や中東に近代
化のきっかけになったことを考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・江戸時代の日本の対外貿易を世界的な観点
から構築し、ヨーロッパの近代化がアメリカ
やアジアにどのような影響を与え、現在まで
影響しているのかを見出そうしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 単元　　第３章明治維新と日本
の立憲体制、第４章帝国主義の展
開とアジア
【知識及び技能】
・大政奉還後の明治新政府の成立
や外交、日本における産業革命に
ついてどのような過程で進められ
たのか理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本に新たな「国民」という意
識が誕生し、日本がどのような立
ち位置なのか、「国民」の政治参
加について当時の人々の考えを考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本がアジアで初めて近代化が
始まり、近代国家の成立により外
交や政治、産業がどのように変化
したのか追究・考察する態度を養
う。

・指導事項
第３章明治維新と日本の立憲体制
１　明治維新と諸改革
２　明治初期の対外関係
３　自由民権運動と立憲体制
第４章帝国主義の展開とアジア
１　条約改正と日清戦争
２　日本の産業革命と教育の普及
３　帝国主義と列強の展開
４　世界分割と列強の対立
５　日露戦争とその影響
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・明治新政府のもと、始められた近代化政策
について、その外交、政治について内容と過
程について理解することができる。
【思考・判断・表現】
・日本の近代化が始まり、自由民権運動や憲
法の制定について、日本にどのような影響を
与えたのか、また外交政策の変化について、
考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・アジアで初めて日本は近代化を行い、急激
な変化に伴い、外交や政治、産業がどのよう
な過程で進んだのか追究しようとしている。

○ ○ ○ 12

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・近現代の歴史の変化にかかわる諸事象につ
いて、世界とその中の日本を広く相互的な視
野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる
近現代の歴史を理解する。また諸資料から歴
史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化にかかわる事象の意味や
意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、
相互の関連や現在とのつながりなどに着目し
て、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらを基に議
論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化にかかわる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民としての自覚、我が
国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を
尊重することの大切さについての自覚などを
深める。

『歴史総合　近代から現代へ』山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（B組：谷口　修太　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

教科 地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2



1

D単元　第７章戦後の世界秩序と日
本の改革　第８章冷戦と世界経済
【知識及び技能】
・第二次世界大戦後の新しい世界
の秩序についてどのように国際社
会が作り上げていったことについ
て理解し、再び世界を巻き込む戦
いの始まりの流れについても理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際連合が設立された背景や内
容、しくみについて多面的・多角
的に考察する。また、冷戦期に二
つの自寧に分かれ、資本主義・社
会主義の利点や限界についても考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・第二次世界大戦の意義を戦後の
国際社会がどのように考え、今日
の世界にどのように反映されてい
るのかを見出そうしている。

・指導事項
第７章戦後の国際秩序と日本の改革
１　新たな国際秩序と冷戦の始まり
２　アジア諸地域の独立
３　占領下の日本と民主化
４　占領政策の転換と日本の独立
第８章冷戦と世界経済
１　集団防衛体制と核開発
２　米ソ両大国と平和共存
３　西ヨーロッパの経済復興
４　第三世界の連携と試練
５　５５年体制の成立
６　日本の高度経済成長
７　核戦争の恐怖から軍縮へ
８　冷戦構造のゆらぎ
９　世界経済の転換
１０　アジア諸地域の経済発展と市
場開放
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・第二次世界大戦後の占領下の日本や国際連
合の成立、冷戦について時系列ごとに整理
し、まとめることができる。
【思考・判断・表現】
・国際社会における国際連合の立ち位置はど
のようなものであるか、国際連合が行ったこ
とは現在にどのような影響をあたえたのかを
資料から考察している。また冷戦についても
両陣営が行った政策は現在にどのような影響
を与えたのかを考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・第二次世界大戦で起きた惨劇は現在にどの
ような影響を与えているのかについて現在の
課題と比較しながら解決できるかを追究しよ
うとしている。

〇 〇 〇

定期考査 〇 〇

E単元　第９章グローバル化する世
界　１０章現代の課題
【知識及び技能】
・冷戦の終結によるソ連の崩壊や
様々な諸課題が現れたことについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・冷戦終結後に多くの紛争が問題
となったことについて背景や要員
を多角的・多面的に考察する。ま
た、それらによる日本の影響につ
いても考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・ソ連の崩壊による影響や紛争に
の波及、環境問題など多様な課題
が顕著になったことについてどの
ような点に着目し、対応していけ
ばよいかを追究する。

・指導事項
第９章グローバル化する世界
１　冷戦の終結と国際情勢
２　ソ連の崩壊と経済のグローバル
化
３　発展途上国の民主化と独裁政権
の動揺
４　地域紛争の激化
５　国際社会のなかの日本
第１０章　現代の課題
１　現代世界の諸課題
２　現代日本の諸課題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・ソ連の社会主義体制の改革「ペレストロイ
カ」や中東の紛争問題、日本での５５年体制
の崩壊について、１つの地域だけを見るので
はなく、比較しながら理解している。
【思考・判断・表現】
・ソ連崩壊後の地域紛争やテロなど国際情勢
にどのような影響を与えたのか、多面的・多
角的に考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会の諸課題について、分析方法や視
点を設定し、他者と比較し自分の意見をより
良いものに改善しようとしている。

〇　 〇

合計

70

〇 16

1２

学

期

C単元　第５章第一次世界大戦と大
衆社会　第６章経済危機と第二次
世界大戦
【知識及び技能】
・２度の世界大戦が起きた原因と
その影響による社会の変化につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・なぜ２度の世界大戦が起きたの
かその背景を多面的・多角的に考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・２度の世界大戦、世界恐慌や世
界をはじめ日本国内の政治や産業
の変化について、多面的・多角的
に追究しようとしている。

・指導事項
第５章第一次世界大戦と大衆社会
１　第一次世界大戦とロシア革命
２　国際平和と安全保障
３　アジア・アフリカ地域の民族移
動
４　大衆消費社会と市民生活の変容
５　社会・労働運動の進展と大衆の
政治参加
第６章経済危機と第二次世界大戦
１　世界恐慌の発生と各国の対応
２　ファシズムの台頭
３　日本の恐慌と満州事変
４　日中戦争と国内外の動き
５　第二次世界大戦と太平洋戦争

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・２度の世界大戦が起きた原因と大戦後の社
会の変化について理解し、日本もどのように
変化したのかを理解している。
【思考・判断・表現】
・２度の世界大戦が起きた原因について、政
治・思想・国民の心情など様々な角度から考
察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・２度の世界大戦での世界中の産業や政治の
変化について、その背景と展開について様々
な地域の状況を比較しながら検討しようとし
ている。

〇 〇 〇 13

定期考査

13

３

学

期

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を
身に付けるようにする。

運動や健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

天野・中田

新高等保健体育（大修館）

保健体育

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に
取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違いを大切にしようと
するなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を
確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実
生活への取り入れ方などを理解できるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計
画を立て、実生活に役立てる力を養う。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、
互いに助け合い高め合おうとすること、一人一
人の違いに応じた動きなどを大切にしようとす
ること、合意形成に貢献しようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとする態度を養
う。

・指導事項
体ほぐしの運動
補強運動
新体力テスト

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実
生活への取り入れ方などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計
画を立て、実生活に役立てることができる。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、
互いに助け合い高め合おうとすること、一人一
人の違いに応じた動きなどを大切にしようとす
ること、合意形成に貢献しようとすることなど
や、健康・安全を確保しようとしている。

○ ○ ○ 6



E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
アルティメット、テニ
ス

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
スポーツの発祥と発展

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○

○ 16

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐ力を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保しようとする態度を養
う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ、背泳
ぎ、バタフライ

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 6

○ ○ 2



2
学
期

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐ力を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保しようとする態度を養
う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ、背泳
ぎ、バタフライ

・教材
教科書、プリント、各用
具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解
決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などを理解するとともに、
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己
の責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 10

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
【選択】バレーボー
ル、バスケットボー
ル、卓球、バドミント
ン、サッカー、ソフト
ボール、アルティメッ
ト、テニス

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 20



2
学
期

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
運動・スポーツの学び方

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 2

3
学
期

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保しようとする態度を養う。

・指導事項
【選択】バレーボー
ル、バスケットボー
ル、卓球、バドミント
ン、サッカー、ソフト
ボール、アルティメッ
ト、テニス

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい、
技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題
解決の方法、競技会の仕方などを理解するとと
もに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己やチームの考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、合意形成に
貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、互い
に助け合い高め合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 6

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
豊かなスポーツライフの
設計

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展、運動やスポーツの効果的な学習の仕方、豊
かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 2

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校令和６年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 2 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
期末考査

○ ○

中間考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

⑴ 情報社会の進展と情報技術
【知識及び技能】
　情報技術の発展の歴史を踏まえ，情報社会の進
展やコミュニケーションの多様化，人の知的活動
への影響について理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　情報技術の発展や情報社会の進展を踏まえ，コ
ミュニケーションが多様化する社会におけるコン
テンツの創造と活用の意義，人の知的活動が変化
する社会における情報システムの創造やデータ活
用の意義について考察する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報や情報技術を活用することにより，問題の
発見と解決の提案を行う一連の活動を通して，生
徒が主体となって話し合い，よりよい解決方法の
実現を目指す資質・能力を養う．

(理論編)１章 情報社会
01 情報社会の進展と情報技術
02 コミュニケーションの多様化
03 人間の知的活動へ影響
　・章末資料
　・１章のまとめ
　・章末問題

(実習編)１章 情報社会
01 うわさの研究
02 地域のデータを可視化しよう
03 人工知能と仕事を考える
04 POSシステムを調べる

【知識・技能】
・情報技術を適切に活用する方法やコミュニ
ケーションの手段の特徴を理解している．
・社会を支える情報システムについて理解して
いる．
【思考・判断・表現】
・情報社会の進展で発生しうる問題に対応する
方法について考えるとともに，身近な情報シス
テムがどのように連携されているのかを考察す
ることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・人工知能と仕事との関わりや生成AIの活用方
法について提案しようとしている．

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

⑵ コミュニケーションとコンテンツ
【知識及び技能】
　多様なコミュニケーションの形態とメディアの
特性を踏まえて，文字，音声，静止画，動画など
を組み合わせたコンテンツを制作する技能を身に
付け，コンテンツを様々な手段で適切かつ効果的
に社会に発信する方法を理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や状況に応じて，コミュニケーションの形
態を考え，文字，音声，静止画，動画などを選択
し，組合せを考えながら，情報デザインに配慮し
たコンテンツを制作し，コンテンツを社会に発信
したときの効果や影響を考え，発信の手段やコン
テンツを評価して改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　文字，音声，静止画，動画などを組み合わせた
コンテンツを制作して発信する際に，情報デザイ
ンに配慮しながらグループで協働して取り組み，
評価や改善を通じてよりよいコンテンツを制作し
たり発信したりするための資質・能力を養う．

(理論編)２章 コンテンツ
04 メディアの特性と利用
05 コンテンツの制作
06 コンテンツの発信
　・章末資料
　・２章のまとめ
　・章末問題

(実習編)２章 コンテンツ
05 プログラムで絵を描こう
06 3Dの新製品の開発をしよう
07 キャラクターを動かそう
08 楽しく体を動かそう
09 情報をまとめよう
10 学校PRプロジェクト
11 情報のチェックリストを作ろう
12 プロジェクションマッピング

【知識・技能】
・コミュニケーションの形態とメディアの利用
方法について理解している．
【思考・判断・表現】
・効果的なコミュニケーションの形態とメディ
アの特性との組み合わせを判断しつつ，メディ
アを統合したコンテンツを制作するための具体
的な方法を考えることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・実際の記事や広告の内容を多角的な視点で検
証しながら，制作したコンテンツの内容を振り
返り，生成AIを検証の手段として活用しようと
している． ○ ○ ○ 15

情報Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・多様なコミュニケーションの実現，情報システ
ムや多様なデータの活用について理解を深め技能
を習得するとともに，情報技術の発展と社会の変
化について理解を深めるようにする．

・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的，創造的に活用する力を養う．

・情報と情報技術を適切に活用するとともに，新た
な価値の創造を目指し，情報社会に主体的に参画
し，その発展に寄与する態度を養う．

「情報Ⅱ」（東京書籍）

「情報Ⅱ 学習ノート」（東京書籍）

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
・情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と
人との関わりについての理解を深めるようにする．

・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を
養う．

情報 情報Ⅱ（３類系）
情報 情報Ⅱ（３類系）

（B組：浅沼翔太）

・情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う．



３
学
期

(5) 情報と情報技術を活用した問題発見・解決の
探究
【知識及び技能】
　多様なコミュニケーションの実現，情報システ
ムや多様なデータの活用について理解を深め技能
を習得するとともに，情報技術の発展と社会の変
化について理解を深めるようにする．
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的，創造的に活用する力を養う．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を適切に活用するとともに，新
たな価値の創造を目指し，情報社会に主体的に参
画し，その発展に寄与する態度を養う．

(理論編)
・「情報Ⅱ」のまとめ

(実習編)
・「情報Ⅱ」のまとめ

＊生徒の興味・関心や学校の実態
に応じて，コンピュータや情報シ
ステムの基本的な仕組みと活用，
コミュニケーションのための情報
技術の活用，データを活用するた
めの情報技術の活用，情報社会と
情報技術の中から課題を設定して
問題の発見・解決に取り組ませ
る。

【知識・技能】
・これまでの「情報Ⅱ」の学習内容を通じて，
情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発
見・解決する方法について理解を深めている．
【思考・判断・表現】
・これまでの「情報Ⅱ」の学習内容を通じて，
様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力が養われている．
【主体的に学習に取り組む態度】
・これまでの「情報Ⅱ」の学習内容を通じて，
情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度が身に付いてい
る．

○ ○ ○ 16

1

⑷ 情報システムとプログラミング
【知識及び技能】
　情報システムにおける情報の流れや処理の仕組
み，情報セキュリティを確保する方法や技術，情
報システムの設計を表記する方法，設計，実装，
テスト，運用等のソフトウェア開発のプロセスと
プロジェクト・マネジメント，プログラムを制作
する方法について理解し，その技能を身に付け
る．
【思考力、判断力、表現力等】
　情報システムによって提供されるサービスの在
り方や社会に果たす役割と及ぼす影響について考
察しながら，開発の効率や運用の利便性に配慮し
て設計し，情報システムを構成するプログラムを
制作する過程について改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報システムの設計に関する一連の過程を通し
て，作品の自己評価や相互評価を行い，それに基
づいて情報システムを評価して改善する．

(理論編)４章 情報システム
13 情報システム
14 情報セキュリティ技術
15 情報システムの設計
16 情報システムのプログラム
　・章末資料
　・４章のまとめ
　・章末問題

(実習編)４章 情報システム
19 ニャブレットを探せ！
20 顔検出とARを体験しよう
21 小さな情報システムを作ろう
22 テキストマイニングしてみよう
23 掲示板システムを作ろう

【知識・技能】
・情報システムを構成する具体的な情報技術や
情報セキュリティを確保する技術について理解
している．
【思考・判断・表現】
・情報システムを設計するために必要な信頼性
について考えるとともに，情報システムのトラ
ブルを防ぐための適切なセキュリティ対策を判
断することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・ARのメカニズムについて科学的に考察すると
ともに，生成AIを活用して様々な応用事例に関
する事柄を調べようとしている．

○ ○ ○

70

1
２
学
期

⑶ 情報とデータサイエンス
【知識及び技能】
　多様かつ大量のデータの存在やデータ活用の有
用性，データサイエンスが社会に果たす役割につ
いて理解し，目的に応じた適切なデータの収集や
整理，整形やデータに基づく現象のモデル化や
データ処理の結果を基にモデルを評価し改善する
技能を身に付ける．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて，適切なデータを収集して整理
し，整形しながら，将来の現象を予測したり，複
数の現象間の関連を明らかにしたりするために，
適切なモデル化や処理，解釈・表現を行い，モデ
ルやデータ処理の結果を評価し，モデル化や処
理，解釈・表現の方法を改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報技術が発達しても人間の判断が必要な部分
があるのかについて討論することを通して，デー
タサイエンスを用いた問題の解決に必要となる資
質・能力を養う．

(理論編)３章 データサイエンス
07 社会にあふれるデータ
08 データベースの管理と操作
09 データの収集と整理
10 データの分析と分類
11 モデルの評価と検証
12 機械学習と人工知能
　・章末資料
　・３章のまとめ
　・章末問題

(実習編)３章 データサイエンス
13 データを地図上に可視化する
14 ガチャは何回引けば当たるのか
15 データを整理しよう
16 キーボードの配列を研究しよう
17 星座ランキングを分析しよう
18 好きなものをマップにしよう

【知識・技能】
・データの特性やデータを分析する方法につい
て理解している．
・機械学習と人工知能を活用したデータ分析の
手法について理解している．
【思考・判断・表現】
・データベースを操作するための命令について
考えるとともに，目的に応じて内容を分析する
方法を判断することができる．
・分析結果の適切さについて考察しながら，機
械学習での教師あり学習と教師なし学習の違い
について判断することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・シミュレーションのプログラムやモデルの数
式を変更して，より実践的なデータ分析を試み
ようとしている．

○ ○ ○ 15

中間考査

10

期末考査
○ ○

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和6年度                教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ 組

教科担当者：（　Ｂ組：　伊藤・浅沼　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

水産 海洋情報演習
水産 海洋情報演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

なし

水産

水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

海洋情報演習

海洋産業におけるＩＣＴ機器の活用について、理解
を深め、その技術を身に付けるようにする。

　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う．

　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報
社会に主体的に参画する態度を養う．

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

ＰＣ基本スキルの習得
【知識及び技能】
　目的に応じた基本的な技術を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じたソフトや適切な表現方法について
模索し、表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報
技術を活用し，自ら評価し改善するとともに，望
ましい情報社会の構築に寄与しようとさせる。

・Ｗｏｒｄ
　基本スキル
　各機能の選択

・Ｅｘｃｅｌ
　基本スキル
　各機能の選択
　
・Ｐｏｗｅｒｐｏｉｎｔ
　基本スキル
　各機能の選択

・長所を活かした選択
　差し込み印刷等の各ソフトの組
合せ

【知識・技能】
　目的に応じた基本的な技術を身に付いてい
る。

【思考・判断・表現】
　目的に応じたソフトや適切な表現方法につい
て模索し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情
報技術を活用し，自ら評価し改善するととも
に，望ましい情報社会の構築に寄与しようとし
ている。

○ ○ ○ 10

16

動画作成
【知識及び技能】
　目的に応じた編集等の基本的な技術を身に付け
させる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じた構成、適切な表現方法について模
索し、表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　動画編集について問題の発見・解決に向けて主
体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し改善
するとともに，望ましい情報社会の構築に寄与し
ようとさせる。

・撮影計画の立案
　Powerpointを使った絵コンテの
作成

・撮影方法の選択
　目的に応じた撮影機器の選択
　撮影方法について

・動画編集
　適切なトリミング
　画面切り替えの効果

動画作成
【知識及び技能】
　目的に応じた編集等の基本的な技術が身に付
いている。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じた構成、適切な表現方法について
模索し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　動画編集について問題の発見・解決に向けて
主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し
改善するとともに，望ましい情報社会の構築に
寄与しようとしている。

○ ○ ○



○ 16

動画発信
【知識及び技能】
　目的に応じた動画の放映、発信等の基本的な技
術を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じた動画の放映、発信方法について模
索し、表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　動画発信について問題の発見・解決に向けて主
体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し改善
するとともに，望ましい情報社会の構築に寄与し
ようとさせる。

発信方法の選択
・ターゲットに合わせた発信方法
の選択

放映ブースの設営
・放映するための周辺機器の取り
扱い
・放映するための機器の設置

動画発信
【知識及び技能】
　目的に応じた動画の放映、発信等の基本的な
技術を身に付いている。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じた動画の放映、発信方法について
模索し、表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　動画発信について問題の発見・解決に向けて
主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し
改善するとともに，望ましい情報社会の構築に
寄与しようとしている。

○ ○

○ ○ 10

３
学
期

情報デザインⅡ
（Webページ制作と生成ＡＩ）
【知識及び技能】
　目的や状況に応じて受け手にとって分かりやす
いWebページを制作する活動を通じて，情報の科学
的な見方・考え方を働かせて，メディアの特性や
コミュニケーション手段の特徴について科学的に
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　効果的なコミュニケーションを行うための情報
デザインの考え方や方法を身に付け，コンテンツ
を表現し，評価し改善する。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を活用して効果的なコミュニ
ケーションを行おうとする態度，情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

・情報デザインの応用
　抽象化の技法とその応用
　可視化の技法とその応用
　構造化の技法とその応用

・Webページ制作
　メディアとしてのWebページ
　効果的な表現技法

・生成ＡＩの活用
　機械学習とコード生成
　ＡＩの活用における注意点
　ハルシネーション

・【応用】３次元コンピュータグ
ラフィックス
　３次元コンピュータグラフィッ
クスの基礎
　３次元コンピュータグラフィッ
クスの応用
　生成ＡＩとの関わり

【知識・技能】
　情報デザインの理論を理解し、メディアとし
てのWebページが持っている特性について、科
学的な根拠に基づいて理解している。

【思考・判断・表現】
　情報デザインの視点によって必要な情報を抽
象化、可視化、構造化してWebページを表現す
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　Webページの制作の場面において、生成ＡＩ
を活用できる方法を見出そうとしている。 ○ ○ ○

２
学
期

情報デザインⅠ
（ポスター制作と生成ＡＩ）
【知識及び技能】
　目的や状況に応じて受け手にとって分かりやす
いポスターを制作する活動を通じて，情報の科学
的な見方・考え方を働かせて，メディアの特性や
コミュニケーション手段の特徴について科学的に
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　効果的なコミュニケーションを行うための情報
デザインの考え方や方法を身に付け，コンテンツ
を表現し，評価し改善する。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を活用して効果的なコミュニ
ケーションを行おうとする態度，情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

・情報デザインの基礎
　抽象化
　可視化
　構造化

・ポスター制作
　メディアとしてのポスター
　メディア創作ソフトウェア
　効果的な表現技法

・生成ＡＩの活用
　機械学習
　生成ＡＩとは
　ＡＩの活用における注意点
　ハルシネーション

【知識・技能】
　情報デザインの理論を理解し、メディアとし
てのポスターが持っている特性について、科学
的な根拠に基づいて理解している。

【思考・判断・表現】
　情報デザインの視点によって必要な情報を抽
象化、可視化、構造化してポスターを表現する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　ポスターの制作の場面において、生成ＡＩを
活用できる方法を見出そうとしている。

○

17

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 小型船舶（海洋産業系）

水産 小型船舶（海洋産業系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

小型船舶（海洋産業系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

今西・伊藤

小型船舶操縦士上級Ⅰ・Ⅱ、小型船舶実技教本

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

小型船舶の安全活適切な操船について体系
的・系統的に理解するとともに、関連する技
術を身に付けるようにする。

小型船舶の安全かつ適切な操船に関する課題
を発見し、漁業生産など海上業務に従事する
者として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

小型船舶の安全かつ適切な操船や漁業生産な
への活用を目指して自ら学び、水産業や海洋
関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

16

配当
時数

１
学
期

１．小型船舶の取扱い
【知識及び技術】
　小型船舶の取扱いについて理解
するとともに，関連する技術を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型船舶の取扱いに関する課題
を発見し，発航前の準備及び点検
に着目して合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型船舶の取扱いについて自ら
学び，発航前点検，エンジンの運
転・状態確認まで主体的かつ協働
的に取り組む。

１．小型船舶の取扱い
　【りゅうおうⅡ・はぶⅠ･Ⅱ】
（１）発行前の準備及び点検
（２）解らん・係留
（３）結索
（４）方位測定

【知識・技術】
　小型船舶の取扱いについて理解するとと
もに，関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　小型船舶の取扱いに関する課題を発見
し，発航前の準備及び点検に着目して合理
的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の取扱いについて自ら学び，発
航前点検，エンジンの運転・状態確認まで
主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 6

２．小型船舶の操縦Ⅰ
【知識及び技術】
　小型船舶の操縦について理解す
るとともに，小型船舶の運航の安
全を確保するための基本的な操船
技術及び状況に応じた操船技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型船舶の安全な運航の確保に
関する課題を発見し，基本的な操
船技術及び状況に応じた操船技術
に着目して合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型船舶の操縦について自ら学
び，実際の航海に活用できるよう
に主体的かつ協働
的に取り組む。

２．操縦Ⅰ
　【りゅうおうⅡ・はぶⅠ･Ⅱ】
基本操縦
（１）安全確認
（２）発進・直進・停止
（３）後進
（４）変針・旋回
（５）蛇行（連続旋回）
応用操縦
（１）避航操船
（２）離岸・着岸
（３）人命救助

【知識・技術】
　小型船舶の操縦について理解するととも
に，小型船舶の運航の安全を確保するため
の基本的な操船技術及び状況に応じた操船
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　　小型船舶の安全な運航の確保に関する
課題を発見し，基本的な操船技術及び状況
に応じた操船技術に着目して合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の操縦について自ら学び，実際
の航海に活用できるように主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

8

定期考査

○ ○

３．機関（上級）
【知識及び技術】
　小型船舶の機関について理解す
るとともに，関連する技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型船舶の機関に関する課題を
発見し，機関の保守整備や機関故
障時の対処の方法に着目して合理
的かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　機関の保守整備について自ら学
び，機関の正しい取扱いや機関故
障時の対処に主体的かつ協働的に
取り組む。

３．機関（上級）
（１）機関の取扱い
（２）機関の保守整備
（３）機関故障時の対応

【知識・技術】
　小型船舶の機関について理解するととも
に，関連する技術を身に付けようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
　小型船舶の機関に関する課題を発見し，
機関の保守整備や機関故障時の対処の方法
に着目して合理的かつ創造的に解決しよう
としている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　機関の保守整備について自ら学び，機関
の正しい取扱いや機関故障時の対処に主体
的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○



３．小型船舶の操縦Ⅱ
【知識及び技術】
　小型船舶の操縦について理解す
るとともに，小型船舶の運航の安
全を確保するための基本的な操船
技術及び状況に応じた操船技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型船舶の安全な運航の確保に
関する課題を発見し，基本的な操
船技術及び状況に応じた操船技術
に着目して合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型船舶の操縦について自ら学
び，実際の航海に活用できるよう
に主体的かつ協働
的に取り組む。

２．操縦Ⅱ
　【とうしきⅠ･Ⅱ、おどりこ】
基本操縦
（１）安全確認
（２）発進・直進・停止
（３）後進
（４）変針・旋回
（５）蛇行（連続旋回）
応用操縦
（１）離岸・着岸
（２）人命救助
（３）アンカーリング

【知識・技術】
　小型船舶の操縦について理解するととも
に，小型船舶の運航の安全を確保するため
の基本的な操船技術及び状況に応じた操船
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　　小型船舶の安全な運航の確保に関する
課題を発見し，基本的な操船技術及び状況
に応じた操船技術に着目して合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の操縦について自ら学び，実際
の航海に活用できるように主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○ ○

３
学
期

６．航海計画
【知識及び技術】
　航海計画の立案及び船位測定、
海図作業などの知識・技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　航海計画を通して安全な運航の
確保に関する課題を発見し，基本
的な操船技術及び状況に応じた操
船技術に着目して合理的かつ創造
的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　航海計画について自ら学び，実
際の航海に活用できるように主体
的かつ協働的に取り組む。

６．航海計画
（１）海図による船位・針路・距
離の求め方
（２）水路誌・ヨッティング
チャート等による調査
（３）レーダーによる船位・針
路・距離の測定・確認

【知識・技術】
　航海計画の立案及び船位測定、海図作業
などの知識・技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　航海計画を通して安全な運航の確保に関
する課題を発見し，基本的な操船技術及び
状況に応じた操船技術に着目して合理的か
つ創造的に解決しようとしている。。
【主体的に学習に取り組む態度】
　航海計画について自ら学び，実際の航海
に活用できるように主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ ○ 16

定期考査

２
学
期 ４．小型船舶の操縦Ⅲ

【知識及び技術】
　小型船舶の操縦について理解す
るとともに，小型船舶の運航の安
全を確保するための基本的な操船
技術及び状況に応じた操船技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型船舶の安全な運航の確保に
関する課題を発見し，基本的な操
船技術及び状況に応じた操船技術
に着目して合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型船舶の操縦について自ら学
び，実際の航海に活用できるよう
に主体的かつ協働的に取り組む。

２．操縦Ⅲ
　【特殊小型船舶　海洋Ⅰ・Ⅱ】
基本操縦
（１）安全確認
（２）発進・直進・停止
（３）後進
（４）変針・旋回
（５）蛇行（連続旋回）
応用操縦
（１）離岸・着岸
（２）人命救助
（３）アンカーリング

【知識・技術】
　小型船舶の操縦について理解するととも
に，小型船舶の運航の安全を確保するため
の基本的な操船技術及び状況に応じた操船
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　　小型船舶の安全な運航の確保に関する
課題を発見し，基本的な操船技術及び状況
に応じた操船技術に着目して合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の操縦について自ら学び，実際
の航海に活用できるように主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○

○ 16

70
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 総合実習（海洋産業系）

水産 総合実習（海洋産業系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

総合実習（海洋産業系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

今西・伊藤・鈴木・伊藤（美）

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

水産や海洋の各分野について総合的に捉え体
系的・系統的に理解するとともに、関連する
技術を身に付けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、水産業や
海洋関連産業に関わる者として解決策を探究
し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

水産や海洋の各分野に関する総合的な知識と
技術の実務への活用を目指して自ら学び、水
産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１スプライス
（１）ショート・スプライス
（２）カット・スプライス
（３）アイ・スプライス
（４）バック・スプラス
（５）ウォール・ノット
（６）クラウン・ノット
（７）シングル・マッシュ・
ウォーカー
（８）ダブル・マッシュ・ウォー
カー

【知識・技術】
　基本的なロープワークについて理解する
とともに、関連する技術を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
　ロープワークに関する課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ロープワークについて自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

１．ドローン実習
【知識及び技術】
　ドローンに関するより実用的な
内容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ドローンの利活用における課題
を発見し，合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ドローンの利活用に関する意義
や現状を自ら学び，主体的かつ協
働的に取り組む。

・法令
・基本技術
・屋外での撮影
・撮影計画の立案
・撮影したデータの活用

【知識・技術】
　ドローンに関するより実用的な内容につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　ドローンの利活用における課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決しようとして
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ドローンの利活用に関する意義や現状を
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 12

２．ロープワーク
【知識及び技術】
　基本的なロープワークについて
理解するとともに、関連する技術
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
ロープワークに関する課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ロープワークについて自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組
む。

３．ダイビング実習
【知識及び技術】
　ダイビングについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングに関する課題を発見
し，水産や海洋での諸活動を安全
かつ適切に行う者として合理的か
つ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　水産や海洋におけるダイビング
の活用を目指して自ら学び，水産
業や海洋関連産業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組
む。

１．ナビゲーション
　①ナチュラルナビゲーション
　②コンパスナビゲーション
２．サーチ＆リカバリー
　①サークルサーチ
　②ジャックステイ
　③リフトバック

【知識及び技術】
　ダイビングについて体系的・系統的に理
解するとともに，関連する技術を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングに関する課題を発見し，水産
や海洋での諸活動を安全かつ適切に行う者
として合理的かつ創造的に解決しようとし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　水産や海洋におけるダイビングの活用を
目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 12



２
学
期

４．ウィンドサーフィン実習
【知識及び技術】
　ウインドサーフィンについて体
系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　ウインドサーフィンに関する課
題を発見し，海洋での諸活動を安
全かつ適切に行う者として合理的
かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋などにおけるウインドサー
フィンの円滑かつ安全な実施を目
指して自ら学び，水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む。

１．セイリング基礎技術
（１）ウインドクロックを意識し
たセイリング
（２）タッキング
（３）ジャイビング
（４）ビーチスタート

【知識及び技術】
　ウインドサーフィンについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連する技術を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ウインドサーフィンに関する課題を発見
し，海洋での諸活動を安全かつ適切に行う
者として合理的かつ創造的に解決しようと
している。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋などにおけるウインドサーフィンの
円滑かつ安全な実施を目指して自ら学び，
水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に
主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

定期考査

３
学
期

６．編網
【知識及び技術】
　編網の基本的な内容について理
解するとともに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　編網における課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　編網について自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組む。

１．編網
（１）用具
（２）編網方法

【知識及び技術】
　編網の基本的な内容について理解すると
ともに，関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　編網における課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　編網について自ら学び，主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。 ○ ○

14

５．フィッシング実習
【知識及び技術】
　フィッシングの基本的な内容に
ついて理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　フィッシングにおける課題を発
見し、合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　フィッシングについて自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組
む。

１．海洋実習
（１）船釣り

【知識及び技術】
　フィッシングの基本的な内容について理
解するとともに，関連する技術を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　フィッシングにおける課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　フィッシングについて自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

70
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 課題研究（海洋産業系）

水産 課題研究（海洋産業系） 3

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

課題研究（海洋産業系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

今西・伊藤・片桐・鈴木・伊藤（美）

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

水産や海洋の各分野について体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、水産業や
海洋関連産業に関わる者として解決策を探究
し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１．基本技術
　メンテナンス
　基本的なパドルワーク
　
２．応用技術
　ローブレース
　ハイブレース
　セルフレスキュー
　グループレスキュー

【知識・技術】
　カヤックに関するより実用的な内容につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　カヤックにおける課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　カヤックを通してダイビングの意義や現
状を自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

○ ○ ○ 18

配当
時数

１
学
期

１．ダイビング技術
【知識及び技術】
　ダイビングに関するより実用的
な内容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングにおける課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングの意義や現状を自ら
学び，主体的かつ協働的に取り組
む。

１．プール実技
（１）水中作業
（２）レスキュー
（３）水中作業
２．海洋実技
（１）ビーチダイビング
（２）コンパスナビゲーション
（３）ナチュラルナビゲーション
（４）ボートダイビング

【知識・技術】
　ダイビングに関するより実用的な内容に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
　ダイビングにおける課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングを通してダイビングの意義や
現状を自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇 15

２．カヤック
【知識及び技術】
　カヤックに関するより実用的な
内容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　カヤックにおける課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　カヤックについて自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組む。

３．水上安全法（海）
【知識及び技術】
　海洋における水上安全法につい
て理解するとともに，関連する技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋における水上安全法に関す
る課題を発見し，合理的かつ創造
的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋における水上安全法につい
て自ら学び，主体的かつ協働的に
取り組む。

３．水上安全法
（１）波・カレント
（２）救助用機材・器具
（３）手信号
（４）搬送方法

３．水上安全法（海）
【知識及び技術】
　海洋における水上安全法について理解す
るとともに，関連する技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋における水上安全法に関する課題を
発見し，合理的かつ創造的に解決しようと
している。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋における水上安全法について自ら学
び，適切な機器の取扱いに主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。。

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○

２
学
期

４．ウィンドサーフィン技術
【知識及び技術】
　ウインドサーフィンに関するよ
り実用的な内容について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　ウインドサーフィンにおける課
題を発見し，合理的かつ創造的に
解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ウインドサーフィンについて自
ら学び，主体的かつ協働的に取り
組む。

４．ウインドサーフィン技術
（１）状況に応じたセッティング
（２）色々な角度からのセイル
アップ
（３）セイリング・アングル
（４）タッキング
（５）ジャイビング
（６）ビーチスタート

【知識・技術】
　ウインドサーフィンに関するより実用的
な内容について理解している。
【思考・判断・表現】
　ウインドサーフィンにおける課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決しようとして
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ウインドサーフィンを通してダイビング
の意義や現状を自ら学び，主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 18

定期考査

24

定期考査

５．特殊小型船舶を活用した救助
【知識及び技術】
　小型特殊船舶を活用した救助に
ついて理解するとともに，関連す
る技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型特殊船舶を活用した救助に
関する課題を発見し，合理的かつ
創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型特殊船舶を活用した救助に
ついて自ら学び，主体的かつ協働
的に取り組む。

５．特殊小型船舶を活用した救助
技術
（１）救助用機材
（２）ドライバ－・レスキュア－
の役割
（３）操縦技術
（４）課題実習

【知識及び技術】
　小型特殊船舶を活用した救助について理
解するとともに，関連する技術を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　小型特殊船舶を活用した救助に関する課
題を発見し，合理的かつ創造的に解決しよ
うとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　小型特殊船舶を活用した救助について自
ら学び，主体的かつ協働的に取り組もうと
している。。

○ ○ ○



２
学
期

12

３
学
期

６．ダイビング器材の保守・点検
【知識及び技術】
　ダイビング器材の保守・点検に
関するより実用的な内容について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビング器材の保守・点検に
おける課題を発見し，合理的かつ
創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビング器材の保守・点検の
意義や現状を自ら学び，主体的か
つ協働的に取り組む。

７．ダイビング器材保守・点検
（１）保守・点検方法

【知識及び技術】
　ダイビング器材の保守・点検に関するよ
り実用的な内容について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビング器材の保守・点検における課
題を発見し，合理的かつ創造的に解決しよ
うとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビング器材の保守・点検の意義や現
状を自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

3

６．ダイビング課題実習
【知識及び技術】
　ダイビングに関するより実用的
な内容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングにおける課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングの意義や現状を自ら
学び，主体的かつ協働的に取り組
む。

６．課題実習（海洋）
（１）潜水事前準備
（２）潜水現場での確認事項
（３）エントリー前の確認事項
（４）潜水中の注意事項
（５）エキジット後の確認事項
（６）潜水後の片付け
（７）潜水記録

【知識・技術】
　ダイビングに関するより実用的な内容に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
　ダイビングにおける課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングを通してダイビングの意義や
現状を自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

合計
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 ダイビング（海洋産業系）

水産 ダイビング（海洋産業系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ダイビング（海洋産業系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

今西

潜水士テキスト

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

ダイビングについて体系的・系統的に理解し
ているとともに、関連する技術を身に付ける
ようにする。

ダイビングに関する課題を発見し、海洋や河
川などの自然環境を活用する者として合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

水産や海洋におけるダイビングの活用を目指
して自ら学び，水産業や海洋関連
産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

２．ダイビングの環境
（１）圧力・温度
（２）浮力
（３）気体の性質
（４）水中での視覚・聴覚
（５）海の流れ
（６）海洋生物

【知識・技術】
　ダイビングの環境について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　ダイビングの環境に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決しようとして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングの環境について自ら学び，人
体に及ぼす影響や物理的な要因や環境を通
し主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 12

配当
時数

１
学
期

１．ダイビングの概要
【知識及び技術】
　ダイビングに関する基本的な内
容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングにおける課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングを通してダイビング
の意義や現状を自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組む。

１．ダイビングの概要
（１）ダイビングの歴史
（２）潜水者の適性
（３）ダイビングの種類

【知識・技術】
　ダイビングに関する基本的な内容につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
　ダイビングにおける課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングを通してダイビングの意義や
現状を自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇 4

２．ダイビングの環境
【知識及び技術】
　ダイビングの環境について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングの環境に関する課題
を発見し，合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングの環境について自ら
学び，人体に及ぼす影響や物理的
な要因や環境を通し主体的かつ協
働的に取り組む。

1

３．ダイビング機器
【知識及び技術】
　ダイビング機器について理解す
るとともに，関連する技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビング機器に関する課題を
発見し，合理的かつ創造的に解決
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビング機器の構造や使用法
などについて自ら学び，適切な機
器の取扱いに主体的かつ協働的に
取り組む。

３．ダイビング機器
（１）スクーバ式
（２）ヘルメット式
（３）全面マスク式
（４）その他の機器

【知識・技術】
　ダイビング機器について理解するととも
に，関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ダイビング機器に関する課題を発見し，
合理的かつ創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビング機器の構造や使用法などにつ
いて自ら学び，適切な機器の取扱いに主体
的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

1
定期考査

○ ○

○ ○ 1２
学
期

４．ダイビング技術
【知識及び技術】
　ダイビング技術について理解す
るとともに，関連する技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングの技術の習得に関す
る課題を発見し，合理的かつ創造
的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングにおける適切かつ安
全な送気法，潜降法及び浮上法な
どを自ら学び，主体的かつ協働的
に取り組む。

４．ダイビング技術
（１）送気法
（２）潜降法
（３）浮上法
（４）水中調査及び水中作業

【知識・技術】
　ダイビング技術について理解するととも
に，関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ダイビングの技術の習得に関する課題を
発見し，合理的かつ創造的に解決しようと
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングにおける適切かつ安全な送気
法，潜降法及び浮上法などを自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査

18

定期考査
○ 1

５．ダイビングの生理
【知識及び技術】
　ダイビングの生理について理解
するとともに，関連する技術を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングの生理に関する課題
を発見し，合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　ダイビングの生理について自ら
学び，人体に及ぼす影響やダイビ
ングによる障害や対策または救急
処置に主体的かつ協働的に取り組
む。

５．ダイビングの生理
（１）ダイビングの人体に及ぼす
影響
（２）ダイビングによる障害と対
策
（３）救急処置

【知識・技術】
　ダイビングの生理について理解するとと
もに，関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ダイビングの生理に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決しようとして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ダイビングの生理について自ら学び，人
体に及ぼす影響やダイビングによる障害や
対策または救急処置に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○



３
学
期

６．ダイビング関係法規
【知識及び技術】
　安全なダイビングを実施するた
めに必要なダイビング関係法規に
関する基本的な内容について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイビングに必要な法規につい
ての課題を発見し，合理的かつ創
造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
　安全なダイビングを実施するた
めに必要な関係法規などの適切な
運用について自ら学び，主体的か
つ協働的に取り組む。

７．ダイビング関係法規
（１）労働安全衛生法
（２）高気圧作業安全衛生規則
（３）漁業に関する法令

【知識・技術】
　安全なダイビングを実施するために必要
なダイビング関係法規に関する基本的な内
容について理解している。
【指導・判断】
　ダイビングに必要な法規についての課題
を発見し，合理的かつ創造的に解決しよう
としている。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全なダイビングを実施するために必要な
関係法規などの適切な運用について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 6

70

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 総合実習（船舶運航系）

水産 総合実習（船舶運航系） 6

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

総合実習（船舶運航系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

早川、小湊、網谷、佐藤真、木村、（鈴木）

船舶運用、航海・計器、図説海上衝突予防法・海上交通安全法・港則法

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

水産や海洋の各分野について総合的に捉え体
系的・系統的に理解するとともに、関連する
技術を身に付けるようにする。

水産や海洋の各分野に関する課題を発見し、
水産業や海洋関連産業に関わる者として合理
的かつ創造的に解決する力を養う。

水産や海洋の各分野に関する総合的な知識と
技術の実務への活用を目指して自ら学び、水
産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

乗船実習
【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体
系的・系統的に理解するとともに
関連する技術を身に付け、船舶の
運航に必要な知識・技術を習得す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，
水産業や海洋関連産業に関わる者
として合理的かつ創造的に解決策
を見いだす。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と
技術の実務への活用を目指して自
ら学び，水産業や海洋関連産業の
振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む。

〇航海実習
　・船内生活
　・出入港作業
　・航海当直業務
　・食事当番
　・避難訓練
〇海洋・気象観測
　・海上気象通報に関する観測
　・海況漂流物等目視調査実習
　・データ入力・分析・通報
〇寄港地活動
　・水産関係施設見学
　・船舶関係施設見学
　・寄港地関係施設見学

【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体系的・系
統的に理解するとともに関連する技術を身
に付け、船舶の運航に必要な知識・技術を
習得している。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，水産業や
海洋関連産業に関わる者として合理的かつ
創造的に解決策を見いだそうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と技術の実
務への活用を目指して自ら学び，水産業や
海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 70

〇

２
学
期

乗船実習
【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体
系的・系統的に理解するとともに
関連する技術を身に付け、船舶の
運航に必要な知識・技術を習得す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，
水産業や海洋関連産業に関わる者
として合理的かつ創造的に解決策
を見いだす。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と
技術の実務への活用を目指して自
ら学び，水産業や海洋関連産業の
振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む。

〇航海実習
　・船内生活
　・出入港作業
　・航海当直業務
　・食事当番
　・避難訓練
〇海洋・気象観測
　・海上気象通報に関する観測
　・海況漂流物等目視調査実習
　・データ入力・分析・通報
〇寄港地活動
　・水産関係施設見学
　・船舶関係施設見学
　・寄港地関係施設見学

【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体系的・系
統的に理解するとともに関連する技術を身
に付け、船舶の運航に必要な知識・技術を
習得している。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，水産業や
海洋関連産業に関わる者として合理的かつ
創造的に解決策を見いだそうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と技術の実
務への活用を目指して自ら学び，水産業や
海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。

〇

210

合計

〇 90

３
学
期

乗船実習
【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体
系的・系統的に理解するとともに
関連する技術を身に付け、船舶の
運航に必要な知識・技術を習得す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，
水産業や海洋関連産業に関わる者
として合理的かつ創造的に解決策
を見いだす。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と
技術の実務への活用を目指して自
ら学び，水産業や海洋関連産業の
振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む。

〇航海実習
　・船内生活
　・出入港作業
　・航海当直業務
　・食事当番
　・避難訓練
〇海洋・気象観測
　・海上気象通報に関する観測
　・海況漂流物等目視調査実習
　・データ入力・分析・通報
〇寄港地活動
　・水産関係施設見学
　・船舶関係施設見学
　・寄港地関係施設見学

【知識及び技術】
海洋漁業について総合的に捉え体系的・系
統的に理解するとともに関連する技術を身
に付け、船舶の運航に必要な知識・技術を
習得している。

【思考力、判断力、表現力等】
海洋漁業に関する課題を発見し，水産業や
海洋関連産業に関わる者として合理的かつ
創造的に解決策を見いだそうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
海洋漁業に関する総合的な知識と技術の実
務への活用を目指して自ら学び，水産業や
海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 50



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

２
学
期

定期考査
○

２　応用操船
【知識及び技術】
操船の方法について理解するとと
もに，関連する技術を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
操船に関する課題を発見し，船舶
の安全な運航に着目して合理的か
つ創造的に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
操船について自ら学び，船舶の安
全な運航に主体的かつ協働的に取
り組む。

２　応用操船
(1)応用操船
　 錨泊法、投錨・揚錨作業
　 絡み錨鎖、捨錨・探錨・検錨
　 守錨法、入港投錨法
　 揚錨出港法
　 操船上の錨の利用法
　 岸壁離岸法、狭水道航法
　 狭視界航法、礁海航法
　 氷海航法
(2)船舶運用演習

【知識・技術】
操船の方法について理解するとともに，関
連する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
操船に関する課題を発見し，船舶の安全な
運航に着目して合理的かつ創造的に解決し
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
操船について自ら学び，船舶の安全な運航
に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○

〇

同上 １　海上気象
(4)高気圧と低気圧
　 高気圧の種類と特徴
　 低気圧の一般的性質
(5)日本近海の気圧配置と気象
　 等圧線の型
　 気圧配置の型式(天気図型)と
　 特徴
(6)天気図の見方
　 天気図の記号
　 天気図による天気の予測
　 船舶への気象情報
(7)船舶運用演習

同上

○

【知識・技術】
海上気象について理解するとともに，関連
する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
海上気象に関する課題を発見し，船舶の安
全な運航に着目して合理的かつ創造的に解
決しよとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
海上気象について自ら学び，船舶の安全な
運航の実現を目指して主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

１　海上気象
(1)海上気象の基礎
　 大気の組成と構造・気象要素
　 海象観測
(2)気団と前線
　 気団の種類と特徴
　 前線の種類と特徴
(3)船舶運用演習

１　海上気象
【知識及び技術】
海上気象について理解するととも
に，関連する技術を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
海上気象に関する課題を発見し，
船舶の安全な運航に着目して合理
的かつ創造的に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
海上気象について自ら学び，船舶
の安全な運航の実現を目指して主
体的かつ協働的に取り組む。

〇

水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生産への活
用を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

船舶運用（船舶運航系）

水産

水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

船舶運用（船舶運航系）

【 知 識 及 び 技 術 】

木村・佐藤

水産
水産 船舶運用（船舶運航系） 3

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】

船舶の安全かつ適切な運用について体系的・
系統的に理解しているとともに、関連する技
術を身に付けるようにする。

船舶の安全かつ適切な運用に関する課題を発
見し、船舶の運航や漁業生産に従事する者と
して合理的かつ創造的に解決する力を養う。

船舶運用

配当
時数

○ 26

1○

思 態

20

20

○

○ ○

〇 〇

○ 1

1

○

〇

○ 21

1〇

定期考査
○

定期考査
○

同上 ２　応用操船
(3)荒天運用
　 荒天の回避、荒天準備
　 荒天航行、荒天錨泊
　 台風に関する運用法
(4)海難と応急
　 衝突、乗揚げ、浸水、舵故障
　 人命救助、曳航法
(5)船舶運用演習

同上

○



３
学
期

105

３　船舶、船員、海洋関連法規
【知識及び技術】
船員・船舶・海洋関係法規に関す
る基本的な内容について理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
船員・船舶・海洋関係法規につい
て適切に判断し，船舶の安全と労
働環境及び国際公法などに着目し
て合理的かつ創造的に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
船員・船舶・海洋関係法規につい
て自ら学び，船舶の安全と労働環
境の向上と国際公法の遵守を目指
して主体的かつ協働的に取り組
む。

３　船舶、船員、海洋関連法規
(1)船員鳳及び同法施行規則
(2)船員労働安全衛生規則
(3)船舶職員及び小型船舶操縦者
　 法及び同法施行規則
(4)海難審判法及び同法施行規則
(5)船舶法及び同法施行規則
(6)船舶安全法及び同法施行規則
(7)危険物船舶運送及び貯蔵規則
(8)海洋汚染等及び海上災害の防
　 止に関する法律及び同法施行
　 規則
(9)検疫法及び同法施行規則
(10)国際公法
　　SOLASA条約、STCW条約
(11)船舶運用演習

【知識及び技術】
船員・船舶・海洋関係法規に関する基本的
な内容について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
船員・船舶・海洋関係法規について適切に
判断し，船舶の安全と労働環境及び国際公
法などに着目して合理的かつ創造的に解決
しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
船員・船舶・海洋関係法規について自ら学
び，船舶の安全と労働環境の向上と国際公
法の遵守を目指して主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ ○

1
定期考査

合計

○ 13

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 航海・計器（船舶運航系）

水産 航海・計器（船舶運航系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

航海・計器（船舶運航系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

木村

航海・計器

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

船舶の安全かつ適切な航海について体系的・
系統的に理解するとともに，関連する技術を
身に付けるようにする。

船舶の安全かつ適切な航海に関する課題を発
見し，船舶の運航や漁業生産に従事する者と
して合理的かつ創造的に解決する力を養う。

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生産への活
用を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

１　地文航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するととも
に，関連する基本的な技術を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見し，
合理的かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安全
な航海を目指して主体的かつ協働的
に取り組む。

１ 地文航法
(2)推測航法
　・航程の線航法
　・緯差と経差の求め方
　・到着緯度と到着経度の求め方
(3)平面航法
　・平面航法の概要
　・トラバース表
　・平面航法の計算
(4)距等圏航法
　・距等圏航法の概要

１　地文航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するとともに，関連
する基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見し，合理的か
つ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安全な航海を
目指して主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

〇 〇 〇 13

定期考査

15

定期考査 ○ ○ 1

1

○

２
学
期

２　電波航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するとと
もに，関連する基本的な技術を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安
全な航海を目指して主体的かつ協
働的に取り組む。

２　電波航法
(1)電波の特性と分類
　・電波の特性
　・電波の分類
(2)全球測位衛星システム(GNSS)
　・GPS
(3)これまでの電波航法機器
　・無線方位測定機
　・長距離電波航法システム
　　（双曲線航法）
　・ディファレンシャル
　　　GPS(DGPS)

２　電波航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するとともに，関
連する基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安全な航海
を目指して主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

○ ○

３　天文航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するとと
もに，関連する基本的な技術を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安
全な航海を目指して主体的かつ協
働的に取り組む。

３ 天文航法
(1)天体の位置
　・天球
　・天体の位置の表し方
　・測者と天球の関係
(2)時
　・太陽時
　・時法
(3)太陽による正午緯度の求め方
　・高度改正
　・E及びｄの求め方
　・子午線正中時の求め方
　・正午緯度の求め方
(4)北極星による緯度の求め方
　・恒星の時角の求め方
　・緯度の求め方
　・北極星の探し方

３　天文航法
【知識及び技術】
　各種航法について理解するとともに，関
連する基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種航法に関する課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
  各種航法について自ら学び，安全な航海
を目指して主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

○

定期考査 ○ 〇

1

70

合計

同上 １ 地文航法
(4)距等圏航法
　・距等圏航法の計算
(5)中文緯度航法
　・中文緯度航法の概要
　・中文緯度航法の計算
(6)推測航法の応用
　・連針路航法
　・流潮航法の応用

同上

○ ○ ○

○ 14

定期考査 〇 〇

○ 15

1

３
学
期

同上 ３ 天文航法
(5)太陽による船位の求め方
　・太陽による位置の線
　・船位の求め方
(6)太陽によるコンパス誤差の求
　 め方正午緯度の求め方
　・日出没時
　・太陽によるコンパスの方位誤
　　差の求め方

同上

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 課題研究（船舶運航系）

水産 課題研究（船舶運航系） 4

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

課題研究（船舶運航系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

佐藤、木村、佐々木、橋本

航海・計器、船舶運用

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

船舶の安全かつ適切な航海について体系的・
系統的に理解するとともに，関連する技術を
身に付けるようにする。

船舶の安全かつ適切な航海に関する課題を発
見し，船舶の運航や漁業生産に従事する者と
して合理的かつ創造的に解決する力を養う。

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生産への活
用を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

１ 航海計画実習
２ AI就航予想プログラミング実
習
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 航海計画実習
（１）岡田港往復航海下調べ
①水路図誌
②航路標識
③潮汐及び潮流
④航海計画
⑤岡田港往復航海実習

教材
①海図
②水路誌
③潮汐表
④灯台表
⑤水路図誌目録

２　AI就航予想プログラミング
（１）基礎プログラミング
①関連情報収集
②収集した情報の学習
③プログラミングの修正

教材
①PC

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させるために必
要な航法や航海計器に関する知識と技術を
取得している。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させるための課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決策を
見出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通してみずか
ら学び主体的かつ協働的に取組むことが出
来る。

〇 〇 〇 20

定期考査

30

定期考査
○ ○ 1

１ 航海計画実習
２ AI就航予想プログラミング実
習
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 航海計画実習
（１）下田港往復航海下調べ
①水路図誌
②航路標識
③潮汐及び潮流
④航海計画
⑤下田港往復航海実習

教材
①海図
②水路誌
③潮汐表
④灯台表
⑤水路図誌目録

２ AI就航予想プログラミング
（１）応用プログラミング
①プログラミングの学習精度
②プログラミングの修正
③Ai就航予想プログラミング完成

教材
①PC

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させるために必
要な航法や航海計器に関する知識と技術を
取得している。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させるための課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決策を
見出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通してみずか
ら学び主体的かつ協働的に取組むことが出
来る。

○ ○ ○



1

○

２
学
期

１ 航海計画実習

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１　航海計画実習
（１）東京湾港往復航海下調べ
①水路図誌
②航路標識
③潮汐及び潮流
④航海計画

教材
①海図
②水路誌
③潮汐表
④灯台表
⑤水路図誌目録

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させるために必
要な航法や航海計器に関する知識と技術を
取得している。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させるための課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決策を
見出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通してみずか
ら学び主体的かつ協働的に取組むことが出
来る。

○ ○

１ 航海計画実習

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 航海計画実習
（１）東京湾港往復航海下調べ
①水路図誌
②航路標識
③潮汐及び潮流
④航海計画
⑤東京湾往復航海実習

教材
①海図
②水路誌
③潮汐表
④灯台表
⑤水路図誌目録

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させるために必
要な航法や航海計器に関する知識と技術を
取得している。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させるための課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決策を
見出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通してみずか
ら学び主体的かつ協働的に取組むことが出
来る。

○

定期考査
○

1

140

合計

○ 30

定期考査

○ 25

1

３
学
期

１ 仮想航海計画実習

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１　仮想航海計画実習
（１）操船シミュレーター実習
①水路図誌
②航路標識
③潮汐及び潮流
④航海計画
⑤伊勢湾・瀬戸内海航海シミュ
レーター

教材
①海図
②水路誌
③潮汐表
④灯台表
⑤水路図誌目録

【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させるために必
要な航法や航海計器に関する知識と技術を
取得している。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させるための課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決策を
見出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通してみずか
ら学び主体的かつ協働的に取組むことが出
来る。

○ ○ ○ 30

定期考査
○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 課題研究（船舶運航系）

水産 課題研究（船舶運航系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

課題研究（船舶運航系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

佐藤、網谷、遠藤、橋本

小型船舶操縦士学科教本Ⅰ、Ⅱ、小型船舶操縦士実技教本

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

小型船舶の安全活適切な操船について体系
的・系統的に理解するとともに、関連する技
術を身に付けるようにする。

小型船舶の安全かつ適切な操船に関する課題
を発見し、漁業生産など海上業務に従事する
者として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

小型船舶の安全かつ適切な操船や漁業生産な
への活用を目指して自ら学び、水産業や海洋
関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

１ 1級小型船舶学科・実技
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 1級小型船舶学科
（１）小型船舶の船長の心得及び
　　　遵守事項
①水上交通の特性
②小型船舶船長の心得
③小型船舶船長の遵守事項

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅰ
②２級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

２ 1級小型船舶実技
（１）小型船舶の取扱い
①発航前の準備及び点検
②解らん・係留
③結索
④方位測定

教材
①小型船舶操縦士実技教本

【知識・技術】
　小型船舶の取扱いについて理解するとと
もに，関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　小型船舶の取扱いに関する課題を発見
し，発航前の準備及び点検に着目して合理
的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の取扱いについて自ら学び，発
航前点検，エンジンの運転・状態確認まで
主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 8

定期考査

12

定期考査
○ ○ 1

１ 1級小型船舶学科・実技
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 1級小型船舶学科
（１）交通の方法
①一般海域での交通ルール
　（海上衝突予防法）
②港内での交通ルール
　（港則法）
③特定（輻輳）海域での交通の方
法（海上交通安全法）

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅰ
②２級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

２ 1級小型船舶実技
（１）基本操縦
①安全確認
②発進・直進・停止
③後進

教材
①小型船舶操縦士実技教本

【知識・技術】
　小型船舶の操縦について理解するととも
に，小型船舶の運航の安全を確保するため
の基本的な操船技術及び状況に応じた操船
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　　小型船舶の安全な運航の確保に関する
課題を発見し，基本的な操船技術及び状況
に応じた操船技術に着目して合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の操縦について自ら学び，実際
の航海に活用できるように主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。 ○ ○ ○



1

○

２
学
期

１ 1級小型船舶学科・実技
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 1級小型船舶学科
（１）交通の方法
①湖川、特定水域での交通の方法
（河川法等）
（２）運航（一般）
①操縦一般
②航海の基礎
③船体、設備、装備品

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅰ
②２級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

２ 1級小型船舶実技
（１）基本操縦
①変針・旋回・連続旋回（蛇行）

教材
①小型船舶操縦士実技教本

【知識・技術】
　小型船舶の操縦について理解するととも
に，小型船舶の運航の安全を確保するため
の基本的な操船技術及び状況に応じた操船
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　　小型船舶の安全な運航の確保に関する
課題を発見し，基本的な操船技術及び状況
に応じた操船技術に着目して合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小型船舶の操縦について自ら学び，実際
の航海に活用できるように主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○ ○

１ 1級小型船舶学科・実技
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 1級小型船舶学科
（１）運航（一般）
①機関の取扱い
②気象・海象
③荒天時の操縦と退避
④事故対策

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅰ
②２級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

（２）上級運航Ⅰ
①航海計画
②救命設備。通信設備

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅱ
②１級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

２ 1級小型船舶実技
（１）応用操縦
①人命救助
②避航操船

【知識・技術】
　小型船舶における様々な状況を理解する
とともに，関連する技術を身に付けようと
している。
【思考・判断・表現】
　小型船舶の運航に関する課題を発見し，
荒天時の操船方法と退避行動と機関の保守
整備や機関故障時の対処の方法に着目して
合理的かつ創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　気象・海象、荒天時操船、機関の保守整
備について自ら学び，正しい取扱いや緊急
時の対処に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

○

定期考査
○

1

70

合計

○ 18

定期考査

○ 17

1

３
学
期

１ 1級小型船舶学科・実技
【知識及び技術】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ために必要な航法や航海計器に関
する知識と技術を取得する。
【思考力、判断力、表現力等】
船舶を安全かつ適切に航海させる
ための課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決策を見出す。
【学びに向かう力、人間性等】
船内を中心とする集団行動を通し
てみずから学び主体的かつ協働的
に取組むこと。

１ 1級小型船舶学科
（１）上級運航
①気象及び海象
②荒天航法及び海難防止

（２）上級運航Ⅱ
①機関の保守整備
②機関故障時の対処

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅱ
②１級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

２ 1級小型船舶実技
（１）応用操縦
①離岸・着岸

教材
①小型船舶操縦士学科教本Ⅱ
②１級小型船舶操縦士学科試験
　問題集

【知識・技術】
　小型船舶における様々な状況を理解する
とともに，関連する技術を身に付けようと
している。
【思考・判断・表現】
　小型船舶の運航に関する課題を発見し，
荒天時の対処方法と機関の保守整備や機関
故障時の対処の方法に着目して合理的かつ
創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　気象・海象、荒天時操船、機関の保守整
備について自ら学び，正しい取扱いや緊急
時の対処と海難防止に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。 ○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：（ ）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 総合実習（海洋生物系）

水産 総合実習（海洋生物系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

総合実習（海洋生物系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

北原・小原・浜野

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

水産や海洋の各分野について体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、水産業や
海洋関連産業に関わる者として解決策を探究
し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

２　中間育成方針決め
(1)文献検索
文献を検索し、ニジマスとアワビ
の中間育成の方針を決める
(2)管理方法決め
方針に沿った管理をするためには
どのような設備や道具が必要なの
か検討する

【知識・技術】
　中間育成方針決めについて基礎的な技術
や知識を身に付けたか
【思考・判断・表現】
　中間育成方針決めについて課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決しようとして
るか
【主体的に学習に取り組む態度】
　中間育成方針決めについて自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組もうとしているか

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

１　餌料生物培養
【知識及び技術】
　餌料生物について応用的な知識
や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　餌料生物について課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　餌料生物の有効活用や応用技術
について自ら学び，主体的かつ協
働的に取り組む

１　餌料生物培養
(1)シオミズツボワムシ培養
植え継ぎ培養や連続培養について
学びそれぞれの培養方法のメリッ
トやデメリットについて学ぶ
(2)珪藻培養
アワビやトコブシの種苗生産で使
用する珪藻の培養方法について学
ぶ

１　餌料生物培養
【知識・技術】
　餌料生物培養について応用的な知識や技
術を身に付けたか
【思考・判断・表現】
　餌料生物培養について課題を発見し，合
理的かつ創造的に解決しようとしてるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　餌料生物培養の有効活用や応用技術につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしているか

〇 〇 〇 10

２　中間育成方針決め
【知識及び技術】
　中間育成方針決めに関する基礎
的な知識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　中間育成方針決めに関する課題
を発見し，合理的かつ創造的に解
決する
【学びに向かう力、人間性等】
　中間育成方針決めについて自ら
学び，主体的かつ協働的に取り組
む。

12

３　中間育成
【知識及び技術】
　中間育成に関する応用的な知識
や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　中間育成に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　中間育成について自ら学び，主
体的かつ協働的に取り組む

３　中間育成
(1)ニジマス
海水馴致した個体としない個体で
どの様な変化出てくるのか調べる
餌の違いによって成長差が出るの
か調べる
(2)アワビ
いち早く出荷サイズにするために
はどのようなエサを与えればよい
のか、どのような設備が良いのか
様々な方法を試す

３　中間育成
【知識及び技術】
　中間育成に関する応用的な知識や技術を
身に付けたか
【思考力、判断力、表現力等】
　中間育成に関する課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしているか
【学びに向かう力、人間性等】
　中間育成について自ら学び，主体的かつ
協働的に取り組もうとしているか

○ ○ ○



○ 16

５　中間育成成果報告会
【知識及び技術】
　中間育成成果報告会による染物
作成について基礎的な知識や技術
を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　中間育成成果報告会による染物
作成について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　中間育成成果報告会による染物
作成について自ら学び、主体的か
つ協働的に取り組む

○ 16

３
学
期

６　引継ぎ書作成
【知識及び技術】
　引継ぎ書作成ついて基礎的な知
識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　引継ぎ書について課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　引継ぎ書作成ついて自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組む

６　引継ぎ書作成
(1)餌料生物培養
(2)骨格標本
(3)透明骨格標本
(4)鰓下腺による染色
次年度に向けて(1)～(4）までの
引継ぎ書を作成する

６　引き継ぎ書作成
【知識及び技術】
　引継ぎ書作成ついて基礎的な知識や技術
を身に付けているか
【思考力、判断力、表現力等】
　引継ぎ書について課題を発見し、合理的
かつ創造的に解決しようとしているか
【学びに向かう力、人間性等】
　引継ぎ書作成ついて自ら学び、主体的か
つ協働的に取り組もうとしているか

〇 〇

５　中間育成成果報告会
(1)ニジマス
海水馴致した個体としなかった個
体でどの程度の差が出たのか、他
にも気づいたことを発表する
(2)アワビ
どの様な設備・エサで一番成果が
出たのか、他にも気づいたことを
発表する

５　中間育成成果報告会
【知識及び技術】
　中間育成成果報告会による染物作成につ
いて基礎的な知識や技術を身に付けている
か
【思考力、判断力、表現力等】
　中間育成成果報告会による染物作成につ
いて課題を発見し、合理的かつ創造的に解
決しようしているか
【学びに向かう力、人間性等】
　中間育成成果報告会による染物作成につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしているか

○ ○

２
学
期

４　文化祭展示
【知識及び技術】
　文化祭展示について応用的な知
識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　文化祭展示について課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　文化祭展示について自ら学び，
主体的かつ協働的に取り組む

４　文化祭展示
(1)テーマ決め
どの様なテーマで展示物を飾るの
か決める
(2)展示方法決め
どの様に展示したら来場者がよく
理解してもらえるか考えて決める
(3)冊子・パネル作成
より理解を深めてもらえるように
冊子やパネルを作成する

４　文化祭展示
【知識・技術】
　文化祭展示について応用的な知識や技術
を身に付けているか
【思考・判断・表現】
　文化祭展示について課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　文化祭展示について自ら学び、主体的か
つ協働的に取り組もうとしているか

○ ○

70
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合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 資源増殖（海洋生物系）

水産 資源増殖（海洋生物系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

資源増殖（海洋生物系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

北原

資源増殖（海文堂）

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

資源増殖について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるように
する。

資源増殖に関する課題を発見し，職業人に求
められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を養う。

水産資源管理や有効利用を目指して自ら学
び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

１　生産物の安全管理と環境対策
【知識及び技術】
　生産物の安全管理と環境対策につ
いて理解するとともに，関連する基
本的な技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　生産物の安全管理と環境対策に関
する課題を発見し，合理的かつ創造
的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
  生産物の安全管理と環境対策につ
いて自ら学び，資源管理と有効利用
を目指して主体的かつ協働的に取り
組む。

１ 生産物の安全管理と環境対策
(1)生産物の特性と流通の現状
(2)食品トレーサビリティシステム
　・伝達情報の表現様式及び格納
　　媒体
(3)電子タグを利用した流通システ
ム

１　生産物の安全管理と環境対策
【知識及び技術】
　生産物の安全管理と環境対策について理解
するとともに，関連する基本的な技術を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生産物の安全管理と環境対策に関する課題
を発見し，合理的かつ創造的に解決しようと
している。
【学びに向かう力、人間性等】
  生産物の安全管理と環境対策について自ら
学び，資源管理と有効利用を目指して主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 13

定期考査

15

定期考査 ○ ○ 1

同上 １ 生産物の安全管理と環境対策
(4)養殖漁場の環境対策
　・自家汚染
　・適正収容量
　・養殖漁場の改善

同上

○ ○ ○

２
学
期

２　流通と経済
【知識及び技術】
　流通と経済について理解するとと
もに，関連する基本的な技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　流通と経済に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
  流通と経済について自ら学び，資
源管理や有効利用を目指して主体的
かつ協働的に取り組む。

２　流通と経済
(1)経営
　・漁業協同組合（JF）の役割
　・漁業保険制度
　・経営管理と会計処理
　・経営の安定化
(2)流通
　・特性と需要動向
　・水産物流通の仕組み

２　流通と経済
【知識及び技術】
　流通と経済について理解するとともに，関
連する基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　流通と経済に関する課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
  流通と経済について自ら学び，資源管理や
有効利用を目指して主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

○ ○

３　主な増養殖技術
【知識及び技術】
　増養殖技術について理解するとと
もに，関連する基本的な技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　増養殖技術に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
  増養殖技術について自ら学び，資
源管理や有効利用を目指して主体的
かつ協働的に取り組む。

３ 主な増養殖技術
(1)海洋動物（魚類）
　・淡水魚類
　・海水魚類
(2)海洋動物（甲殻類）
　・クルマエビ
　・ガザミ

３　主な増殖技術
【知識及び技術】
　増養殖技術について理解するとともに，関
連する基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　増養殖技術に関する課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
  増養殖技術について自ら学び，資源管理や
有効利用を目指して主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

○

○

定期考査 ○ 〇

14

定期考査 〇 〇 1

○ ○ 15

1

３
学
期

同上 ３ 主な増殖技術
(3)その他の動物
　・ウニ類
　・ナマコ類
(4)海洋植物
　・藻類
　・海草類

同上

○ ○

70

○ 9

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用）教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 海洋生物（海洋生物系）

水産 海洋生物（海洋生物系） 2

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

海洋生物（海洋生物系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

北原

海洋生物（海文堂）

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

海洋生物について体系的・系統的に理解するとと
もに，関連する技術を身に付けるようにする。

海洋生物に関する課題を発見し，船舶の運航や漁
業生産に従事する者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。

水産資源管理や有効利用を目指して自ら学び，水
産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

１　脊椎動物
【知識及び技術】
　脊椎動物について理解するととも
に、関連する基本的な技術を身に付
ける
【思考力、判断力、表現力等】
　脊椎動物に関する課題を発見し、
合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
  脊椎動物について自ら学び、水産
資源管理や有効利用を目指して主体
的かつ協働的に取り組む

１ 脊椎動物
(1)魚類
　・体形
　・鰭、鱗、鰾
　・筋肉
　・消化管
　・呼吸器
　・排出器官
　・感覚器官
　・外来魚
　・深海魚

１　脊椎動物
【知識及び技術】
　脊椎動物について理解するとともに、関連
する基本的な技術を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
　脊椎動物に関する課題を発見し、合理的か
つ創造的に解決しようとしている
【学びに向かう力、人間性等】
  脊椎動物について自ら学び、水産資源管理
や有効利用を目指して主体的かつ協働的に取
り組もうとしている

〇 〇 〇 14

定期考査

14

定期考査 ○ ○ 1

同上 １ 脊椎動物
(3)爬虫類
　・爬虫類の分類
　・主なカメ類
(4)哺乳類
　・鰭脚亜目
　・クジラ類

同上

○ ○ ○

２
学
期

２　海洋植物
【知識及び技術】
　海洋植物について理解するととも
に、関連する基本的な技術を身に付
ける
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋植物に関する課題を発見し、
合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
  海洋植物について自ら学び、水産
資源や有効利用を目指して主体的か
つ協働的に取り組む

２　海洋植物
(1)海洋植物の生活
　・海藻の形態
　・光合成色素と海藻の色
　・栄養塩類の吸収
　・藻類の分類
(2)生殖と世代交代
　・藻類の生殖
　・種子植物の生殖
　・生活形
　・分布
(3)主な海洋植物
　・紅藻植物
　・褐藻植物
　・緑藻植物
　・水生種子植物

２　海洋植物
【知識及び技術】
　海洋植物について理解するとともに、関連
する基本的な技術を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋植物に関する課題を発見し、合理的か
つ創造的に解決しようとしている
【学びに向かう力、人間性等】
  海洋植物について自ら学び、水産資源や有
効利用を目指して主体的かつ協働的に取り組
もうとしている

○ ○

３　プランクトン
【知識及び技術】
　プランクトンについて理解すると
ともに、関連する基本的な技術を身
に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　プランクトンに関する課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
  プランクトンについて自ら学び、
水産資源や有効利用を目指して主体
的かつ協働的に取り組む

３ プランクトン
(1)プランクトンの生活
　・プランクトンの生活と環境の
　　関わり
　・植物プランクトンの役割
　・動物プランクトンの役割
(2)主なプランクトン
　・植物プランクトン
　・動物プランクトン

３　プランクトン
【知識及び技術】
　プランクトンについて理解するとともに、
関連する基本的な技術を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
　プランクトンに関する課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決しようしているか
【学びに向かう力、人間性等】
  プランクトンについて自ら学び、水産資源
や有効利用を目指して主体的かつ協働的に取
り組もうとしているか

○

○

定期考査 ○ 〇

14

定期考査 〇 〇 1

○ ○ 16

1

３
学
期

４　水産資源管理
【知識及び技術】
　水産資源管理について理解すると
ともに、関連する基本的な技術を身
に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　水産資源管理に関する課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
  水産資源管理について自ら学び、
有効利用を目指して主体的かつ協働
的に取り組む

４　水産資源管理
(1)資源管理の方法
　・生物調査
　・標識放流
　・卵、仔稚調査
　・目視調査及び魚群探査
(2)資源管理の方法
　・資源管理の手法
(3)未利用資源
　・未利用、低利用資源の活用
　・資源の有効活用
(4)種の保全
　・絶滅のおそれのある海洋生物
　・外来生物
　・希少生物の保全

４　水産資源管理
【知識及び技術】
　水産資源管理について理解するとともに、
関連する基本的な技術を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
　水産資源管理に関する課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決しようよしているか
【学びに向かう力、人間性等】
  水産資源管理について自ら学び、有効利用
を目指して主体的かつ協働的に取り組もうと
しているか

○ ○

70

○ 8

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：海洋環境(海洋生物系)

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

海洋環境について体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるように
する。

海洋環境に関する課題を発見し、水産業や寛
容関連産業に関わる者として合理的かつ創造
的に解決する力を養う。

海洋環境の管理や保全を目指して自ら学び、
持続可能で発展的な水産業や海洋関連産業の
振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養う。

海洋環境（海文堂）

水産

【 知　識　及　び　技　能 】水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

（A組：橋本（啓））（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

水産
水産 海洋環境(海洋生物系) 2

海洋環境(海洋生物系)

水産や海洋に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興
や社会貢献に主体的かつ協同的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

水産・海洋関連産業と環境保全
【知識及び技能】
水産業や海洋関連産業と環境保全につ
いて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
水産業や海洋関連産業と環境保全にお
ける課題を発見し、水産維持や増大を
図る必要性に着目して合理的かつ創造
的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋や陸水の環境保全について自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興に主
体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
水産・海洋関連産業と環境保全
　資源増殖と環境保全
　海洋性レクリエーションと環境保全
・教材
資源増殖と環境に関係した記事や論文
海洋性レクリエーションと環境に関係
した記事や論文
一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
水産業や海洋関連産業と環境保全について基礎的な
内容を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
水産業や海洋関連産業と環境保全における課題を発
見し、水産維持や増大を図る必要性に着目して合理
的かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋や陸水の環境保全について自ら学び、水産業や
海洋関連産業の振興に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

漁場環境と調査
【知識及び技能】
漁場環境の特性と漁場調査の基本的な
内容について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
漁場環境と調査に関する課題を発見
し、水産資源の維持や増大を図る必要
性に着目して合理的かつ創造的に解決
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
漁場環境の調査について学び、水産業
や海洋関連産業の振興に主体的かつ協
働的に取り組むこと。

・指導事項
漁場環境と調査
　漁場環境と特性
・教材
漁場環境と特性に関する論文及び研究
一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
漁場環境の特性と漁場調査の基本的な内容について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
漁場環境と調査に関する課題を発見し、水産資源の
維持や増大を図る必要性に着目して合理的かつ創造
的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
漁場環境の調査について学び、水産業や海洋関連産
業の振興に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

1定期考査 ○ ○

２
学
期

漁場環境と調査
【知識及び技能】
漁場環境の特性と漁場調査の基本的な
内容について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
漁場環境と調査に関する課題を発見
し、水産資源の維持や増大を図る必要
性に着目して合理的かつ創造的に解決
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
漁場環境の調査について学び、水産業
や海洋関連産業の振興に主体的かつ協
働的に取り組むこと。

・指導事項
漁場環境と調査
　漁場の調査
・教材
調査方法に関する最新の技術や記事
一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
漁場環境の特性と漁場調査の基本的な内容について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
漁場環境と調査に関する課題を発見し、水産資源の
維持や増大を図る必要性に着目して合理的かつ創造
的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
漁場環境の調査について学び、水産業や海洋関連産
業の振興に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

定期考査

16

定期考査
○ ○ 1

海洋工事と環境保全
【知識及び技能】
海洋開発と環境改善について理解する
とともに、関連する技術を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
海洋開発と環境改善に関する課題を発
見し、水産資源の維持や増大を図る必
要性に着目して合理的かつ創造的に解
決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋開発と環境改善について自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興に主
体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
海洋工事と環境保全
　漁場造成技術
　ウォーターフロント開発
・教材
海洋工事の最新技術に関する記事や論
文
一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
海洋開発と環境改善について基礎的知識を理解する
とともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
海洋開発と環境改善に関する課題を発見し、水産資
源の維持や増大を図る必要性に着目して合理的かつ
創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋開発と環境改善について自ら学び、水産業や海
洋関連産業の振興に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

○ ○ ○



合計

70

○ 16

1

3
学
期

海洋工事と環境保全
【知識及び技能】
海洋開発と環境改善について理解する
とともに、関連する技術を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
海洋開発と環境改善に関する課題を発
見し、水産資源の維持や増大を図る必
要性に着目して合理的かつ創造的に解
決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋開発と環境改善について自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興に主
体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
海洋工事と環境保全
　環境改善技術
・教材
海洋保全に向けた改善方法の記事や論
文
一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
海洋開発と環境改善について基礎的知識を理解する
とともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
海洋開発と環境改善に関する課題を発見し、水産資
源の維持や増大を図る必要性に着目して合理的かつ
創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋開発と環境改善について自ら学び、水産業や海
洋関連産業の振興に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

○ ○

○○
定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 課題研究（海洋生物系）

水産 課題研究（海洋生物系） 3

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関
連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

課題研究（海洋生物系）

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

北原・小原・浜野

水産

【 知 識 及 び 技 術 】
水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

水産や海洋の各分野について体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

水産や海洋に関する課題を発見し、水産業や
海洋関連産業に関わる者として解決策を探究
し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学
び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

２　骨格標本作成
(1)標本作成方法下調べ
標本作成方法についてインター
ネットや本を利用して調べ学習を
行う
(2)標本作成
日用品を使用して標本作成を行う
(3)冊子作製
標本作成を冊子にまとめ文化祭で
配布する

【知識・技術】
　骨格標本について基礎的な技術や知識を
身に付けたか
【思考・判断・表現】
　骨格標本について課題を発見し，合理的
かつ創造的に解決しようとしてるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　骨格標本について自ら学び，主体的かつ
協働的に取り組もうとしているか

○ ○ ○ 15

配当
時数

１
学
期

１　餌料生物培養
【知識及び技術】
　餌料生物について応用的な知識
や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　餌料生物について課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　餌料生物の有効活用や応用技術
について自ら学び，主体的かつ協
働的に取り組む

１　餌料生物培養
(1)シオミズツボワムシ培養
植え継ぎ培養や連続培養について
学びそれぞれの培養方法のメリッ
トやデメリットについて学ぶ
(2)珪藻培養
アワビやトコブシの種苗生産で使
用する珪藻の培養方法について学
ぶ

１　餌料生物培養
【知識・技術】
　餌料生物培養について応用的な知識や技
術を身に付けたか
【思考・判断・表現】
　餌料生物培養について課題を発見し，合
理的かつ創造的に解決しようとしてるか
【主体的に学習に取り組む態度】
　餌料生物培養の有効活用や応用技術につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしているか

〇 〇 〇 10

２　骨格標本作成
【知識及び技術】
　骨格標本作成に関する基礎的な
知識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　骨格標本に関する課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　骨格標本作成について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組
む。

15

○ 24

５　鰓下腺による染物作成
【知識及び技術】
　アッキガイ科の鰓下腺による染
物作成について基礎的な知識や技
術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　アッキガイ科の鰓下腺による染
物作成について課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　アッキガイ科の鰓下腺による染
物作成について自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組む

３　透明骨格標本作成
【知識及び技術】
　透明骨格標本作成に関する基礎
的な知識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　透明骨格標本に関する課題を発
見し，合理的かつ創造的に解決す
る
【学びに向かう力、人間性等】
　透明骨格標本作成について自ら
学び，主体的かつ協働的に取り組
む

３　透明骨格標本作成
(1)透明骨格標本作成方法下調べ
透明骨格標本作成方法についてイ
ンターネットや本を利用して調べ
学習を行う
(2)標本作成
透明骨格標本作成を行う
(3)樹脂封入
完成した透明骨格標本を樹脂封入
する

３　透明骨格標本作成
【知識及び技術】
　透明骨格標本に関する基礎的な知識や技
術を身に付けたか
【思考・判断・表現】
　透明骨格標本について課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　透明骨格標本について自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組もうとしているか

○ ○ ○

○ 23

５　鰓下腺による染物作成
(1)直接塗布法
　直接塗り込む方法で染色する
(2)関節塗布法
　間接的に塗り込む方法で染色す
る

５　鰓下腺による染物作成
【知識・技術】
　アッキガイ科の鰓下による染物作成につ
いて基礎的な知識や技術を身に付けている
か
【思考力、判断力、表現力等】
　アッキガイ科の鰓下腺による染物作成に
ついて課題を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしているか
【学びに向かう力、人間性等】
　アッキガイ科の鰓下腺による染物作成に
ついて自ら学び、主体的かつ協働的に取り
組くもうとしているか

○ ○

２
学
期

４　文化祭展示
【知識及び技術】
　文化祭展示について応用的な知
識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　文化祭展示について課題を発見
し，合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　文化祭展示について自ら学び，
主体的かつ協働的に取り組む

４　文化祭展示
(1)テーマ決め
どの様なテーマで展示物を飾るの
か決める
(2)展示方法決め
どの様に展示したら来場者がよく
理解してもらえるか考えて決める
(3)冊子・パネル作成
より理解を深めてもらえるように
冊子やパネルを作成する

４　文化祭展示
【知識・技術】
　文化祭展示について応用的な知識や技術
を身に付けているか
【思考・判断・表現】
　文化祭展示について課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　文化祭展示について自ら学び、主体的か
つ協働的に取り組もうとしているか

○ ○



３
学
期

６　引継ぎ書作成
【知識及び技術】
　引継ぎ書作成ついて基礎的な知
識や技術を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
　引継ぎ書について課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決する
【学びに向かう力、人間性等】
　引継ぎ書作成ついて自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組む

６　引継ぎ書作成
(1)餌料生物培養
(2)骨格標本
(3)透明骨格標本
(4)鰓下腺による染色
次年度に向けて(1)～(4）までの
引継ぎ書を作成する

６　引き継ぎ書作成
【知識及び技術】
　引継ぎ書作成ついて基礎的な知識や技術
を身に付けているか
【思考力、判断力、表現力等】
　引継ぎ書について課題を発見し、合理的
かつ創造的に解決しようとしているか
【学びに向かう力、人間性等】
　引継ぎ書作成ついて自ら学び、主体的か
つ協働的に取り組もうとしているか

〇 〇

105

〇 18

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目 海洋環境(海洋産業系)
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

３
学
期

第２章　資源増殖と環境保全
【知識及び技術】
水産や海洋の活用法や未利用資源
の有効活用、機能性成分などにつ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的な視点で水産や海洋の活用
法や未利用資源、機能性成分など
に関する課題を発見し、合理的か
つ創造的に解決する。
【学びに向かう力、人間性等】
地域産業の活性化を目指して自ら
学び、グローバルな視点をもって
地域の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組む。

・指導事項
第1節　水産生物と環境要因
第2節　環境保全型養殖

・教材
教科書、ノート、プロジェクター

・一人１台端末の活用　等

１　海洋環境管理の概要
【知識・技術】
水産や海洋の活用法や未利用資源の有効活
用、機能性成分などについて理解している。
【思考・判断・表現】
科学的な視点で水産や海洋の活用法や未利用
資源、機能性成分などに関する課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地域産業の活性化を目指して自ら学び、グ
ローバルな視点をもって地域の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○

1

２
学
期

第4章　海洋に関する探究活動
【知識及び技術】
水産や海洋と産業、政策などにつ
いて基本的な内容を理解するとと
もに、関連する技術を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
探究活動を通して地域産業の課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい地域産業の構築を目指し
て自ら学び、グローバルな視点を
もって地域の振興や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
第1節　探究活動の概要
第2節　探究活動の進め方

・教材
・一人１台端末の活用　等

１　海洋環境管理の概要
【知識及び技術】
　海洋と環境の基本的な内容について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋環境管理に関する課題を発見し，合理的かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋と環境の管理について自ら学び，安全な航海を目指して主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 28

【知識・技術】
水産や海洋と産業、政策などについて基本的
な内容を理解するとともに、関連する技術を
身に付ける。
【思考・判断・表現】
探究活動を通して地域産業の課題を発見し、
合理的かつ創造的に解決する。
【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい地域産業の構築を目指して自ら学
び、グローバルな視点をもって地域の振興や
社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む。

定期考査

態
配当
時数

１
学
期

第４章　海洋工事と環境保全
【知識及び技術】
水産や海洋と人間生活の関わりに
ついて理解するとともに、関連す
る技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的な視点で水産や海洋につい
て展望するとともに関連する課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決する。
【学びに向かう力、人間性等】
水産や海洋と人間生活について自
ら学び、水産や海洋が人間生活に
果たす役割について主体的かつ協
働的に取り組む。

・指導事項
第1節　漁場造成技術
第2節　ウオータフロント開発
第3節　環境改善技術

・教材
教科書、ノート、プロジェクター

・一人１台端末の活用　等

１　海洋環境管理の概要
【知識及び技術】
　海洋と環境の基本的な内容について理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　海洋環境管理に関する課題を発見し，合理
的かつ創造的に解決しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　海洋と環境の管理について自ら学び，安全
な航海を目指して主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

海洋環境(海洋産業系)

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

海洋や海洋環境管理について体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

科学的な視点で海洋や海洋環境に関する課題
を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者
として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

海洋環境管理や海洋関連産業の充実を目指し
て自ら学び、グローバルな視点をもって地域
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社
会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（　組：　清水　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

海洋環境（海文堂出版）

水産

【 知　識　及　び　技　能 】海洋や海洋環境管理について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

水産や海洋環境に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

水産
水産 海洋環境(海洋産業系) 2



合計

70

３
学
期


